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l 本書は，平成20 （2008）年度に実施した中国横断自動車道尾道松江線建設事業に係る宮の本

遺跡・宮の本第ll ．33～35号古墳（三次市向江田町字宮本2375, 2376, 2379所在）の発掘調査

報告である。

2発掘調査及び整理作業・報告書作成は，国土交通省中国地方整備局三次河川国道事務所との

委託契約により財団法人広島県教育事業団(現・公益財団法人広島県教育事業団)が実施した。

3発掘調査は,梅本健治・島田朋之(現・廿日市市立廿日市中学校)・山澤直樹・渡邊昭人(現・

広島県教育委員会文化財課） ・岩本芳幸（現・広島県立海田高等学校） ・辻満久が担当した。

4 出土遺物の整理・復元は梅本・島田と賃金職員の西山梨香・木村和美・村田智子が，実測・

図面の整理・写真撮影は梅本が中心となって行った。

5本書は，梅本が執筆・編集した。

6図版の遺物番号と挿図の遺物番号は同一である。

7本書に使用した北方位はすべて旧日本測地系平面直角座標第ⅡI座標系北である。

8第2図は国士交通省国土地理院発行のl:25,000の地形図（三良坂）を使用した。

9第33～35号古墳の3基の古墳は当初はその存在は知られておらず，調査の進展に伴い検出

したもので，新規に古墳番号を付した。

lO遺構の略号はSK;墓坑, SB;竪穴住居跡・住居跡状遺構, SX;性格不明の遺構, P;

柱穴を示す。

ll埋葬施設の副葬品の位置の説明における左右は被葬者から見て，である。また，埋葬施設の

小口・側壁は横穴式石室の奥壁以外は原則方位で呼ぶ（東小口・北側壁など)。

l2記録類及び出土品は，すべて広島県立埋蔵文化財センター（広島市西区観音新町四丁目8番

49号）において保管している。
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I はじめに

宮の本遺跡，宮の本第11 ･33～35号古墳の発掘調査は中国横断自動車道尾道松江線建設事業

に係るものである。本事業は，本州四国連絡道路尾道今治ルート （瀬戸内しまなみ海道） と一体

になって，山陰，山陽及び四国地方を南北に結ぶ地域連帯構想を推進し，本圏域の産業，経済及

び文化の発展と沿線地域の生活向上に寄与しようとするものである。

日本道路公団中国支社広島工事事務所（以下， 「道路公団」 という｡）は，平成12 (2000)年3

月，当該事業地のうち，双三郡三良坂町（現・三次市三良坂町）長田～三次市四拾貫町の区間内

の文化財等の有無及び取扱いについて，広島県教育委員会（以下， 「県教委」 という｡）に協議し

た。県教委はこれを受けて現地踏査及び試掘調査を行い，平成14年12月事業地内に宮の本遺跡及

び宮の本第11号古墳の存在を確認した旨を道路公団に回答した。その後，中国横断自動車道尾道

松江線建設事業は，平成17年10月1日の日本道路公団の解散に伴って西日本高速道路株式会社に

牛の皮城跡（第1～]次）
曽川1号遺跡
曽川1号遺跡（A～D地区）
池ノ奥古埴
城根適跡

(1)
一

蓼更雲ゾII｡
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第1図中国横断自動車道尾道松江線路線と調査した遺跡の位置図
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引き継がれ， さらに平成18年度からは国土交通省に承継された。この間， これらの遺跡の取扱い

について県教委と道路公団は協議を重ねたが，設計変更による現状保存は不可能との結論に達し

た。国土交通省中国地方整備局三次河川国道事務所（以下， 「国交省」 という｡）は，平成20年

2月1日付けで三次市教育委員会（以下， 「市教委」 という｡）あてに文化財保護法第94条第1項

に基づく 「埋蔵文化財発掘の通知（土木工事の通知)」を提出し，市教委は同年2月27日付けで

国交省あてに工事に先立って発掘調査が必要である旨を通知した。国交省はこれを受けて，同年

3月3日付けで財団法人広島県教育事業団（現・公益財団法人広島県教育事業団。以下， 「教育

事業団」 という｡）に宮の本遺跡及び宮の本第ll号古墳の調査依頼を行なった。教育事業団は平

成20年3月l3日付けで文化財保護法第92条第1項に基づく発掘調査届を市教委あてに提出し，同

年3月28日付けで法の趣旨を尊重し，慎重に発掘調査を実施するよう指示を受けた。国交省と教

育事業団は同年4月1日付けで委託契約を結び，教育事業団は同年4月21日から10月31日までの

6か月間発掘調査を行った。調査面積は宮の本遺跡（調査面積2,170㎡） と宮の本第ll号古墳（調

査面積600㎡，第33～35号古墳を含む）を合わせて計2,770㎡である。なお，発掘調査終了後の

ll月22日に，三次市教育委員会と共催で宮の本遺跡・宮の本第ll号古墳の遺跡報告会を近在の和

田コミュニティセンターで開催し，約50名の参加があった。

本報告書は，以上のような経緯のもとに行った発掘調査の成果をまとめたものであり，今後の

埋蔵文化財の資料として， またこの地域の歴史の一端を知る手がかりとして，少しでも寄与でき

れば幸いである。

発掘調査にあたっては，国土交通省中国地方整備局三次河川国道事務所，西日本高速道路株式

会社中国支社広島工事事務所，三次市教育委員会及び地元の方々に多大な御協力をいただきまし

た。記して感謝の意を表します。
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報告書 遺跡名 地区名 調査期間 所在地 時期 内容

(1)

牛の皮城跡

(北郭群）

第1次

第2次

第3次

畝状竪堀群

l～4郭

西竪堀

曽川2号遺跡

平成15年1月20日～

3月14日

平成15年7月7日～
10月31日

平成15年11月10日～
11月28日

平成15年1月20日～

3月7日

尾道市御調町大町

字二の丸

尾道市御調町大町

字西川

中

古代末～中世

城跡

集落跡

(2） W川1号遺跡

A地区

B地区

C地区

D地区

旧・平成14年
度調査区

旧･P2第一

調査

旧・P2第二

調査区

旧・Pl

平成14年10月21日～

平成15年1月17日

平成15年4月7日～

5月23日

平成16年1月6日～

2月5日

尾道市御調町大町

字曽川
弥生時代～中世 集落跡

(3） 池ノ奥古墳
平成16年8月23日～

10月28日

世羅郡世羅町宇津戸

字天神
古城時代後期 古墳

(4）

城根辿跡

牛の皮城跡

(北郭群）
第4次 5郭

曽川1号遺跡 E地区 旧・P4

平成15年1月27日～

3月7日

平成18年1月30日～

2月24日

平成15年12月1日～

12月19日

尾道市御調町大町

字城根

尾道市御調町大町

字二の丸

尾道市御調町大町

字米田

古墳時代か

中世

繩文時代後期～

中

箱式石棺

城跡

遺物包含層

(5） 曾川1号遡跡

G地区

H地区

I地区

J地区

旧・P3

旧・ P3側道

旧･ P4側道

旧・P2

平成16年6月7日～
8月6日

平成17年1月11日～

3月4日

尾道市御調町大町

字曽川・米田
弥生時代～中世 集落跡

(6） 曽川1号過跡 K地区
平成17年4月l1日～

7月1日

尾道市御調町大町

字曽川・米田
弥生時代～中世 集落跡

(7）

札場古墳

大平遺跡

後1l.1大平古墳

平成17年11月21日～

平成18年1月27日

平成19年6月25日～

10月5日

平成19年6月25日～
10月5日

三次市後山町字札場

三次市後山町字大平

三次市後山町字大平

古墳時代後期

弥生時代後期～

古代

古墳時代後期

古墳

集落跡

古墳

(8） 北野山遡跡
平成18年7月3日～

8月4日
三次市吉舎町敷地 平安時代

仏教関述の

施設跡

(9） 向江田中山遺跡
平成18年4月17日～

6月23日

三次市向江田町

字中山

古墳時代末～
－
１ 代

集落跡

(10) 権現第1～3号古墳
平成17年7月11日～

11月11日
三次市向江田町権現 古埴時代中期 古墳

(11) 大番奥池第1～3．7号古墳
平成18年4月17日～

8月4日

三次市吉舎町敷地

字中山
古噴時代後期 古墳

(12) 茶臼古墳
平成20年7月7日～

9月5日

三次市甲奴町

大字宇賀
古噛時代中期 古墳

(13) 瀬戸越南古墳
平成19年6月25日～

8月10日

三次市向江田町

字瀬戸越
古噛時代中期 古墳

(14) 上陣遡跡
平成19年7月9日～

8月31日

三次市向江田町

字上陣
古噴時代中期 集落跡

(15) 和知白鳥巡跡（第2次）
平成19年9月25日～

12月21日
三次市和知町字白鳥 後期旧石器時代 集落跡

(16) 曲第2～5号古墳

平成19年7月2日～

9月21日

平成19年12月3日～
12月7日

庄原市口和町金田

字本谷

古噛時代中期

細文時代前期．

晩期

古斌

石器製作跡

包含地
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報告書 遺跡名 地区名 調査期間 所在地 時期 内容

(17) 家ノ城跡

第1次

第2次

第3次

第4次

第5次

南東郭群

南東郭群

l郭周辺

l郭・北尾根

l郭･北西尾根

平成15年9月16日～

10月31日

平成16年5月17日～

6月1l日

平成17年10月17日～

11月11日

平成18年4月17日～

7月21H

平成19年4月16日～

6月15日

尾道市木之庄町木梨

字家城東平
世 城跡

(18)

片野中山第9～12号古墳

右谷追跡

平成19年4月16日～

8月8日

平成19年4月16日～

8月8日

三次市吉舎町敷地

字中I

三次市吉舎町敷地

字中111

古墳時代中期

古墳時代後期～

古代

古墳

集落跡

(19) 和知白烏遺跡（第1次）
平成18年4月17日～

12月22日

三次市和知町字白鳥

･四拾貫町字三重

古墳時代中期～

古代

集落跡．

古墳

(20) 段遺跡

第1次

第2次

平成18年9月l9日～

12月15日

平成19年9月25日～

12月21日

三次市四拾貫町字段

古墳時代中期～

後期

後期旧石器時代

集落跡

集落跡

(21)

川平第1号古墳

常定川平1号遺跡

常定川平2号遺跡

平成20年4月21日～

6月20日

庄原市口和町常定
字川平

古壇時代後期

古墳時代中期

繩文時代

古墳

集落跡

陥穴

(22） 稲干場第2～4．9号古墳
平成19年10月9日～

12月21日

庄原市口和町大月

字稲干場
古噛時代後期 古墳

(23）

只野原I号辿跡

只野原2号遺跡

只野原3号遺跡

第1次

第2次

平成20年9月8日～

9月26日

平成22年4月19日～

11月19日

平成21年5月18日～

8月28日

平成22年4月19日～

11月19日

庄原市高野町下門田

字只野原

庄原市i笥野町下門田

字只野原

庄原市高野町下門田

字登立

古城時代

不明

旧石器時代～

古噴時代

箱式石棺

自然流路

包含層

集落跡

(24）

番久辿跡

原畑遺跡

平成20年7月28日～

12月25日

原市'三I和町大月

字番久

庄原市口和町大月

字原畑

繩文時代～

古戦時代

弥生時代～

古頃時代

集落跡

陥穴

集落跡

(25）

向泉川平1号遺跡

向泉川平2号遺跡

平成20年4月21日～

7月11日

庄原市口和町向泉

字川平

旧石器時代～

細文時代

弥生時代～

古墳時代

包含層

集落跡

(26）

石谷2号遺跡

第1次

第2次

石谷3号泄跡

平成21年4月13日～
6月12日

平成22年4月12日～
6月23日

平成21年4月13日～

6月12日

庄原市口和町金田

字塩谷

庄原市口和町金田

字塩谷

細文時代

古墳時代後期

陥穴

集落跡

(27）

馬ヶ段辿跡

墓
墓

穴
穴

横
横

号
号

１
２

第
第

段
段

ケ
ケ

馬
馬

皇塩遺跡

平成20年4月14日～

7月11日

庄原市水越町

字馬ヶ段

庄原市水越町字皇塩

古城時代～

平安時代

平安時代

集落跡

横穴墓

炭窯跡

(28）
三重1号過跡

第1次

第2次

平成20年11月4日～

12月26日

平成21年4月13日～
9月18日

三次市四拾貫町

字三亜

古墳時代～古代

古墳時代中期

集落跡

集落跡

(29） 宮の本第20～26･31･32号古墳
平成19年4月16H~

12月21日

三次市向江田町

字宮本・天神
古墳時代前期

～後期
古墳



(報告書）

(1)財団法人広島県教育事業団『牛の皮城跡・曽川2号遺跡中国横断自動車道尾道松江線建設事業に

係る埋蔵文化財発掘調査報告書(1)J 2005年

（2） 財団法人広島県教育事業団『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告（2）

曽川1号遺跡(A～D地区)｣ 2006年

（3） 財団法人広島県教育事業団『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告（3）

池ノ奥古墳』 2007年

（4） 財団法人広島県教育事業団『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告（4）

城根遺跡曽川1号遺跡(E地区） 牛の皮城跡（第4次)｣ 2008年

（5） 財団法人広島県教育事業団『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告（5）

曽川1号遺跡(G～J地区)｣ 2008年

（6） 財団法人広島県教育事業団『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告（6）

曽川1号遺跡(K地区)｣ 2008年

（7） 財団法人広島県教育事業団『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告（7）

札場古墳・大平遺跡・後山大平古墳』 2009年

（8） 財団法人広島県教育事業団『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告（8）

北野山遺跡』 2009年

（9） 財団法人広島県教育事業団『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告（9）

向江田中山遺跡』 2010年

(10)財団法人広島県教育事業団『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告(10)

権現第1～3号古墳』 2010年
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報告悪 週跡名 地区名 調査期間 所在地 時期 内容

(30）

岡東第1～7号古墳

岡1号遺跡

岡2号遺跡

半戸1号遺跡

岡東第1号横穴墓

平成20年5月7日～
9月26日

平成21年4月13日～
5月15日

平成22年4月12日～
5月14日

平成24年9月3日～
9月21日

庄原市商野町岡大内
字岡

庄原市高野町岡大内

字半戸

庄原市高野町岡大内
字岡

古墳時代中期

縄文時代

古墳時代後期

縄文時代

古墳時代後期

古墳

陥し穴

集落跡

陥し穴

横穴墓

(31)
風呂谷遺跡

風呂谷古墳

平成21年5月18日～
8月28日

三次市四拾貫町

旧石器～

縄文時代．

古墳時代～古代

古墳時代後期

包含地

集落跡

古墳

(32）
本書

宮の本遺跡

宮の本第11 ．33～35号古墳

平成20年4月21日～

10月31日

三次市向江田町

字宮本

古代

古墳時代後期～

古代

集落跡

古墳

(33） 箱山第3～6号古墳
平成18年8月21日～

12月8日

三次市向江田町

字箱山
古墳時代前～後期 古墳

(34） 下矢井南第3～5号古墳
平成19年10月9日～

12月21日

三次市吉舎町矢井

字西見山，倣地
字北野山

古墳時代前・中期 古墳

(35）

若見迫逝跡

畑尻遺跡

平成19年4月16日～

5月25日

平成21年4月13日～

6月5日

三次市三良坂町岡田

字若見迫

三次市三良坂町岡田

字畑尻

古代

旧石器～繩文

時代・近世

集落跡

陥し穴

･集落跡

(36） 三隅山遺跡
平成24年4月9日～

8月10日

三次市三良坂町長田

字三隅山，字堂面
中世～近世 墓地

(37） 頼藤城跡
平成20年4月21日～

7月31日

三次市甲奴町小童

字塚ヶ迫，字小豆山
中世 城跡

(38） 杉谷遺跡
平成21年9月7日～

10月16日

世羅郡世羅町東上原

字杉谷

古墳時代後期

･中近世
墓・集落跡



(ll)財団法人広島県教育事業団『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告(ll)

大番奥池第1～3．7号古墳』 2010年

(12)財団法人広島県教育事業団『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告(12)

茶臼古墳』 2011年

(13)財団法人広島県教育事業団『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告(13)

瀬戸越南古墳』 2011年

(14)財団法人広島県教育事業団『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告(14)

上陣遺跡』 2011年

(15)財団法人広島県教育事業団『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告(15)

和知白鳥遺跡l (旧石器時代の調査)｣ 2011年

(16)財団法人広島県教育事業団『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告(16)

曲第2～5号古墳』 2011年

(17)財団法人広島県教育事業団『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告(17)

家ノ城跡（第1～5次)J 2012年

(18)財団法人広島県教育事業団『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告(18)

片野中山第9～12号古墳・右谷遺跡』 2012年

(19)財団法人広島県教育事業団『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告(19)

和知白鳥過跡2 （古墳時代の調査)｣ 2012年

(20） 財団法人広島県教育事業団『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告(20)

段遺跡』 2012年

(21)財団法人広島県教育事業団『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告(21)

川平第1号古墳・常定川平1号遺跡・常定川平2号遺跡』 2012年

(22） 財団法人広島県教育事業団『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告（22）

稲干場第2～4．9号古墳』 2012年

(23） 財団法人広島県教育事業団『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告（23）

只野原1号遺跡・只野原2号遺跡・只野原3号遺跡』 2013年

(24） 財団法人広島県教育事業団『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告（24）

番久遺跡・原畑遺跡』 2013年

(25） 財団法人広島県教育事業団『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告（25）

向泉川平1号遺跡・向泉川平2号遺跡』 2013年

(26） 財団法人広島県教育事業団『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告（26）

石谷2号遺跡・石谷3号遺跡』 2013年

(27） 財団法人広島県教育事業団『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告（27）

馬ケ段遺跡・皇塩遺跡』 2013年

(28） 財団法人広島県教育事業団『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告（28）
三重1号遺跡』 2013年

(29） 財団法人広島県教育事業団『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告（29）

宮の本第20～26．31．32号古墳』 2013年

(30） 公益財団法人広島県教育事業団『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告

（30） 岡東第1～7号古墳・岡1号遺跡・岡2号遺跡・半戸1号遺跡・岡東第1号横穴』 2014年

(31)公益財団法人広島県教育事業団『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告

(31)風呂谷遺跡・風呂谷古墳』 2014年

(32） 公益財団法人広島県教育事業団『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告

（32） 宮の本遺跡，宮の本第ll ．33～35号古墳』 2014年

(33） 公益財団法人広島県教育事業団『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告

（33） 箱山第3～6号古墳』 2014年

(34） 公益財団法人広島県教育事業団『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告
（34） 下矢井南第3～5号古墳』 2014年

(35） 公益財団法人広島県教育事業団『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告
（35） 若見迫遺跡・畑尻遺跡』 2014年

(36） 公益財団法人広島県教育事業団『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告
（36） 三隅山遺跡』 2014年

(37） 公益財団法人広島県教育事業団『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告
（37） 頼藤城跡』 2014年

(38） 公益財団法人広島県教育事業団『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告
（38） 杉谷遺跡』 2014年
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Ⅱ位置と環境

宮の本遺跡，宮の本第ll ．33～35号古墳は広島県北部の三次市向江田町に所在する。三次市

は平成16 (2004)年4月に旧三次市・旧双三郡・旧甲奴郡のl市4町3村が合併してできた778

kIi余りの広大な面積をもつ北西一南東方向に長い市である。 この三次市域は，周囲を中国脊梁山

地の一部である備北山地や作木高原などの諸高原・台地に囲まれ，中央に東西約40km,南北約
ぱ

25kmと県内最大規模の三次盆地（標高l50～450m)が存在する。 この盆地の中央に四方から馬
せん

洗川・西城川・神野瀬川・可愛川などの諸河川が流れ込んで江の川となり，西流してやがて日本

海に流れ下る。

三次市は山陰と山陽両地域を結ぶ拠点で，約4,000基の古墳や古代寺院など数多くの文化財が

残されている。ここでは，宮の本遺跡，宮の本第ll ．33～35号古墳が存在する向江田町周辺を

中心に三次市域の歴史的環境についてみていきたい。

しもほんたに （1） （2） わちしらとり （3）

|日石器時代馬洗川南岸の下本谷遺跡(西酒屋町),同北岸の段遺跡(四拾貫町)・和知白鳥遺跡(和

知町)などで姶良Tn火山灰(AT)降灰に先行する時期の旧石器包含層の調査が行われている。

古代三次郡衙跡として著名な下本谷遺跡では，郡衙跡北西側の丘陵頂部などでナイフ形石器や鋸

歯縁状石器・掻器など流紋岩製を主体とする石器群が出土した｡また,段遺跡ではナイフ形石器・

スクレイパー・部分磨製斧形石器・敲石など，和知白鳥遺跡ではナイフ形石器・台形様石器など

が出土している。後2者では水晶・石英・玉髄や流紋岩を主な石器の材料に用いており，下本谷

遺跡を含めて石材に安山岩をあまり使用しないという特徴がみられる。
まつがさこ （4）

縄文時代松ヶ迫B地点遺跡（東酒屋町）では，縄文時代早期の平面楕円形の小型竪穴住居跡を

検出し，楕円押型文土器（深鉢）やスクレイパーが出土している。丘陵尾根上に立地する松ヶ迫
（5） みどりいわ （6）

A地点遺跡（東酒屋町）や緑岩遺跡（南畑敷町）では底面に円形ピットを伴う長方形士坑を複

数検出しており，動物狩猟用の落とし穴と考えられている。
たかばち （7）

弥生時代前期の遺跡では，集落跡の高蜂遺跡（南畑敷町）で小型の円形の堅穴住居跡から多く
こうびら （8）

の石鎌・石錐と未成品・剥片・チップが出土した。墳墓の高平A号墓（十日市南町）では積石下
（9）

に木棺墓2基と土坑墓1基が並んで築かれている。松ケ迫り地点遺跡（東酒屋町）では10基の木

棺墓・士坑墓を検出しているが， そのなかの1基から碧玉製管玉18点が出土した。

中期の遺跡では，集落跡の塩町遺跡から10軒以上の竪穴住居跡などで塩町式土器（壷・喪・鉢
（10） むねすけいけにし （11） とのやま （12）

など）が出土している。陣山遺跡（向江田町） ・宗祐池西遺跡（南畑敷町） ・殿山墳墓群（大田幸

町）はいずれも士坑墓などを埋葬施設とする中期後半頃の四隅突出型墳丘墓で，四隅の突出がそ

れほど強くない。

後期の竪穴住居跡は，平面形円形で主柱は2本・4本柱のものと5本以上の多柱穴のものとが
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すみた （13） きかいじだに （14）

ある。集落跡の調査例では，住田遺跡（三若町） ・帰海寺谷遺跡（海渡町） ・井上佐渡守土居屋敷
（15〉 （16）

遺跡（畠敷町）などがある。墳墓では大仙大平山第21号古墳下層遺跡（向江田町) ･同第22号古
（17）

墳下層遺跡（同）があり， いずれも古墳築造に先行する箱式石棺・石蓋土坑を主体とする墓坑群
（18）

で，ガラス製小玉・鉄器が出土した。後期の花園墳墓群（十日市南町）は墳丘墓2基と溝で区画

された6つの墓域から成る墳墓群で，箱式石棺・石蓋土坑・木棺・土坑など総数400～500基の
やだに （19）

墓坑を検出している。矢谷墳丘墓（東酒屋町）は弥生時代終末期の前方後方形の四隅突出型墳丘

墓で，木棺墓8基など計ll基の埋葬施設が築かれている。周溝から墓葬祭祀に用いたと考えられ

る多くの土器群が出土しており， そのなかには山陰や吉備地域の特徴をもつものがみられる。

古墳時代前・中期の堅穴系の埋葬施設（竪穴式石室・箱式石棺・粘土榔など）をもつ古墳とし
（20） しもやまて （21） （22） せ

ては，宮の本第24号古墳（向江田町)，下山手第4． 5号古墳（同)，箱山第5号古墳（同)，瀬
とごえ （23） （24）

戸越南古墳（同)，権現第2号古墳（同）などがある。宮の本第24号古墳は径30m,高さ4mほ

どの二段築成の円墳で，円筒埴輪列と葺石を伴い4世紀末頃の築成が考えられる。墳頂に竪穴式

石室と大小2基の箱式石棺を並列して築いており，大型箱式石棺から小型青銅鏡が出土した。周

囲には4世紀末～5世紀半ば頃に築造された径10～l4mの箱式石棺を埋葬施設とする小円墳4

基が近接して築かれている。宮の本古墳群の北に位置する丘陵尾根線に築かれた箱山第5号古墳

は一辺14m,高さ2mほどの二段築成の方墳で葺石を伴う。墳頂には箱式石棺2基・石蓋士坑1

基が，墳丘裾には3基の小型埋葬施設が築かれている。墳頂の埋葬施設などから鉋・竪櫛・ガラ

ス小玉などが出土し， 5世紀代の築造が考えられている。箱山第5号古墳の北西側の丘陵上に位

置する瀬戸越南古墳は径l2～l3mの葺石を伴う円墳で，埋葬施設の箱式石棺から砂鉄素材の製

錬津が出土しており，鉄生産と関わりのある被葬者が想定される。下山手第4． 5号古墳は丘陵

上に並んで築かれた円墳（第4号古墳） と長方形墳（第5号古墳）で， 4世紀末～5世紀初頭に

築かれた第5号古墳は墳頂部に箱式石棺3基を構築している。墳丘に2段の葺石を廻らせる第4

号古墳は5世紀前半～中葉頃の古墳で，墳頂に木棺墓と小型箱式石棺を築いている。権現第2号

古墳は丘陵頂部に築かれた径20m,高さ3mの大型の円墳で，墳頂部には箱式石棺5基が構築さ

れている。礫床をもつ中心的な石棺などから小型の農工具(直刃鎌・刀子)や玉類(勾玉・管玉・

臼玉など）が出土しており， 5世紀前半頃に築造されたと考えられる。
（25）

横穴式石室をもつ後期古墳としては，宮の本第20．31．32号古墳（向江田町）がある。近接し

て築かれた古墳で， 6世紀末～7世紀代に相次いで築造・埋葬された。いずれも石室内奥壁寄り
（26） （27） てらがわ

に敷石（＋礫床）による屍床区画を設けており，ほかに陣床山第5． 6号古墳（三若町)，寺側
（28） ふだぱ （29）

古墳（同)，札場古墳（後山町）が石室内に敷石を設ける。特に，寺側古墳は敷石と立石により

石室内に箱式石棺状の埋葬区画を7つ設けている。また，須恵器の杯蓋や杯身を石室内に敷き並
（30） く くﾞはら （31）

くる須恵器床は，大仙大平山第22号古墳（向江田町)，久々原第IO号古墳（西酒屋町）などで検

出しており，棺台石と鉄釘の出土から石室内での木棺の存在が窺えるものとしては，久々原第10
（32） （33）

号古墳，高平第1 ． 2号古墳（十日市南町)，宗祐池西第21号古墳（南畑敷町),岩脇大久保第1
（34） （35）

号古墳（粟屋町)，和知白鳥第1～3号古墳（和知町）などがある。斜面に3基の小型横穴式石
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第2図宮の本遺跡，宮の本第11 ．33～35号古墳周辺遺跡分布図(1 : 25.000)

宮の本遺跡宮の本第11．33～35号古墳2宮の本第20～26･31 ･32号古墳3寺町廃寺跡
上山手廃寺跡5下山手第4．5号古墳6野稲南第8～11号古墳7箱山第3～6号古墳

瀬戸越南古墳9 向江田中山遺跡 10深茅遺跡l1権現第1～3号古墳 12大当瓦窯跡

上大縄古墳 14河原田2号遺跡15和知白鳥遺跡 l6三重1号遺跡 17上四拾貫古墳群

段遺跡19勇免古墳群20塩町遺跡21 重岡山遺跡22新宮山城跡23岡田山古墳群

１
４
８
喝
旧
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室（長さl.55～2.5m,幅0.48～0.85m)を築く和知白鳥第1～3号古墳は, 7世紀代に比定さ

れている。
さんだんぱた （36）

集落跡の三段畑遺跡（糸井町）では，古墳時代初頭の6本柱の円形住居跡を検出している。美

波羅川東岸の低丘陵上に立地する帰海寺谷遺跡（海渡町）は5世紀初頭～6世紀初頭頃の集落跡

で，一辺4m程度の方形住居跡5軒を検出した。 2本柱のSB4は6世紀初頭の竪穴住居跡で，
（37）

当地域では最古の部類に入る造り付けのカマドをもつ。和知白鳥遺跡（和知町）は5世紀中頃～

6世紀中頃の集落跡で， 2本柱・4本柱の竪穴住居跡35軒，掘立柱建物跡4棟などを検出した。

半数を占める2本柱の小型住居は鉄器生産に関わる作業場的性格が想定され，多くの住居から製

塩土器やスサが混入した粘土塊が出土している。馬洗川南岸の丘陵に立地する高蜂遺跡では， 5

世紀後半には丘陵の頂部に平面方形の2本柱の竪穴住居跡3軒が， 6世紀後半には丘陵南斜面に

平面長方形の4本柱の堅穴住居跡3軒が築かれている。後者にはいずれも造り付けのカマドが備
ふかがや （銘》

わる。国兼川右岸の河岸段丘上に形成された5世紀後半の集落跡である深茅遺跡（向江田町）で

は一辺4～5mほどの規模をもつ平面方形状の住居跡5軒を検出した。 4本柱のものが主体で，

2本柱のものも1軒ある。松ケ迫遺跡群（東酒屋町）は丘陵斜面に築かれた6世紀～7世紀代の

長期間に亘って営まれた大規模集落である。特に，丘陵斜面を階段状に削平した平坦面に竪穴住
（39）

居や建物を築くB・F地点はいずれも頻繁な建て替えを行い，総数30～50軒程度の住居・建物
（40）

跡を検出したが,同時期に存在した住居は6～8軒程度とみられる。向江田中山遺跡（向江田町）

は馬洗川北岸の丘陵上に位置する6世紀末～7世紀中頃の集落跡で，谷を挟んで南北に整然と並

ぶ官衙関連の建物群と4本柱の竪穴住居跡群が近接して存在し，竪穴住居がやや先行する。両者

の関連性や性格， その変遷の状況など注目される。なお，松ケ迫り地点遺跡では丘陵南斜面で6

世紀後半の須恵器窯跡2基を，丘陵頂部で工房的性格の遺構群を検出している。

古代三次の地名が史料に現れる最古の例は，天平5 （733）年に成立した『出雲国風土記』飯

石郡条である。 「和名類聚抄｣によれば,旧三次市域には三次郡上次・下次・播次郷,三谷郡三谷・

江田郷，高田郡粟屋郷などが含まれる。
（41）

県史跡下本谷遺跡（西酒屋町）は丘陵上に立地する古代三次郡衙跡に比定される遺跡で， 7世
（42）

紀後半～9世紀代に4時期に亘る建物群の配置の変遷がみられる｡寺院跡では史跡寺町廃寺跡(向
（43）

江田町） と上山手廃寺跡（同）があり， いずれも馬洗川北岸の丘陵地帯に位置する。 7世紀後半
ほつき じ

創建の寺町廃寺跡は丘陵の小支谷奥に立地する法起寺式の伽藍配置の寺院跡で，多量の瓦溥類や

三彩が出土している。 この南西l.2kmの段丘上に立地する上山手廃寺はやや遅れて7世紀末頃に

創建され，塔を欠くが法起寺式に似た伽藍配置で，多量の瓦博類や二彩（盤）などが出土した。

両寺院は，同箔の軒丸瓦の存在や伽藍配置の類似など多くの共通点があり，同一の設計のもとに

造営された可能性が高いとされている。

古墳時代中期の集落跡である深茅遺跡のSB2は一辺3.6mの方形住居跡で，造り付けのカマ

ドに平瓦が使用されており，奈良時代頃の住居と考えられている。
みよし わち えた

中世当地域の中世の歴史は，三次郡の三吉氏，三谷郡の広沢氏（のち和智・江田氏）の両氏の
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動向にほぼ現されるが， それも南北朝期以降に限られ，鎌倉時代の当地域の様子は殆ど分ってい

ない。鎌倉幕府の御家人である武蔵国広沢氏が三谷郡に移住するのはl3世紀後半頃とみられてお
わち

り，鎌倉時代末期のl4世紀初頭には三谷郡和知郷・江田郷周辺に居住して和智・江田両氏を分出

していた。三吉氏は南北朝期以降歴史の表舞台に現れ，やがて幕府奉公衆に名を連ねるようにな

る。その後,三吉氏・和智氏は, 15世紀末の応仁・文明の乱やその後しばらくは備後北部（内郡）
やまのうち みや

の国人衆として江田氏や山内・宮氏らとともに備後国守護山名氏に属して行動するが， その後大

内・尼子両氏の勢力が芸備地域に及ぶようになると， これら二大勢力の間で離合集散を繰り返す

ようになる。そして,1527(大永7)年に当地域を主戦場にした尼子氏と大内・毛利氏の激突（和

智細沢山合戦）を境に，和智氏・江田氏は大内方，三吉氏は尼子方に与するようになる。 しかし
ほうり

その後，大内氏・尼子氏の衰退・滅亡を経て，勢力を伸ばした毛利氏によって江田氏や祝氏は

滅ぼされ,和智・三吉両氏は中国一円の領主となった毛利氏の家臣団に組み込まれることになる。

中世の遺跡としては，山城跡・祭祀跡や墓地がある。三吉氏は主郭から南に長く階段状に郭を
ひく◆まやま

連ねる比叡尾山城跡（畠敷町）を長く居城としていたが,戦国末期に西方の比熊山城跡（三次町）

に居城を移す。 この比熊山城跡は，山塊の頂部に長く巨大な主郭を築き， この主郭を中心にその

他の郭を配置する。主郭には天主台的な小郭や祭祀的な遺構が存在する。北流する美波羅川西岸
はたがえしやま

の三方が急峻な斜面をなす要害の山塊の頂部に築かれた旗返山城跡(三若町)は江田氏の居城で，

山頂の二方に土塁を設けた主郭を築き，南～南東方向にL字状に郭を連ねている。祝（武田）氏

の居城である高杉城跡（高杉町）は馬洗川南岸の水田地帯に築かれており，三重の空堀で囲まれ
かいづま （44）

た広大な平城である｡北流する可愛川の合流点南岸の急峻な丘陵の端部に築かれた加井妻城跡(粟
かぃづめ

屋町）は，三吉氏が領地の西端に築いた「界詰」の城と考えられている。南から北に階段状に郭

を連ね，最高所の郭の士塁の背後に直線的な堀切を設け，最下段にある最大規模の7郭には4～

5軒分の建物や柵列の存在が想定されている。
（45）

美波羅川西岸の低丘陵上に位置する山崎遺跡（大田幸町）では，埋納土坑の内部から土師質土

器・皿や古銭とともに，円札2枚に挟まれた和鏡（蓬莱鏡）が出土した。円札の墨書銘から呪術
ながた みすみやま （46）

行為に関わるものと考えられている。長田川西岸の三隅山遺跡（三良坂町）では丘陵東斜面を階

段状に削平した平坦面に石積みの墓20基を築いている。墓は一辺0.6～l.7mの方形状のもので，

半数近くの墓には石積みの下部に埋葬のための土坑がある。墓に伴って鉄釘や須恵質の播鉢など

が出土している。池や溝， ピット群なども検出しており，近接して埋葬や供養などに関わる建物

を伴う中近世墓地と考えられている。
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Ⅲ調査の概要

宮の本遺跡，宮の本第ll.33～35号古墳は,三次市の北東部に位置する古代の集落跡と横穴式

石室を埋葬施設とする4基の古墳である（標高236～249m)。江の川水系馬洗川北岸の標高200

~300mの低丘陵地帯の一角に立地し，西に向江田町の平野部を望む（平野部からの比高70~

80m)。北220mには平成19 (2007)年度に発掘調査を実施した宮の本第20～26．31．32号古墳

が位置し，径30m,高さ4.5mの墳丘に残りの良い埴輪列・葺石をもつ大型円墳第24号古墳など

多大な成果を上げた。今回の調査区はこれらの古墳が立地する丘陵尾根の基部から南方向に分か

れた別の尾根先端の南東側斜面に位置する。宮の本古墳群は現在計35基を数えるが，大きく4群

に分けることができ，今回調査を行った4基の古墳は古墳群の南東部に位置する。宮の本遺跡は

宮の本第ll ．33～35号古墳と同じ斜面の南西側に隣接する。

発掘調査は，集落跡の宮の本遺跡は重機により表土の除去を行った後，人力によって遺構検出

作業や遺構の掘り下げを行った。一方，調査区北東側に位置する第ll号古墳は調査前の状況写真

の撮影及び地形測量ののち，僅かに露出していた先端の天井石を目印に石室の中軸線を設定し，

その中軸線を基準に幅80cmの土層観察用の畦を十字に設定して調査を行った。

宮の本遺跡の遺構の内訳は，平面形方形・長方形の竪穴住居跡8軒，斜面を削平して設けた不

整形な平坦面上に壁溝や柱穴が存在する住居跡状遺構l4軒，墓坑9基，性格不明の遺構9基であ

る。出土遺物は大半が住居跡からのもので，須恵器（杯蓋・杯身・椀・高杯・護・平瓶ほか)，

土師器（椀・甕・甑ほか）のほかに，直刃鎌や平瓦などがある。墓坑は調査区の中央，住居跡群

と古墳4基に挟まれた丘陵斜面に築かれ，大半が墓坑の長軸を等高線に沿わせている。その内訳

は石蓋土坑墓・土坑墓各3基，木棺墓2基，小型箱式石棺1基である。石蓋土坑墓は小口に板石

(板材)が立てられていた。SX7では石積みの周囲から銅鋺の蓋を模した須恵器が出土しており，

平瓦が出土した総柱建物などとともに奈良時代の仏教関連遺構の可能性がある。

第ll．33～35号古墳は横穴式石室を埋葬施設とする古墳で， いずれも石室の長軸は等高線に

直交し,南東方向に開口する。第ll号古墳は径l3～l5mの不整円形の墳丘の背後に周溝が半周し，

長さ8m,幅lmの狭長な横穴式石室を築いていた。石室入口から墳丘裾両側には外護列石が短

く延びており，周囲から多くの須恵器（杯蓋・杯身・高杯・腿・平瓶・甕・大喪ほか）の破片が

出土した。石室内には敷石十礫床と棺台石の屍床区画がみられた。遺物は石室内からは殆ど出土

しなかったが，敷石上から耳環l対，棺台石周辺から鉄釘4点などが出土した。第33号古墳は長

さ2.3m,幅0.6mの石室の背後に半円形に周溝が廻り，径7m程度の墳丘の存在が考えられる。

第34.35号古墳は長さlm内外の小型の横穴式石室で，第34号古墳の石室の床には敷石がみられ

た。
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第2表竪穴住居跡・住居跡状遺構一覧表

ｰ

01

遺構

番号
性格

＊I

平面形 規 模(m)
＊Z

壁溝
＊3

柱穴
＊4

カマド 炉跡 焼土 貼床
＊5 出土遺物

＊6

須恵器 土師器 鉄器 その他
備考

SB1 住居跡状遺櫛十
横長．

不雛長方形

東西12.26,南北2.34 (全体）

SBla=東西8

SBlb=東西7.5

△ ○列

○列

3 1 2軒重複

SB2 竪穴住居跡
横長．
不整長方形

東西4.02,南北2.9 ○ ○2× l ･外 ○
○鉄津。
鉄釘

○整 1 l釘

SB3 住居跡状巡櫛十 不整長方形 東西6.42,南北2.22 ○2× l ･外

SB4 住居跡状辿櫛 不整長楕円形 東西3.6,南北1.96

SB5 竪穴住居跡 方形
SB5a=東西4.6,南北3.46

SB5b=東西5.4,南北3.46

ほぼ

共用
○4．共用

○ ○

○鉄津 ○

○整

○
5

1

2暗文
2軒重複

SB6 竪穴住居跡 方形
SB6a=東西4.28,南北2.8

SB6b=同上
共用

○4 ○？

○
2軒重複

SB7 住居跡状週櫛 横長・長方形 東西3.56,南北0.98 △

SB8

竪穴住居跡

竪穴住居跡

住居跡状週柵

不整方形

不整方形

不整長方形

SB8a=1.44四方

SB8b=東西2.88,南北

SB8c=東西8.34,南北2.76

○

○ ○・4？

△

○？
○

○

3軒重複

SB9 竪穴住居跡 横長・長方形 東西4.06,南北2.86 ○ ○2or4 ○ ○整 晩珀製小玉’

SB10 住居跡状遺櫛 不整長方形 東西5.6,南北2.04 △ △ 1

SB11 住居跡状遺榊十 不整長方形

東西6.42,南北3.12 (全体）

SBlla=東西4.86,南北1.92

SBllb=不明

SBllc=東西6.28,南北3.0

SBlld=不明

△ ○

△

○ ○列 △一部
4 2

4

鎌・鎌

4軒重複

SB12 住居跡状巡櫛十 不整長方形

東西5.1+,南北6+(全体）

東西3.78,南北1.8(平坦面）

東西3.64＋，南北2.94＋

(建物跡）

○2×2＋・

総

5 2
平瓦1

SB13 住居跡状辿櫛 不整長方形

東西9.24,南北2.4 （全体）

SB13a=不明

SB13b=不明

○

△

△

△
3 3 l刀子か

2軒重複

SB14 住居跡状遇柵 不整長方形 東西3.6,南北1.32 ○ △ ○ l刀片か

SB15 住居跡状遺櫛十 方形か 東西5，南北3 ○ ○4～5 I

SB16 住居跡状遺櫛十 不整長方形

東西10.8,南北3.6(全体）

SBI6a=東西9.78,南北2.9

SBI6b=東西 ， 南北2.2

○ ○列 ○整

○ ○

2軒重複



ｰ

の

*l 「住居跡状遺構十」 ；建物跡あるいは明確な柱穴列を伴うもの。

*2「規模」 ；原則，住居壁十床面・平坦面の規模。最大値。
*3「壁溝」 ；○＝安定してあるもの，△＝部分的にあるもの。
*4「柱穴」 ；○＝安定してあるもの（2；2本柱， 4；4本柱，総；総柱，列；柱穴列状，他；その他)，△＝存在するが，柱穴の配置状況が不明確なもの。外＝住居外にあるもの。
*5「貼床」 ；整＝整地土的貼床。
*6「出土遺物」 ；床面直上・覆土出土などその遺構内部から出土した過物で，必ずしもその遺構の時期を示すものではない。

遺構

番号
性格

＊I

平面形 規 模(m)
＊2

壁満
＊：1

柱穴
＊4

カマド 炉跡 焼土 貼床
＊5

串十讃物
＊ii

須恵器 土師器 鉄器 その他
備考

SB17 竪穴住居跡 方形 東西3.3,南北2.62 ○ ○2 （縦） ○？ 1

SB18

竪穴住居跡

竪穴住居跡

住居跡状遺構

住居跡状遺構

竪穴住居跡

横長・長方形

横長・長方形

不整梢円形

不整梢円形

長方形状

SBI8a=東西3.78,南北2.7

SB18b=東西4.32,南北2.94

SBl8c=東西6,南北1.3

SB18d=東西11,南北3

SBl8e=東西4.3,南北1.6

○

○

○

○4．共用
○？ ○

○

I I l釘

5軒重複

SB19

竪穴住居跡

竪穴住居跡

竪穴住居跡

住居跡状遺構

住居跡状遺構

方形

方形

方形

不盤梢円形

不盤梢円形

SBl9a=東西4

SBl9b=東西4

SB19c=東西4

SB19d=東西7

SB19e=東西4

南北2.8

6，南北3

6，南北4.2

3，南北1.86

3，南北1

○

○

○

○2 （縦）

○4

○4

△

○
○

12 9 1

5軒重復住居前面
の柵列の存在，覆
土上・中層の土器

溜・炭層。

SB20 住居跡状遺構 方形 東西3.8,南北2.3 ○

SB21 住居跡状遺構 方形

東西2，南北2.7 （全体）

SB21a=東西1.94,南北2

SB21b=東西1.4,南北1.4

SB2Ic=東西2,南北2.4

○

○

○ ○

3軒頭複

SB22 住居跡状遺構
横長不整長方
形

東西8，南北4 （全体）

SB22a=不明

SB22b=不明

SB22c=不明

SB22d=不明

SB22e=不明

SB22f=東西4.8,南北3

△

○＋整

○

○

○

○

○＋整

1 1
6軒重複



第3図宮の本遺跡，宮の本第11 ･33～35号古墳周辺地形図(1 :2"000)
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第4図宮の本遺跡，宮の本第ll．33～35号古墳遺構配置図(l :400)



第3表墓坑一覧表

第4表性格不明の遺構一覧表

第5表宮の本第11号古墳出土遺物の内訳（括弧

－17－

遺櫛

番号
種類

長 軸

方 位 角度 等高線との関係

頭位

石棺内法・墓坑規模
(m･臓大値,括弧内現存規模）

長さ 幅 深さ

埋葬空間･木棺規模
(m･最大値）

長さ 幅

備 考

SK1 箱式石棺 北北西一南南東 N20｡W 斜交～直交 北北西 0.33 0.17 0.24

SK2 土坑墓 北北西一南南東 N21｡W 直交 北北西 1.77 0.81 0.32
鉄釘l出土。

木棺墓か。

SK3 石蓋土坑墓 北東一南西 N46｡E 平行 北東 (1.85) 0.86 0.39 1.37 0．48

南西小口石．

北東小口穴

あり 。

SK4 土坑墓 東北東一西南西 N63｡E 平行 東北東か 1.63 0.95 0.32

SK5 木棺墓 北東一南西 N56｡E 平行 北東か 1.54 0．69 0.38 I 0.3

SK6 石蓋土坑墓 北東一南西 N50｡E 平行 南西か (1.08) 0.58 0.42 不明 不明
南西小口石あ

り 。

SK7 石蓋土坑墓 北東一南西 N52oE 平行 不明 1.28 (0.56) 0.59 0.57 0.27 両小口穴あり。

SK8 木棺墓 北東一南西 N45｡E 平行 北東 2.68 0.96 0.46 不明 不明
南西小口石あ
り ◎

SK9 土坑墓 西北西一東南東 N59.W 直交 西北西 1.78 0.7 0.24

遺構

番号
性格 平面形

規模

(m･最大値,括弧内現存規模）

平面規模 深さ

出土遺物 備 考

SX1 焼土坑 楕円形 0.78×0.54 0.08 焼土含む。

SX2 土坑 不整梢円形 1.22×0.82 0.15 炭化物多含。

SX3 焼土坑 不整円形 1.1× 1 0.1 炭化物粒・焼土多含。

SX4 土坑 不整円形 2.06×2 0.5 貼床か。

SX5 土坑 不整梢円形 l.4×1.12 0.41 須恵器・杯

SX6 土坑 不整梢円形 4.2×1.32 0.71 SBllに先行する。

SX7 石積遺構 石積＝長方形 2.4×1.8 高さ0.5 須恵器・杯蓋，杯身，椀，壷 下部遡櫛はない。

SX8 土坑 楕円形 (1.36×0.52) 0.25 SBI9dと亜複。

SX9 段状 不整形 (2.8×2） 0.17 調査区外に延びる。

出zt位贋 総点数
須恵器

杯蓋 杯身 高杯 その他 合計
土師器 鉄製品 その他

石室内．

掘方内
9点

平瓶2点

(121 . 122)
2点

刀子(I35),

鉄釘4点

(137～140)

耳環2点

(144･
145)

南西列石

周辺
21点

2

(84．85）

6点

(91～95･97)

6点

(104． 105。

108． 110°

111 ･ 116)

附溌(119),平

瓶(123),"2点

(125･ 126),大喪

2点(127･ 128)

20点
刀子1点

(136)

北東列石
周辺

6点
1点

(87）

3点

(96．98･103)

2点

(107． 109)
6点

石室前面 16点

6点

(82．83．86

･88～90）

4点

(99～102)

3点

(106． 113･

114)

財蓋(118),"
(120),"(124)

16点

周澗内 5点

喪3点

(130～132),
"(133)

敲石(134)

墳丘盛f
ほか

9点
2点

(80．81)

3点

(112･ 115･

117)

5点 "(129)

用途不明品

3点

(141～143)

１
３
３
口
Ⅱ

ご
胃
●
ひ 66点 11点 13点 14点 l1点 49点 5点 9点 3点



Ⅳ遣構と遺物

1 ．宮の本遺跡（第3．4図，図版l)

調査区はほぼ南北方向に長辺をもつ不整台形状をなしており， その南側2/3（調査面積として

は2,170㎡/2,770㎡で8割弱）が集落跡の宮の本遺跡である。集落（南西側に住居群，北東側に

墓坑群）と古墳（宮の本第ll．33～35号古墳）は調査区の南西側と北東側とに整然と分かれる。

ここでは先ず集落部分（宮の本遺跡）について述べる。

集落を構成する遺構の内訳は竪穴住居跡8軒・住居跡状遺構14軒，墓坑9基（石蓋士坑墓3.

土坑墓3．木棺墓2．小型箱式石棺l),性格不明の遺構9基である。調査区は概ね丘陵尾根端

部の南東斜面に位置するが，細かくみると調査区南西側の集落部分はほぼ北から南に斜面が傾斜

するが（傾斜角度12｡),古墳部分は北西から南東方向へ傾斜角度l8.とやや急角度で斜面が傾斜

している。つまり，集落部分と古墳部分は調査区としてはつながっているが，立地する斜面の傾

斜角度と傾斜方向は異なる。なお，調査区では集落の北東側ないしは東半部分を検出しており，

西側及び南側調査区外に広がるとみられる。

(1)堅穴住居跡・住居跡状遺構

住居は3～4軒前後のまとまりとして把握される。即ち，斜面上方からSBl～3, SB5~

8, SB9・ lO, SBll～l4, SBl5・ 19．20, SBl6～l8, SB21 ．22の8群であるが，特

に調査区中央の標高239～243m付近にSBll～l5． 19が集中するあたりが集落の中心と考えら

れる。検出した住居総数は22軒だが，平面プランや柱構造・壁溝などが明確な竪穴住居跡は8軒

と少なく, 14軒の住居跡状遺構は柱穴の配置や壁溝，平面プランなどが不明確で，住居以外の機

能・性格をもつ建物（共同施設・作業小屋・住居の付属施設など）である可能性が強い。 8軒の

竪穴住居跡は斜面上方から, SB2．5．6．8．9． l7． l8･ 19である。 これら竪穴住居跡の

平面形は方形・長方形，柱構造は4本柱か2本柱が主体である。竪穴住居跡l～2軒十住居跡状

遺構l～2軒が一つの単位をなすと考えられる。

①SBI (第5図，図版2)

立地SBlは斜面上方に位置する住居跡状遺構で，東西に細長く延びた平坦面と柱穴列からな

る。北側に壁をもち，西端で竪穴住居跡SB2と，東端で土坑墓SK4とそれぞれ重複する。北

東に近接して土坑墓SK2,南4.8mには住居跡状遺構SB3が存在する。

規模等高線に沿ってほぼ東西方向に延びる平坦面は平面形不整長方形で，長さ（東西方向）

12.26m,幅（南北方向) 2.34m(最大）の規模で，壁高（最大) 37cmである。平坦面中央付近に

短い壁溝状のものがみられ， この溝は西半の住居壁に繋がる。一方，東半の住居壁はこの箇所か

－18－
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ら北に膨らむ。このことから, SBlでは西半のSBlaと東半のSBlbの2軒が重複してい

る可能性が高い。 SBlaは長さ8m程度, SBlbは長さ7.5mほどの規模であるが， その先

後関係については明確でない。

平坦面西から東にゆるやかに傾斜し（高低差ほぼ30cm),南北方向では北が高く南がlO～20cm

ほど低い。 SBlbの床面がSBlaのそれより若干高いが，殆ど差はない。

壁溝北壁沿いに安定した壁溝はみられないが，中央に東西方向に短く延びる溝がある。西半の

SBlaに伴うと考えられる壁溝で，長さ（現存) 2.5m,幅24～48cm,深さ（最大) 8cmで，

溝底は西から東に緩やかに下る（高低差5cm)。

柱穴平坦面には径20～30cmのピットが30個程度あるが，いずれも深さ10～20cm程度と浅く，

柱穴列として並ぶものはない。平坦面南端の傾斜変換点付近には，柱穴3個が直線的に並ぶ2間

の柱穴列2条があり，平坦面を床面とする建物に伴う柱穴列である可能性が考えられる。西側の

柱穴列はSBlaに伴うと考えられるもので，西隣のSB2東壁付近のPlから東にP2, P3

と並ぶ。柱間の距離はPl-P2・ P2-P3ともにl.62mと等しい｡P3の東0.84mには小ピッ

トP7がある。各柱穴の規模は, PIが長径40cm×短径32cm,深さ56cm, P2は長径26cm×短径

24cm,深さ38cm, P3は長径36cm×短径33cm,深さ48cmで, P4は長径29cm×短径26cm,深さ26

cmである。東側のSBlbに伴うと考えられる柱穴列は西からP4-P5-P6とやはり3個の柱

穴が直線状に並ぶ2間で，柱間距離は西側のP4-P5が2.22mとやや広く，東側のP5-P6

が1.5mとやや狭い。 P5とP6の中間にはやや浅いピットP8がある。 SBlbの柱穴列の各

柱穴の規模は, P4が長径36cm×短径22cm,深さ28cm, P5が長径33cm×短径30cm,深さ39cm,

P6は長径30cm×短径26cm,深さ25cmで, P8は長径40cm×短径34cm,深さl8cmである。 SBl

aの東端のP7とSBlb東半にあるP8はいずれも柱穴に比べるとやや浅く，柱間距離も0.8

m程度と狭い。このlmに満たない部分は建物の入口であった可能性が考えられる。柱穴底面の

標高は, SBlaの柱穴列が247.08～247.26m, SBlbの柱穴列が247.06～247.26mで， その

平均値はいずれも247.l9mと等しい。

出土遺物（第l6図，図版46)須恵器(1～3) ・土師器(4)がある。須恵器のlはSBlb中

央の壁際付近， 2はSBlb東半, 3と土師器の4はSBla西端付近で出土した。

須恵器は杯蓋・杯身・小壺がある。杯蓋lは口径12.2cm,器高4.4cmで，平坦な頂部から内湾し

ながら開き気味に延びる口縁を僅かに外反させ，端部を丸く納める。調整は，外面は頂部が回転

へラ切り不調整，体部から口縁，内面全体にかけて回転ナデを施し，内面中央には一定方向の

ナデがみられる。 2は平底の杯身とみられる器形で，復元底径lO.6cmである。調整は，内面及び

外底面回転ナデである。 3は肩の張る小壺で口縁を失っている。復元体部最大径6.0cm・調整は，

内面頚部上半・体部が横ナデ，頸部下半が縦方向のシボリ，外面は頚部横ナデ，肩部から体部中

央付近まで不調整,体部下半横方向のヘラケズリを施す｡底部は小さな平底である。4は土師器・

甑で，短く外反する口縁と，体部上半に断面扁円形の把手が付く。 この把手付近から緩やかに底

部にかけて窄まるとみられるが，底部については明確でない。調整は， 口縁部内外面横ナデ，体

－19－



部内面斜め方向．縦方向主体のヘラケズリ，外面体部は縦方向の板ナデ，把手部分はナデ調整で

ある。復元口径23.4cm｡ 4bは4aと同一個体かどうか分からないが，狭口部の端部から8mmほ

ど上方に径8mmの円孔が穿たれている。

②SB2 (第6図，図版2c･3･4a)

立地斜面上方に位置する竪穴住居跡で, SBlの西端と重複する（標高248m)。南8.8mの調

査区際に住居跡状遺構SB4が;r4mに同じく住居跡状遺構SB3が存在する。

規模平面形ほぼ方形で，現状では南辺には住居壁及び壁溝がみられないので南北方向の規模が
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分からないが，現存規模は東西3.64～4.02m,南北（現存) 2.9mで，壁高（最大）は北壁中央

で39cmである。

床面平坦だが，北から南にlOcm程度下傾している。東半の区画溝周辺には部分的に厚さ数Cmの

貼床がみられる（7層＝明黄褐色粘質士)。

壁溝北辺・西辺の住居壁際に壁溝が廻る。東辺についてはカマド跡が存在するが，壁溝は明確

でない。現状では,北辺の壁溝が北東隅で短く屈曲して収束するとみられる。壁溝の幅I8～24cm,

深さ （最大) lOCmで，溝底面はほぼ水平である。

柱穴床面には明確な柱穴は存在しないが，南側の斜面に東西2間×南北lH(2.8m×l.26m)

の建物跡が存在する。別遺構である可能性があるが， その位置関係からSB2に伴う可能性もあ

る。北辺のPl-P2の柱間距離は2.82m,南辺はP3-P4がl.36m, P4-P5がl.48mで

ある。東西方向の柱間は南北方向の柱間(PI-P5・P2-P3=l.26m)に比べてやや広い。

各柱穴の規模は, Plが径50cm,深さ20cm, P2が長径24cm×短径22cm,深さ6cm, P3が長径

48cm×短径38cm,深さ33cm, P4が長径28cm×短径24cm,深さ約IOcm, P5が長径23cm×短径22cm,

深さl8cmである。柱穴底面の標高は246.97～247.4m(平均247.25m) と南東隅のP3がやや低

いがほぼ均一である。なお, PlとP5の間にあるP6は長径36cm×短径32cm,深さ44cmで，底

面の標高は247.07mである。

区画溝床面の東壁からlmほど西側の床面にほぼ南北方向に延びる溝が存在する。その規模は

幅IO～28cm,深さ（最大) 8cmで，溝底面は北から南に緩やかに下傾する（高低差9cm)。ここ

では東辺のカマド跡を中心とした厨房的スペースを限る区画溝と考えるが， その形態や溝底面の

傾斜状況など北辺の壁溝からの排水溝の可能性もある。

カマド跡東壁中央に石組みのカマド跡が存在する。20～30cm大の角礫3個と中央に径22cmほ

どの焼土の広がりがある。東辺住居壁の一部にも焼土がみられることから，袖部に角礫を用いた

カマド跡の可能性が高い。このカマド跡のすぐ北側にも住居壁や壁際の床面の状況からカマド跡

の存在が考えられるが，明確ではない。

炉跡床面中央南寄りに長径42cm×短径26cm,深さ39cmの東西方向に長軸をもつ平面形楕円形の

ピットが存在する。南側の壁面を中心に焼けており，覆土からは鉄津や鉄釘が出土している。一

般的な炉穴に比べると，平面規模に比べてやや深いことから，炉以外の性格も考えられる。

出土遺物（第l6図，図版46)北壁中央壁際の床面で須恵器・杯身，炉跡覆土から鉄釘片が出土

した。

須恵器・杯身5は口径9.8cm×lO.2Cm,器高3.7cmの完形品で，底部から外上方にやや開き気味

に立ち上がり， 口縁の端部を丸く納める。調整は外底面回転へラ切り不調整，体部から内面全体

に回転ナデを施す。鉄釘片6は頭部を失い，現存長3.2cmの断面正方形である。

③SB3 (第7図，図版4b)

立地SBl ．2の斜面下方側にある住居跡状遺構で（標高246m),西4mに竪穴住居跡SB2,
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北3.2mには石蓋士坑墓SK5,北4.8mには住居跡状遺構SB1, そして南4mには竪穴住居跡

SB5が存在する。

規模斜面を削平して造られた平面形不整長方形の平坦面の前方斜面に2間×l間の建物跡を伴

う。平坦面の規模は，長さ（東西方向) 6.42m,幅（南北方向) 0.9～2.22mで，北壁の高さ（最

大）は北東隅で33cmである。

平坦面平坦面の北半は幅広で浅い溝状である（深さ2～3cIn)。壁溝としては幅60clnほどと広

すぎ，その機能については不明である。この溝状部分の南に僅かに広がる平坦面は西から東に緩

やかに下傾する（高低差数cm)。

柱穴平坦面には明確な柱穴はみられない。平坦面南縁の傾斜変換線から斜面にかけて平坦面の

長軸にほぼ並行して東西2間×南北l間の建物跡がある。その規模は,長さ(東西方向)4.54～4.57

m,幅(南北方向)3.21mである。東西方向の柱間距離は,北辺のPl-P2が2.4m,P2-P3が2.14

m,南辺のP4-P5が203m,P5-P6が2.54mで,2.03～254m(平均228m)である。西半(P

1-P2･P5-P6)の柱間距離が2.4m.2.54mであるのに対して,東半(P2-P3 ・P4-P5)

のそれは2.03m･2.14mと26～51cmほど短い。また，南北方向(Pl-P6･P3-P4)の柱間

距離は3.211nで，東西方向の柱間距離に比べて0.67～l.18mも広い。これらの柱穴の規模は, P

lが長径74cm×短径53cm,深さ55cm, P2が長径63cm×短径56cm,深さ44cm, P3が長径66cmx

短径56cnl,深さ61cm, P4が長径48cm×短径38cm,深さ32cm, P5が長径52cnl×短径35cnl,深さ

26cm, P6が長径36cm×短径28cm,深さ20cmである。各柱穴底面の標高は，北辺のP1-P2-P

3は245.78～245.95m,南辺のP4-P5-P6は245.24～245.44mと後者が約50cm(平均)低い。

SB3に伴う遺物は出土していない。

④SB4 (第8図，図版4c)

立地西辺の調査区際にある住居跡状遺構で，調査区外に延びる（標高246m)。北東12mに住居

跡状遺構SB3,南東6mに竪穴住居跡SB8が存在する。

規模東西方向に長い平面形不整長楕円形の遺構で，西半が調査区外に延びる。現存規模は長さ

(東西方向)36m,幅（南北方向・最大) 1.96mである。北辺の壁高（最大）は37cmである。
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平坦面北・西が高く，南・東に緩やかに下傾する（高低差数cm)。北壁際には幅30～60cm,深

さ2～l0Cm程度の幅広の浅い溝がみられるが，壁溝としては不定形である。

SB4に伴う柱穴や出土遺物はない。

⑤SB5 (第9図，図版5)

立地集落のほぼ中央に位置する竪穴住居跡である（標高244m)。西に隣接して竪穴住居跡SB

6が，南東3mには同じくSB9が，北東8.4mには石蓋士坑墓SK7が存在する。

規模平面形方形の竪穴住居跡であるが，北辺と東辺・西辺を中心に残存し，斜面側の南辺の床

面はある程度の流出が考えられる。 2軒の住居が上下に重複し, SB5aを東西方向にlm近く

拡張してSB5bが作られている。北辺も先行するSB5aに伴うカマド跡の焚口部や袖部など

が完全に失われていることから，一定程度の拡張が考えられるが，煙道口に近い箇所が残存する

ことから,それほど大きな拡張は行っていないと考えられる。柱穴（4本）すべてを共用するが，

北東隅の柱穴P2のみは北側を少し小さくしている。先行するSB5aの床面の上方4～8cmに

後出するSB5bの床面が存在する。各住居跡の規模は,先行するSB5aが東西4.6m,南北(現

存) 3.46m,壁高（最大) 58cm(北西隅）で，後出するSB5bの南北方向はSB5aとほぼ同

規模だが，東西方向は西に最大54cm,東に最大38cm,計1m近く拡張し長さ5.4mを測る。主柱

穴の配置から考えて，住居の平面形は正方形に近いと考えられ，住居の南辺側2m近くの床面が

流出した可能性がある。

床面SB5aの床面は南北方向は水平だが，東西方向は西から東に緩やかに下傾する（高低差

数cm)。後出するSB5bの床面は東西方向は西から東に最大約1OCmほど下傾し，南北方向は北

から南に数～20cm程度傾斜し，やや不安定である。

貼床SB5a ・5bともに貼床を行っている。先行するSB5aの貼床は整地的な性格のもの

で，地山上面に白色礫を多く含む締りの強い暗黄褐色砂質土(12層）を厚さ数～1Ocm程度敷い

て床面を整えている。 このSB5aの床面の上にはやや締りのある暗褐色士(10層）が安定して

堆積し， その上に固く締まる明黄褐色士（9層）を厚さ数cm程度敷いて, SB5bの床面として

いる。この後出するSB5bの貼床は床面全体に安定してみられるのではなく，部分的で厚薄が

顕著なやや不安定なものである。

壁溝北辺の壁溝は南縁が最大16cm拡張（あるいは縮小）されているが，ほぼ同じ壁溝を共用し

ている。西辺及び東辺の南北方向の壁溝は住居壁を外側に拡張しているので，壁溝がほぼ溝の幅

ほど外側に移動している。壁溝の規模は，先行するSB5aの壁溝が幅21～36cm,深さ（最大）

8cm,後出するSB5bの壁溝は幅15～30cm,深さ （最大) 14cmである。溝底面はSB5aの

壁溝は北辺西半が最も高く，西辺はほぼ水平だが，北辺中央～東端から東辺にかけては10Cm程度

の落差で下傾する。 SB5bの壁溝は北辺東端～東辺北半の溝底面が最も高く，北辺中央が最も

低い（高低差10cm)。

柱穴4本柱を共用している。南東隅の柱穴がやや東に突出しており，平面形は台形状を呈す
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4暗褐色土
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る。柱間距離は東西方向のPl-P2がl.9m, P4-P3が23m,

南北方向のPI-P4が1.8m, P2-P3が194mで，東西方向の
／

柱間距離は1 .9～2.3m,南北方向の柱間距離はl.8～194mであ
｜

る。全体的には柱間距離l.8～23mと平均1.9mほどである。各一る。全体的には柱間距離1.8～23mと平均1.9mほどである。谷一

住穴の規模（後出のSB5bの数値。括弧内は先行するSB5a

の数値。括弧付の数値がないものは原則SB5a･5bの数値が

同じことを示す）は, Plが長径42cm×短径40cln,深さ53cln (47

、

」

’

-244.80m

c'n), P2が径38cm(長径42cm×短径38cnl),深さ48cm(42cm),

P3が長径47cIn×短径40cm,深さ62clll, P4が長径44cnl×短径

38cm,深さ54cmである。柱穴底面の標高は，北側のPl ・P2が

24355～243.58m(平均243.57m),南側のP3･P4が243.35

~24337m(平均24336m)で, 28～33cnlの高低差がある。

'■,｡一一一一

ｊ蹄
土

カマド跡（第10図，図版6a･6b) 先行するSB5aの北壁

東半にはカマド跡が残存する。後出するSB5bの拡張により袖 ？ ’I:30） ’m

部を中心に削平・破壊されているが，住居壁に煙道が部分的に残 第10図SB5カマド跡
実測図( 1 :30)る｡現存する煙道下端はSB5bの壁溝底面から1Ocm上方にあり，

これは煙道口の高さとそれほど違わないとみられることから，北辺の住居壁の拡張はあまり大き

なものではないことが分かる。ただ， カマド跡の焚口や袖部が完全に失われていることから， カ

マド跡の意識的な撤去に伴ってSB5bの壁溝はある程度の掘り下げや拡幅が行われたと考えら

れる。煙道は最初27.と緩やかだが，すぐ、60.と急角度に立ち上がる。現存の煙道下端付近及び急

角度に立ち上がる煙道上端近くの高さ40～50cm付近の煙道下面は広く焼けている。この上方の

焼け面の付近から立ち上がりは水平に近くごく緩やかになる。なお，煙道の天井や煙り出しは完

全に削平されている。

炉跡床面南半やや東寄りに炉跡2基が並ぶ。西側の炉跡①は後出するSB5bに伴うもので，

その北から西にかけての床面には焼土の大きな広がりが2か所存在する（南北1.4m×東西0.8m

と東西0.64m×南北0.42m)。この炉跡の東側には貼床下に先行するSB5aの炉跡②が存在す

る。この炉跡②は縁辺に若干の焼土がみられる。炉跡①は不整楕円形の平面形で，南北76cnl×東

西50cm,深さ（最大) 10cn'である。覆土からは鉄津が出土している。先行するSB5aに伴う炉

跡②は径46cm,深さ（最大) 13cmの平面円形のピット状である。覆土から鉄津が出土したSB2

の炉跡と形態が類似する。これらから， この炉跡①．②はいずれも通常の炉跡ではなく，鍛冶炉

である可能性がある。

出土遺物（第16図7～14,図版46) 須恵器（杯蓋・高杯･"),土師器（皿・椀・蕊）がある。

土師器・灘の口縁部片12は貼床下から出土しており，先行するSB5aに伴う可能性が高いが，

他はいずれも後出するSB5bの覆土上層及び下層から出土した。大半は住居北東側からの出土

だが，須恵器・高杯脚部片10は南西側の覆土上届出士である。須恵器・高杯杯部片の9は北辺中
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央の壁溝内から出土した。暗文土師器2点のうち，皿13は北東部の壁溝上面で，椀14は北東部の

覆土上層からの出土である。

a・須恵器（7～ll) 7はつまみとかえりをもつ杯蓋で，復元口径10.4cmである。かえりは口

縁端より突出する。調整は，外面は頂部の回転へラ切り不調整，回転へラケズリを介して，体部

下半～口縁から内面にかけて回転ナデを施す。 8は頂部から外下方に開きながら延びる口縁の端

部を丸く納める杯蓋で， 口径12.8cm×13.4cm,器高4.2cmである。調整は，外面は頂部が回転へラ

切り不調整，体部から口縁を経て内面全体にかけて回転ナデを施し，内面中央にはごく部分的に

不調整部分がみられる。胎土は砂粒を多く含み，焼成もよくない。 9は丸みの強い浅い器形の高

杯杯部片である。内底面に不調整部分がみられるが， その他は全面的に回転ナデを行う。外面の

口縁と体部の境には緩やかな稜がみられる。復元口径ll.6Cm｡ lOはラッパ状に開く高杯脚部片で，

胎土は瓦質に近い｡ llは口縁が開き気味に直立する壺口縁部片で,復元口径ll.2cmである｡調整は，

口縁部内外面が横ナデ，外面肩部は斜位平行タタキののち横方向の強いハケ目，内面は同心円タ

タキを施す。

b.土師器(12～14) 12は甕口縁部片で,外上方に湾曲しながら立ち上がり,端部を丸く納める。

調整は内外面ともに横ナデで，復元口径18.8cm｡llは内底面に放射状の暗文を配する皿で，平坦

な底部から丸み強〈屈曲し，外上方に短く延びた口縁の端部を丸く納める。調整は，体部内外面

が回転ナデ，外底面は丁寧なナデを施す。 14は復元口径l6.lcmの椀で，内面には2段の放射状暗

文を配する。外面には上半を中心に横方向の細いヘラミガキを施す。

⑥SB6 (第1l図，図版6c ・7a)

立地SB5の西側に隣接する竪穴住居跡である（標高244m)。西側の住居跡状遺構SB7と重

複し， これを壊している。南西3mに竪穴住居跡SB8,北5mには住居跡状遺構SB3が存在

する。

規模上下に2軒の住居が重複するが(SB6a・ 6b),住居壁や壁溝の拡張を伴わず，床面

の貼り替えのみによる。斜面側（南辺）の床面が最大l/2程度失われた可能性があり，住居の残

存規模は北辺が長さ4.28m,西辺が長さ2.8m,東辺が長さ1.8mである。住居の平面形は，柱穴

の配置状況から横（東西）方向に長い長方形状と考えられる。

床面住居北辺側に南北0.8～1.8mほどの床面が残存する。先行するSB6aの床面は地山を削

平して形成され,このSB6aの床面上にほぼ全面的に厚さ8cm程度に淡黄褐色士(5層）を貼っ

て形成されたのが後出住居のSB6bの床面であり,両者は平面的にはほぼ同規模である。なお，

南辺側の斜面では，貼床の下に淡黄褐色土のブロックを多く含み固く締まった褐色土がみられる

が，床面を斜面側に広げるための整地土（6層） と考えられる。この褐色土は傾斜変換点から1

m程度南までみられることから, SB6a･6bの床面は南北方向は少なくとも長さ2.7m程度

は存在したとみられる。

壁溝2軒の住居は壁溝を共用している。壁溝際は基本的に貼床が殆どみられず， よって壁溝は
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2軒がほぼ同規模である。壁溝は北辺を中心に西辺・東辺の住居壁に沿って廻り，幅18～24cm,

深さ（最大) 11cn'の規模である。溝底面は住居北東隅が最も高く，北辺東端・西辺南端にかけて

最大高低差15clllで下傾する。

柱穴柱を方形に配する4本柱であるが，北側の2つの柱穴(Pl･P2)はいずれも貼床下で

検出した。斜面側のP3･P4の2つの柱穴付近では貼床は存在していないので， これらの柱穴

が貼床下のものか貼床上のものかは速断できない。しかし，柱の配置から考えればこれら4個の

柱穴が一体のものであることは明らかであり， これらも貼床下のSB6aに伴う柱穴であるとい

える。このことから，現状では後出するSB6bに伴う柱穴は存在しないことになる。ただ，あ

るいは柱穴を共用したのち，何らかの理由により柱穴を埋め戻した可能性もある。4本の柱穴の

配置状況は，南東側のP3が12cm東に突出し， また南西側のP4が南に10cm突出することからや

や歪な横長の長方形を呈する。柱穴の柱間距離は，東西方向は北辺のPI-P2が1.6m,南辺の

P4-P3が1.72m,南北方向は西辺のPl-P4が1.1m,東辺のP2-P3がlmである。東西方

向の柱間距離が南北方向のそれより50～72cm長く，東西方向の柱間距離は南北方向のそれの1.45

~1.72倍の長さであるといえる。各柱穴の規模は, Plが長径40cm×短径32cm,深さ20cm, P2

が長径29cIn×短径24cnl,深さ22cm, P3が長径24cm×短径22cm,深さ17cm, P4が長径32cm×短

径28cm,深さ23cmである。南西側のP4については北東側を少し埋めて長径26cIn×短径24cm (深

さは同じ）の柱穴として再利用している。これらの柱穴の底面の標高は北辺のPl ･P2が243.9
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第11図SB6実測図(1 :60)
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m,南辺のP3･P4が243.76～243.78mで，斜面側のP3･P4が12～14cm低い。

このほかに3個のピット (P5～P7)がある。 P5は北西側のPlの北西に接するように存

在し，貼床下から掘り込まれている。径36cm,深さ23cnlである。 P6 ．P7は北壁外に東西に並

ぶ柱穴である。両者の柱間距離は1.8mで，主柱穴(PI-P2･P3-P4)の東西方向の柱間

距離に近い。また，位置的にも4本柱の南北方向のP1-P4あるいはP2-P3のほぼ延長線上

にある。後出するSB6bに伴う可能性が考えられるが，その具体的な柱構造は明確ではない。

P6の径34cm,深さ18cln, P7の長径34cnl×短径32cIn,深さ28cmである。

焼け面SB6aの床面南縁の中央付近の14cm×29cmの範囲が熱により赤変している。

SB6a ・6bに伴う出土遺物はない。

⑦SB7 (第12図，図版7b)

立地竪穴住居跡SB6の西辺と重複する住居跡状遺構で,これに壊されている（標高2445m)。

南2.8mに調査区際の竪穴住居跡SB8が存在する。

規模北辺と西辺の住居壁を部分的に残すのみで，南側は斜面に臨む。斜面を削平して得られた

平面形が横（東西）方向に長い長方形の平坦面が残るだけで，柱穴は残存していない。現存規模

は東西3.56m,南北098mで，壁高（最大）は北西隅で10cmである。

平坦面中央に大きく整地部分がある。東西2.74m,南北l.1m,深さ7～27cnlの規模の，平面

形が不整楕円形のもので，淡茶褐色土を入れて整地している。

壁溝北壁沿いに，西端から僅かに長さlm程度確認できるだけで，幅30cIn,深さ（最大) 5cm

である。

SB7からの出土遺物はない。

⑧SB8 (第13図，図版7c･8a ・8b)

立地調査区西辺際中央にある竪穴住居跡（＋住居跡状遺構）で（標高243.5m),先行する2軒

の竪穴住居跡(SB8a ・8b) と後出する住居跡状遺構1軒(SB8c)からなる。いずれも

遺構の西辺あるいは西半が調査区外に延びている。特に，竪穴住居跡は半ばが調査区外にあるた

め，不明確な部分が多い。南東2mに住居跡状遺構SBllが，南4mの調査区際には竪穴住居跡
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SBl2が存在する。

規模先行する竪穴住居跡2軒の平面形は不整方形である。最も先行する最南端のSB8aは住

居壁の北辺を残す竪穴住居跡であるが，柱穴は明確でない。住居の大半が調査区外にあり，現存

規模はl.44m四方程度である。 このSB8aの住居壁・床面を少なくとも北に0.6m,東にlm程

度拡張し，貼床をしたのが竪穴住居跡SB8bで， その現存規模は北辺2.88m,南北方向2.4mで

ある。柱穴3個を検出し， 4本柱とみられる。 これら2軒の竪穴住居跡の背後（北側）にある住

居跡状遺構SB8cは, SB8b北辺の北側0.84～l.02m付近から斜面を削平して東西8.34m以

上，南北（最大) l.02mの不整長方形の平坦面を造り出し，前面（南側）の竪穴住居跡SB8b

などの上に貼床を行い平坦面を広げている｡その現存規模は東西8.34m,南北(最大)2.76mである。

床面・貼床最も先行するSB8aの床面は地山を削平したもので，現状では整地土や貼床土の

存在はみられない。 SB8aの床面はごく一部の検出に留まっており，全容は把握できていない

が，ほぼ水平と考えられる。 これに後出するSB8bはSB8aの床面直上に暗灰褐色士(A-

A'の7層),灰褐色士（同6層),淡褐色土（同5層),黄褐色士(B-B'の2層）などを貼床と

して施した上面を床面としたとみられる。ただ，現存するこのSB8bの床面は最も後出するS

B8cに伴うものであることから， その造成に伴って一定度の削平が考えられる。 SB8cの平

坦面はその西半では南北方向に2.34mの広がりがみられるが(SB8a ・ 8b上面),東半では

南北方向が最大0.84mと狭く，傾斜変換点を経て斜面に続く。 SB8cの西半はSB8bの住居

壁を北方向に削平して得られた地山面を平坦面とするが，東半では平坦面の上に淡黄褐色土を数

Cm程度貼っている(D-D' ・E-E'の3層)。

壁溝部分的ではあるが， 2軒の竪穴住居跡(SB8a ・8b)の北壁沿いには壁溝が認められ

る。 SB8aの壁溝は幅l5cm,深さ （最大) 4cm, SB8bの壁溝は幅30cm,深さl～2cmであ

る。住居跡状遺構SB8cには壁溝は認められない。

柱穴 SB8aに伴う柱穴は検出していない。 PI ・P2・P3はSB8bの柱穴で，少なくと

も調査区外に南西側の柱穴の存在が考えられ， 4本柱構造とみられる。柱穴の配置は南北に長い

長方形である。柱間距離は，北辺のPI-P2がl.5m,東辺のP2-P3がl.8mである。柱穴の

規模は, Plが長径44cm×短径38cm,深さ45cm, P2が径40cm,深さ27cm, P3が径46cm,深さ

32cmである。 Pl～P3の底面の標高は北側のPI ・P2が243.18～243.3mで，南側のP3の

底面は242.97mと両者の間で21～33cmの高低差がある。 SB8cには明確な柱穴の並びはみら

れず, P4～P7といった概ね東西方向に並ぶ柱穴が伴う可能性があるが，明確ではない。 これ

らの柱穴のうち，西側のP4・P5は径22～26cm,深さl3～l5cmのごく小さなものであるが，

東側のP6・P7は径40～66Cm,深さ27～54cmと平面形楕円形気味の規模が大きく深いもので

ある。 これらP4～P7の底面の標高は242.78～243.4mと，高低差62cmと大きい。西のP4･

P5が高く，東側のP6 ・P7が低い。なお, P6では径13cm×l6cmの柱痕跡が検出された(E

-E'の4層・灰褐色士)。

焼土西辺調査区際に径20cmほどの焼土層がみられる。 SB8a･8bのいずれかに伴うとみら
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れるが明確ではない。

SB8に伴う出土遺物はない。

⑨SB9 (第14図，図版8c･9a)

立地調査区中央に位置する竪穴住居跡で，西辺で住居跡状遺構SBIOと重複し，壊されている
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(標高2425m)｡ SB10～12と東西に連なる住居跡群の東端に位置し，東側にはSB18までの12

mは遺構がなく，集落の東の端を形成する。北3mに堅穴住居跡SB5が，南2.8mには住居跡

状遺構SBl6が位置する。

規模北辺と西・東辺を残し，南側は斜面に連なる。住居壁の中央付近がいずれも丸みをもち，

住居跡の平面形は丸みのある横長の長方形である。住居跡の規模は,北辺34m,西辺（現存)2.36

m,東辺（現存) 2.86mで，東西方向の長さ（最大）は4.06mである。壁高（最大）は北壁中央

で62cmである。

床面・貼床床面は斜面を削平してつくられているが，南半には厚さ（最大) 10cmの整地的な貼

床（淡黒褐色土･ l1層）を施す。床面の東西方向はほぼ水平だが，南北方向は北が高く南に高低

差9～19cmで下傾する。

壁溝北辺・西辺・東辺の三辺の住居壁に沿って壁溝が設けられている。その規模は幅22～31

cm,深さ4～7cmである。溝底面は北辺はほぼ水平だが，北辺と西辺・東辺南端の溝底面との高

低差は最大19cnlあり，最も高い北辺東半から西辺あるいは東辺にかけて下傾する。

柱穴床面にはPl～P3の柱穴3個があるが， その配置はPlとP2の2本柱なのか，あるい

はP3を含め，未検出の南東側の柱穴を想定しての4本柱なのか明確ではない。各柱穴間の距離

は, PI-P2が1.16m, Pl-P3が0.72m, P3-P2が1.26mである。各柱穴の規模は, Pl

が長径52cm×短径30cm,深さ22cm, P2が長径24cm×短径23cnl,深さ27cm, P3が長径50cm×短
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径38cm,深さ30cmである。柱穴底面の標高は242.02～242.15mとほぼ均一である。

焼土床面中央南半に焼土の広がりが2か所存在する。その規模は北側のものが34cm×20cm,南

側のものが50cm×28clnである。

出土遺物（第16図15,図版46) 南西側の住居覆土から琉珀製の小玉1点が出土した。

15は最大径l.lcm,高さ0.5～0.8cm,孔径0.45cnlの小玉である。やや胴張り気味で，下端面はほ

ぼ水平だが，上端面は大きく傾斜している。色調は表面が淡黄褐色，素地は燈褐色である。

⑩SBIO (第15図，図版9b･9c)

立地SB9の西辺と重複する住居跡状遺構で, SB9の北西部分を一部壊している。南西部分

では住居跡状遺構SBll東端と重複するが先後関係は不明確である（標高243m)。南2.4mには

住居跡状遺構SB13が存在する。

規模SB9の士層断面（第14図A－A'）の観察によればSB9の覆土上面の貼床(3層・淡灰

褐色士）の西端付近で2層（淡褐色士）が立ち上がってSBIOの東辺の住居壁となると考えられ

る。 SBIOの北辺の住居壁は東西方向にほぼ直線的に延びる。 SBIOの平面形は東西方向に長

い不整長方形で，東西（推定) 5.6m,南北1.38～2.04mの規模と考えられる。その壁高（最大）

は25cm (北辺中央）である。

床面床面は中央(Pl付近）にごく部分的に残るのみで， その他の残存状況は極めて悪い。西

半の楕円形部分(Im×2m,深さ10数cm)や東側の床面も数cm程度削平されている。

壁溝床面が残る中央付近の北壁沿いにごく僅かに認められるにすぎない。その規模は幅48cm,

深さ（最大) 4cmと幅広でごく浅いものである。

柱穴Pl～P3の3個がSBIOに伴う柱穴と考えられる。PlとP2は北壁にほぼ沿っており，

SBIOの主体的な柱穴とみられるが， これらと並びがずれるP3については明確ではない。 Pl

0 4m
(l:60）

第15図SBIO実測図(1 : 60)
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-P2の柱間距離は1.74mで，柱穴の規模はPlが径32cm,深さ50cm, P2が長径36cm×短径32cm,

深さ36cm, P3が長径42cm×短径38cm,深さ47cmである。柱穴底面の標高は242.09～242.18mと

ほぼ均一である。

出土遺物（第l6図l6,図版46)住居跡中央の床面直上lOcm付近で土師器・甕口縁部片l6が出土

した。強く屈曲する分厚い口縁部の端部を丸く納める。調整は， 口縁部内外面が横ナデ，体部内

面が縦方向のヘラケズリ，体部外面が横ハケののち縦ハケを施す。体部外面には部分的にススが

付着する。復元口径17.0cm。

⑪SBll (第17図，図版10･ lla･ llb)

立地SBIOの西辺と重複する住居跡状遺構で，建替えにより4軒(SBlla～lld)の住居

が重なっている（標高242.5m)。南西側でSX6と重複し， これを壊している。同じく南西側に

は住居跡状遺構SBl2が近接し，南側には近接して住居跡状遺構SB13～15や石積遺構SX7

が存在する。

規模長さ （東西方向) 6.42m,幅（現存・南北方向) 3.12mの規模の平坦面で，平面形は不整

長方形である。低所側（南）から高所側（北）へと斜面削平と貼床を繰り返し，都合4軒の住居

跡状遺構が南北に重複する。壁溝を部分的に残すだけのSBllbを除いて，東西方向に直線的に

延びる住居壁（いずれも北壁主体）を伴う。いずれも斜面を方形・長方形に削平して平坦面を設

け， その平坦面上に住居・建物を築いたと考えられる。最初に築かれたのは最も南に位置するS

Bllaである。南西側に性格不明の掘込みSX6bがあり， そのSX6bの覆土の上に18cmと厚

く暗黄褐色士(B-B'の7層）を貼り，床面としている。 このSBllaの規模は直線的に東西方

向に延びる北壁の長さ（現存)4.86mで，幅（南北方向）はl.92mである。北壁の西端はSX6a

と重複しており不明確だが，東端は僅かに南に屈曲しており，住居の東辺を表すとみられる。壁高

(最大）はSX6a近くの後出住居による削平を受けていない住居壁で最大32cmを測る。削平を

受けた北壁中央～東端の壁高は最大9cmである。 SBllc ･ lldは一体の住居跡の可能性もある

が， ここではSBllcの住居壁を一部（北西隅）拡張して, SBllcの平坦面をSBlldの平坦

面としてほぼそのまま使用したと考える。 SBllcは現状で長さ （東西方向) 6.28m,幅（南北

方向) 3.0mの規模で，平面形は北壁がほぼ直線的に東西方向に延びる不整方形・長方形と考え

られる。壁高(最大）は42cmである。 SBlldは明確には北西部分の住居壁が認められるだけで，

全体の様相はよく分からない。北西部分の規模は東西2.6m,南北l.lmで，平面形は不整方形あ

るいは長方形と考えられる。壁高（最大) 37cmである。以上から, 4軒の住居跡状遺構の先後関

係は, SBlla (古）→SBllb→SBIIc→SBlld (新） と考えられるが, SBllaとSB

llbの新旧, SBllcとSBlldの新旧などについてはやや不明確である。

平坦面4軒のうち，平坦面が残るのはSBlla ･ llc ･ lldの3軒である。最も先行するSB

llaの平坦面は東西方向が数cmの高低差でほぼ水平であるが，南北方向は20cm程度の高低差で北

から南に下傾する。 SBllcの平坦面は，東西方向は数cm程度の高低差でほぼ水平であるが，南

－35－



北方向は30cm程度の高低差で北から南に下傾する。最も後出するSBlldの平坦面は西から東に

最大13cm下傾する。

壁溝SBlla･ llb・ llcの3軒で壁溝が残るが, SBlldの壁溝は存在しない。 SBlla ･

llbの壁溝はごく部分的に残るに過ぎず，壁溝の様子が一定度窺われるのはSBllcだけであ

る。SBllaの壁溝は北壁中央付近にごく部分的に残る｡その規模は長さ0.84m,幅0.39m,深さ(最

大) 3cmである。 SBllcの壁溝は直線的に東西方向に延びて，西端と東端で短く屈曲する。幅

40～48cm,深さ （最大) 8cmである。溝底面は北西隅が最も高く，概ね北東隅にかけて緩やか

に下傾する（高低差12Cm)｡ SBllbはSBIIc西半の壁溝内（壁溝南側壁面から溝底面にかけ

て）に長さ0.6m,幅0.21m,深さ3cmごく部分的に残存する。 SBllbの壁溝を北側に少し移動

させたのがSBllcの壁溝であり， それに伴って先行するSBllbの壁溝の大半が失われ，断面

B-B'付近にごく僅かに残存する。 この痕跡程度に僅かに残るSBllbの壁溝側面に薄く黄色粘

土を貼り, SBllcの壁溝の南側壁面としている。

柱穴 SBIIで検出した柱穴Pl-P2-P3-P4はいずれもSBllc及びSBlldに伴うと考

えられる。最も先行するSBllaの柱穴は検出できなかった。これらの柱穴の柱間距離はPl-

P2が1.76m, P2-P3がl.64m, P3-P4が1.68mで, l.64～l.76m(平均l.69m) と比較的均

一である。各柱穴の規模は, Plが長径46cm×短径44cm,深さ63cm, P2が長径54cm×短径48cm,

深さ58cm, P3が長径50cm×短径46cm,深さ51cm, P4が長径56cm×短径50cm,深さ54cmである。

長径46～56cm×短径44～50cm,深さ51～63cmと比較的規模が揃う。柱穴底面の標高は241.65~

241.7mとほぼ同じである。なお, PIで径20cm, P4で径28cmの柱痕跡を検出した。

出土遺物（第19図17～26,図版46) SBllに伴う遺物としては，須恵器（杯身・椀・高杯),

土師器（椀・甑)，鉄器（鉄鎌・鉄鎌茎部片・用途不明品）がある。いずれもSBllc (あるい

はlld)の覆土からの出土である。須恵器・椀20はSBllc西辺壁溝内で出土し，直刃鎌23はP

2南東30cmのSBllcの平坦面直上で切先を南に向けて出土した。

a・須恵器(17～20) 17は杯身の高台片で短く垂下する高台下端面が外傾する。調整は，内面

回転ナデ，外底面は回転へラ切り不調整である。復元高台径9.4cm｡ l8は斜め下方に踏ん張る高

台の椀で，高台端部は角張る。調整は，内外面ともに回転ナデを施す。復元高台径ll.4cm｡ l9は

高杯の低脚片で，外下方にやや外湾気味に延びた脚部を屈曲させ短く垂下した端部を平坦に納め

る。復元脚端径6.4cmで，内外面に回転ナデを施し，外面下半には深い凹線を1条施す。灰白色

の色調で，胎士は精良である。 20は復元口径13.6cm,器高5.3cmの平底の椀である。体部はやや内

湾気味に外上方に立ち上がり，端部付近を僅かに外反させて，端部を丸く納める。調整は，外底

面回転へラ切り不調整，体部は内外面回転ナデで，内面中央に一部一定方向のナデがみられる。

b.土師器(21．22) 21は復元口径15.6cm,器高6.5cmの平底の椀である。調整は不明確で，全

体に手づくね状である。外面全体に薄くススが付着する。 22は復元口径19.0cm,器高20.3cmと小

型の甑で，底部からやや内湾気味に外上方に立ち上がり，端部付近で短く外方に屈曲させ， 口縁

端部をやや尖り気味に納める。調整は内面の口縁が横ナデ，体部は縦方向のヘラケズリ，外面全
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体にナデ調整を施す。口縁端部内外面に部分的にススが付着する。

c・鉄器（23～26） 23は左側を折り返して着柄部とする直刃鎌で，切先を欠失する。現存規模

は，全長l3.0cm,幅3.3cm,折り返し角度80｡,着柄角度106.である。 24．25は断面扁円形の鉄錬

茎部片である。 26は現存長4.3cmの用途不明品で，断面は方形である。

⑫SBI2 (第18図，図版llc ･ 12･ 13a)

立地SBll ･ SX6の西側の調査区際に位置する住居跡状遺構で，平坦面の前方緩斜面に2間

四方以上の規模の総柱建物が建つ(標高243m)。北東側はSX6や住居跡状遺構SBllと重複し，

西側は調査区外に延びる。東側には住居跡状遺構SBI3～l5や石積遺構のSX7が近接する。

規模北側に現存規模で長さ （東西方向) 3.78m,幅（南北方向・最大)0.6～l.8mの平面形不

整長方形の平坦面があり， その前面（南側）の緩斜面に東西2間以上，南北2間の平面形方形の

総柱建物を設けている。両者は一体のものと考えられ, SB12は斜面を削平して得られた平坦面

に総柱建物を伴う住居跡状遺構であり，その規模は現状で東西5.lm,南北6m以上とみられる。

平坦面平坦面は幅0.4～0.8m程度とそれほど広いものでなく，高低差数cm程度とほぼ水平であ

る。

柱穴北辺2間，南辺l間東辺2間の計7個の柱穴を検出した。東西方向は西側調査区外に延

びていることから，東西2間以上，南北2間の総柱建物跡と考えられる。建物規模は，現状で東

西方向3.64m,南北方向2.94mである。各柱穴の柱間距離は，東西方向の北辺のPl-P2がl.38

m, P2-P3が2.27m,中央のP7-P4が2.02m,南辺のP6-P5が2.48mである。南北方向

の東辺のP3-P4がl.52m, P4-P5がl.42m,中央のP2-P7がl.64m, P7-P6がl.34m

である。即ち，東西方向の柱間距離は，西半がl.58m,東半が2.02～2.48m(平均2.26m) と0.68

mの差があり，西半が狭く東半が広い。一方，南北方向の柱間距離は，北半が1.52m. 1.64m(平

均l.58m),南半が1.34m. l.42m(平均1.38m) と北半が広く，南半が狭い。その差は東西方向

の柱間距離ほどではなく，平均値で0.2mである。 このように当建物は柱間距離が一定でなく，

東西方向の西半と南北方向の北半が広く，東西方向の東半と南北方向の南半が狭い。このことは

この建物の構造面の特徴の何某かを反映していると考えられるが，現状では明らかにしえない。

各柱穴の規模は, PIが長径62cm×短径58cm,深さ57cm, P2が長径62cm×短径58cm,深さ66cm,

P3が径47cm,深さ63cm, P4が長径50cm×短径39cm,深さ56cm, P5が長径51cm×短径49cm,

深さ54cm, P6が長径64cm×短径55cm,深さ24cm, P7が長径48cm×短径38cm,深さ44cmで，長

径47～64cm(平均55cm),短径38～58cm(平均49cm),深さ24～66cm(平均52cm)である。柱

穴底面の標高は240.44～241.lm(平均240.91m)であるが，南東隅のP5の底面の標高が240.44

mと特に低く， これを除けば240.83～240.lmとほぼ均一である。なお，北辺のPl ・ P2と南

辺のP5･P6の4個の柱穴では柱痕跡を検出し, Pl ・ P2･P5が径l8cm, P6が径27cmの

大きさである。

出土遺物（第19図27～34,図版47)須恵器（杯蓋・杯身・鉢),土師器("),瓦（平瓦）がある。
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平瓦が建物東辺中央の柱穴P4のすぐ、東側の緩斜面で出土した以外は，覆土からの出土で，近接

するSX6やSBllなどからの混入の可能性がある。

a.須恵器(27～31) 27は平坦な頂部からやや内湾気味に外下方に延びた体部の端部を短く下

方に屈曲させ， 口縁端部を丸く納めた杯蓋で，復元口径l5.4cmである。頂部にはつまみが外れた

痕跡がある。調整は，外面がつまみの縁辺にナデ，体部上半回転へラケズリ，体部下半から口縁

を介して内面全体に回転ナデを施す。 28～30は復元高台径9.3～ll.4cmの高台の杯身片である。

28.30は外下方にハの字に広がる角張った高台だが， 29は同じ形態の高台から外傾した端面の下

端を下方に拡張する。調整は外底面回転へラ切りで， その他は回転ナデを基本とするが， 28は内

底面中央が不調整， 30の内底面は回転ナデののち一定方向のナデを行う。 31は平底の鉢かと思わ

れる器形で，復元底径IO.6Cmである。調整は，外底面が丁寧なナデ，体部内外面は回転ナデ，内

底面は回転ナデののちに一定方向のナデを施す。

b.土師器(32．33) 32はくの字に強く外湾する厚手の謹口縁部片である。調整は，内面は口

縁部が横ハケののちに横ナデ，体部が横方向のヘラケズリで，外面は口縁上半が横ナデ，下半が

横方向の粗いナデ，頚部～体部が横ナデである。復元口径22.0cm｡33は復元口径30.4Cm,体部最

大径28.4cmの甕で，締りの緩い頚部からくの字に外湾し， 口縁端部を丸く納める。体部最大径部

が体部中位より上方にある器形である。調整は， 口縁内外面横ナデ，体部内面縦方向のヘラケズ

リ，体部外面は2～3本/cmの幅広の縦ハケののち横ナデを行う。体部外面全体に顕著に黒褐色

のススが付着する。

c・瓦（34） 平瓦片で，現存規模は長さl6.7cm,幅10.2cm,厚さ2.3cmである。平瓦の前端と右

側端を留め，後端と左側端を中心に欠失している。凹面に布目痕，凸面に縄目痕を残す。

⑬SBl3 (第20図，図版13b･ 13c)

立地SB9～11の南に近接する東西方向に長い住居跡状遺構である（標高241.5m)。南側に住

居跡状遺構SBl4・ 15が，西側には住居跡状遺構SBI2が， そして東側には住居跡状遺構SBI6

が位置する。また，西端部の上面には石積遺構SX7が築かれている。

規模直線的に東西方向に延びる北壁とその前面の緩斜面に並びの不明確なピットが散在する。

その規模は現状で長さ(東西方向)9.24m,幅(南北方向)2.4m程度で,壁高20～30cm程度である。

南西側のSB14付近に短い直線的な壁溝があり (SBl3a),少なくとも2軒が重複すると考え

られる。先後関係はやや不明確だが, SBI3aが古く，北側の主体的なSBl3bが後出するとみ

られる。

平坦面北壁の南側前面の平坦面は流出して緩斜面となっている。

壁溝先行するSB13aは長さ2.46mの東西方向に直線的に延びる壁溝を主体とする。壁溝の幅

30～42cm,深さ数Cmである。後出する北側のSBl3bは長大な北壁に沿って， その西半では不

安定ながらも幅（最大) 60cm,深さ2～3cmの幅広でごく浅い壁溝が長さ5m程度存在するが，

東半には壁溝はみられない。西半の壁溝の底面は1O数cmの高低差で西から東に下傾する。
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柱穴径30～60cm,深さ10～40cm程度のピットが1O数個存在するが，柱構造を示すような柱穴

の並びはみられない。

出土遺物（第26図35～41,図版47) 須恵器（杯蓋・杯身・高杯脚),土師器（甕・甑),鉄器（刀

子茎部）が出土した。いずれも覆土からの出土である。

a・須恵器（35～37） 35は復元口径18.4cmの杯蓋である。水平に延びて下方に曲がる口縁の端

部を丸く納める。かえりは逆三角形でその端部は口縁端部とほぼ同じ位置にある。調整は，外面

が体部は回転ヘラケズリ，狭い回転ナデを挟んで， 口縁部が不調整で，内面は回転ナデを施す。

36は杯身で，底部から外上方に直線的に延びた先細りの口縁の端部を丸く納める。調整は体部内

外面が回転ナデである。復元口径14.4cm｡ 37は高杯の脚端部片と考えられるが明確ではない。端

部を上方に短く曲げ，尖り気味に納める。調整は，内外面回転ナデである。復元脚端径10.6cm。

b.土師器(38～40) 38は復元口径12.8cmの甕口縁部片で，緩やかに湾曲しながら外上方に延び

た口縁の端部を丸く納める。調整は不明である。 39.40は甑で，同一個体の可能性が高い。 39は

口縁～体部片で，ほぼ垂直に立ち上がった端部をごく短く外反させ,端部を丸く納める。調整は，

口縁内外面横ナデ，体部内面横方向の板ナデ，体部外面は縦ハケ（6本/cm)を施す。口縁部内

面に灰黒色のススが薄く付着している。復元口径26.7cm｡40は底部から内湾気味に外上方に立ち

上がる甑の体部下半の破片で，底端部はやや尖り気味に丸く納める。調整は，内面は縦方向のヘ

ラケズリ，外面は縦ハケ（6本/cm)である。体部外面に淡灰黒色のススの付着がみられる。

C.鉄器(41) 現存長5.2cmの刀子の茎部片とみられるもので，中央に径4～5mmの円孔が穿た

れている。

⑭SBl4 (第20図，図版14a･ 14b)

立地 SBl3の南西側緩斜面に位置する住居跡状遺構で，西側には住居跡状遺構SBI2が，南側

には住居跡状遺構SBl5が近接する(標高241m)｡南東4.8mには住居跡状遺構SB20が存在する。

規模東西方向に直線的に延びる北辺の住居壁を中心に，南に短く屈曲する南北方向の西辺・東

辺の住居壁に囲まれた不整長方形のごく狭い平坦面から成る。その規模は,長さ （東西方向） 3．6

m,幅（南北方向) l.32mで，壁高（最大）は北壁中央で20cmである。

平坦面西半に幅（最大)0.66mのほぼ水平な平坦面が残る。

壁溝北辺中央と西辺・東辺に断続的・部分的に壁溝が存在する。その規模は幅20cm,深さは北

辺・西辺では2～3cmと浅いが，東辺ではlOcmと深い。

柱穴径30～40cm,深さ20cm程度のピットが2,3みられるが，柱穴の並びは明確ではない。

カマド跡（第21図，図版14c ･ 15a)住居北東隅から0.72m西側の北壁東半に造り付けのカマ

ド跡がある。袖部は明確ではないが，燃焼部に20cm程度の大きさの角礫が4個があり，角礫を芯

に用いる石組の袖部であった可能性が高い。住居北壁に残存する煙道部を中心とする掘り込みは

長さ57cm,幅45cm,高さ24cmの規模で，平面形は南北方向に長い不整楕円形である。この掘り込

みを中心にやや東辺寄りに南北84cm,東西63cmの範囲に焼土十焼け面が広がる。
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出土遺物（第26図42,図版47）鉄刀の破片かと考えられる

鉄器片が覆土から出土している。現存規模は，刃部長5.3cm,

刃部幅（最大)37cmである。

焼土 ⑮SBI5 (第22図，図版14a ･ 14b ･ 15b)

－ 立地SBI4の南側に近接し，竪穴住居跡SB19の北側に位-241.40m

置する住居跡状遺構である（標高240.5m)。東4.4mに住居跡

状遺構SB20が存在する。

規模直線的な壁溝と一定度の並びをみせる柱穴群から成

る。住居壁と平坦面は削平されており，緩斜面に壁溝の残欠(1:30)0 ,, .wIm 1m る。住居壁と平坦面は削平されており，緩斜直lに壁溝の残欠

第21図SB14カマド跡 と柱穴が残る。その規模は東西5m,南北3m程度である。
実測図(1 :30) 平面形は，壁溝がほぼ直線的に延びることや柱穴の配置が東

西方向に長い不整方形をなすことなどから方形・長方形状であったと考えられる。

壁溝南側にやや湾曲気味に東西方向に延びる。現存規模は長さ4.84m, 1115(最大)46cIn,深さ（最

大) 14cmで，溝底面はほぼ水平である。

柱穴壁溝の南側の緩斜面に10個程度のピットがあるが，主柱穴はPl～P5である可能性が高

く， これらが東西方向に長い不整長方形に並ぶ。やや並びが歪であるが，東西方向l～2間，南
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北方向l間程度の柱構造とみられる。各柱間距離は，東西方向北辺のPI-P2が1.5m, P2-

P3が1.44m,同じく南辺のP5-P4が2.46m,南北方向東辺のP3-P4が1.54m,同じく西

辺のPI-P5が1.9mである。長辺（東西方向）の柱間距離が2.94m.2.46m,短辺（南北方向）

の柱間距離が1.9m. 1.54mである。このほか，並びは明確でないがP6～P8も柱穴の可能性が

ある。各柱穴の規模は, Plが長径38cm×短径36cm,深さ45cm, P2が径38cm,深さ50cm, P3

が長径38cm×短径34cm,深さ39cm, P4が長径34cm×短径32cm,深さ13cm, P5が長径54cm×短

径30cm,深さ38cm, P6が長径40cm×短径36cm,深さ16cm, P7が長径32cm×短径30cm,深さ31cm,

P8が径18cm,深さ33cmである。ほぼ径30～40cm,深さ30～40cmと規模が均一的な柱穴群であ

る。柱穴底面の標高は北側のPl～P3・P8は239.99～240.13m,南側のP4～P7は南西側

のP5 (標高239.67m)が特に深いが， その他は標高239.9～239.93mで，全体的には標高239.9~

240.13mとほぼ均一である。なお，北寄りのPl～P3・P8ではいずれも柱痕跡を検出した。そ

の規模は，径5cmと特に小さいPl以外は径13～18cmとほぼ一様である。

出土遺物（第26図43,図版47） 須恵器・平瓶で,P8付近の壁溝の覆土上層で出土した。口径5.2

Cm,体部最大径14.8cm,器高12.2cmと小型の器形で，調整は外底面回転へラケズリ， その他は内

外面回転ナデである。肩部内面に封鎖痕が残る。

⑯SB16 (第23図，図版16a・ 16b)

立地SBI3の東側に近接する東西方向に長い平坦面をもつ住居跡状遺構で,2軒が重複する(標

高241m)。北東側に近接して小型の竪穴住居跡SB17が，南3mには住居跡状遺構SB20が存在

する。

規模東西方向に長い不整長方形の平坦面とその南辺に柱穴列がみられる。長さ（東西方向）

lO.8m,幅（南北方向) 3.6mほどの規模で，平坦面は上下に2軒が重なる。下位の平坦面と柱穴

列から成るSBl6aが時期的に先行し， このSB16aの上面に貼床を行い，住居壁を北側と西側

に最大lmずつ拡げてSBI6bがつくられている。先行するSBI6aの規模は,長さ9.78m,幅2.9

m,壁高（最大) 24cmである。後出住居のSBl6bはSB16aの平坦面の20cm程度上方に位置す

る。 SBl6aの覆土上面の貼床土（暗黄褐色土・2層，最大の厚さ9cm)の広がり具合から考え

て, SB16bはSBI6aの西半を中心に位置し，長さ（東西方向) 6．4m,幅（南北方向) 2.2m

程度の規模とみられる。壁高（最大）は30cmである。

平坦面・貼床先行するSBl6aは整地的な貼床（明黄褐色土・8層，厚さ数～lOcm程度）を

行って幅（最大) l.8mと比較的安定した平坦面を形成している。平坦面は東西方向には高低差

lOcmとほぼ平坦であるが，南北方向は北から南に緩やかに下傾する（高低差IO数～20cm)。後出

するSBI6bの平坦面は幅（最大)40cm程度の残存で，ほぼ平坦である。

壁溝 SB16aの平坦面西半に長さ3.3m,幅20～44cm,深さ（最大) 9cmの直線的な壁溝が存

在する。溝底面はほぼ水平である。 SB16bの住居壁沿い全体に幅広の溝がみられる。その規模

は幅30～36cm,深さ数cmである。
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柱穴SBI6aの平坦面南縁の傾斜変換点付近に柱穴4個(Pl～P4)が東西方向に並ぶ。柱

穴列の全長は4.58mである｡各柱間距離は,Pl-P2が1.72m,P2-P3が1.56m,P3-P4が1.3

mで, 1.3～1.72m(平均1.53m)である。各柱穴の規模は, PIが長径45cm×短径40cm,深さ

47cm, P2が長径40cm×短径34cm,深さ34cm, P3が長径52cm×短径46cm,深さ29cm, P4が長

径40cm×短径36cm,深さ46cmで,長径40～52cm×短径34～46cm,深さ29～46cmである（平均値；

長径44cm×短径39cm,深さ39cm)。柱穴底面の標高は240.12～240.35m(平均240.24m) とほぼ

均一である。

出土遺物先行するSB16aの北壁中央付近の平坦面直上で須恵器・横瓶の体部片l/2程度がま

とまって出土したが図示できなかった。

⑰SB17 (第24図，図版16c・ l7a)

立地集落の南東辺に位置し，住居跡状遺構SBl6の北東側に近接する小型の竪穴住居跡である

(標高240.5m)。北東6mには竪穴住居跡SBl8が，同じく5mには土坑墓SK9がある。

規模平面形方形状の竪穴住居跡で，床面全体に整地的な貼床（淡黄褐色粘質土・6層）を厚さ

6～l2cm施している。住居壁は北西壁を中心に南西辺・北東辺に残る。住居の規模は，南西-北

東方向3.3m,北西一南東方向（現存規模）は南西辺で2.54m,中央で2.62m,北東辺でl.8mである。

壁高（最大）は西隅で55cmである。

床面床面は南西一北東方向はほぼ水平だが，北西一南東方向は最大l4cmの高低差で北西から南東

方向へ下傾する。

壁溝壁溝の規模は幅15～36cm,深さ （最大) 15cmである。溝底面は北西辺中央が最も高く，

南西辺南東端及び北東辺南東端方向にlOCmの高低差で下傾する。

柱穴主柱を縦方向に2本配する2本柱構造の竪穴住居で,床面中央に2個の柱穴(PI ・P2)

が北西一南東方向に並ぶ。柱間距離はl.26mで，各柱穴の規模は北西側のPlが長径38cm×短径

34cm,深さ （貼床下面からの) 23cm,南東側のP2は長径43cm×短径37cm,深さ（貼床下面から

の) 35cmである。柱穴底面の標高は高所側のPlが240.03m,低所側のP2が239.82mと21cmの

高低差がある。 これらの柱穴に柱を立て，裏込めを施したのちに貼床を施して柱の固定を図って

いる。 PI ・P2には柱痕跡が残り，径19～23cmの柱が使用されたと考えられる。

カマド跡北東辺中央の壁溝上面で径lOcm大の焼土を検出した。焼土付近の北東壁沿いの壁溝は

幅が広く，南西辺の壁溝と比べるとやや歪な形であることから， この付近にカマド跡が存在した

可能性がある。

出土遺物（第26図44,図版47） 土師器・謹口縁部～体部片が，焼土の西28cmの床面上lOcmで出

土した。比較的よく括れた頚部で緩くくの字に曲がり，外上方に短く延びる口縁の端部はやや角

張る。調整は， 口縁部内外面横ナデ，内面体部縦方向へラケズリ，外面体部はやや斜め気味の縦

ハケである。復元口径15.9cm。
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⑱SB18 (第25図，図版17b ･ 17c)

立地斜面下方の集落最東端にある5軒の住居が重複する竪穴住居跡（＋住居跡状遺構）で，竪

穴住居跡SB17の北東6mに位置する（標高241.51n)。北8mには横穴式石室を埋葬施設とする

第l1号古墳がある。また，南に土坑墓SK9が近接して存在する。

規模5軒のうち，先行するSB18a ･ 18bと最後出のSB18eは平面形方形状の竪穴住居跡で

ある。後出するSB18c ･ 18dは斜面を削平した南西一北東方向に長い不整楕円形の平坦面をも

つ住居跡状遺構であり， 3軒の竪穴住居跡の背後に位置する付属施設的性格が強い。先行する2

軒の竪穴住居跡(SB18a ･ 18b)はほぼ同規模の平面形方形状の住居で，柱穴と北東辺の住居

壁を共用する。北西辺の住居壁・壁溝の北東側l/3(約lm)もSB18aとSB18bが共用するが，

南西側2/3は先行するSB18aの住居壁・壁溝が後出するSB18bの北西辺の住居壁・壁溝より

も最大0.9m程度南東側に寄っている。つまり, SB18aの北西壁の向きはN153｡Wで，後出す

るSBI8bのそれ(Nl42｡W)に比べて11.南側に傾いていることになる。 SBl8aの南西辺の

住居壁は後出するSB18bの南西壁の54cnlほど内側（北東側）にごく僅かに痕跡が残る。これら

から，最も先行するSB18aは南西一北東方向3.78m,北西一南東方向1.8～2.7mの規模の，平面

形が横方向（南西一北東方向）に長い長方形の竪穴住居跡と考えられる。壁高は後出するSB18

bによって住居壁が削平されており，不明である。 SB18bは，基本的には先行するSB18aと

柱穴及び北東側の住居壁を共用しながら，南西・北西方向に0.54～lm程度拡張し，住居の向き
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をやや北東一南西側に変えた住居といえる。その現存規模は南西-北東方向4.32m,北西一南東方

向2.94mで，平面形は横方向（南西一北東方向）に長い長方形である。壁高（最大）は北西隅で

63cmである。最後出の堅穴住居跡SBl8eは，先行するSB18a ・ l8bに比べると，やや不明確

である。土層断面A一A' ・C-C'で主に検出した住居跡で，平面的にはSB18bの南西壁北西半

から北西壁にかけてSBl8bの住居壁の上端において，貼床下の平坦面を幅l0Cm程度検出したに

すぎない。 3層（固い粘質のつよい黒褐色土でブロック状に黄褐色粘質土を含む）を中心に,2．

18･ 19層を含む厚さ20cm程度の分厚い貼床をSBI8bの覆土の上面に施した床面は北西から南東

側に下傾する不安定なものである。覆土の17･ 1層が住居跡状遺構SBI8cの覆土16層や同じく

SBl8dの覆土14層を断ち切って住居壁を形成している。 SB18eの平面形は長方形状で，平面

規模は南西一北東方向4.3m,北西-南東方向1.6m程度と考えられる。

これら3軒の竪穴住居跡の背後に存在する2軒の住居跡状遺構(SBI8c ･ 18d)のうち，先

行するSBI8cは長さ （南西一北東方向) 6m,幅（北西一南東方向) 1.2～1.3m程度の規模で，

竪穴住居跡SBl8bの北西壁の北西方1.2mにその北西壁がある。壁高（最大）は中央付近で35

cmである。北西壁はやや南東側に湾曲しながら延びる。後出するSBl8dは竪穴住居跡SB18c

の1.7m北西側に位置し，長さ（南西一北東方向) 11m,幅（北西一南東方向) 3mの平面規模で，

住居壁が南東側に強く内湾する不整楕円形である。壁高（最大）は中央付近で40cmである。

床面・平坦面竪穴住居跡3軒のうち，最も先行するSBI8aの床面は斜面を削平して築かれた

地山上にある。後出するSBl8bの床面造成時に多少の削平を受けた可能性があるが，壁溝の残

存状況からほぼ原状を留めていると考える。 このSBl8aの床面上に全面的に厚さ3～6cmの貼

床（淡黄褐色土・ l2層）を施したSBl8bの床面はほぼ水平である。 SBl8bの覆土上面に分厚

く貼床を行ったSBl8eの床面は北西一南東方向に下傾し，南西一北東方向では中央が緩やかに凹

む（高低差10Cm程度)。住居跡状遺構SBI8cの平坦面は南西側が高く北東方向に最大20cm程度

の高低差で下傾する。また，同じくSB18dの平坦面は中央北西側が最も高く, 20cmの高低差で

南東方向に, 10数cmの高低差で南西から北東方向へ下傾する。

壁溝壁溝は，竪穴住居跡SBI8a・ l8b,住居跡状遺構SBI8dの北西辺南西端に存在する。

SBl8aの壁溝は北西壁中央にごく短くみられるだけである。その規模は,長さ0.72m,幅(最大）

16cm,深さ （最大) 4cmである。 SBI8bでは北西壁・南西壁・北東壁の三方の住居壁沿いに壁

溝がみられる。その規模は幅12～33cm,深さ （最大) 1Ocm(北西壁中央）である。溝底面は西

隅が最も高く，北西壁溝はほぼ水平だが，南西壁溝及び北東壁溝では南東端に向ってIO数cmの高

低差で下傾する。また，住居跡状遺構SB18dの北西壁沿い南西端には，部分的に長さ2m,幅

6～30cm,深さ（最大) 5cmの直線的な壁溝が存在する。

柱穴竪穴住居跡SBl8bの床面中央には南西一北東方向に2個の柱穴(Pl ･P2)が並び，

その柱間距離は1.52mである。南東辺の傾斜変換線中央付近に焼土がみられ， これを炉跡と考え

ると本住居は4本柱構造ということになる。南東側斜面にあるピットの内，深さなどからP3･

P4が南東側の柱穴である可能性があるが, 4本の主柱の配置状況は台形に近い歪な方形状にな
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る。 これらがSBl8bの主柱穴とすると， その柱間距離はP2-P3がl.68m, P3-P4が2.04

m, P4-PIが2.16mである。南西側のPlには径18cmの柱痕跡が残るが，柱穴の裏込め部分

が貼床で被われている。各柱穴の規模は, PIが長径38cm×短径36cm,深さ31cm, P2が径26cm,

深さ41cm, P3が径20cm,深さ17cm, P4が長径35cm×短径31cm,深さ31cmで，径20～38cm(平

均31cm),深さ17～41cm(平均30cm)である。柱穴底面の標高は240.38～240.56m(平均240.48m)

と比較的均一である。なお, Plの柱痕跡上面にはlOcm大の亜角礫1個があり，柱材抜き取り後

に入れ込まれた可能性がある。

住居跡状遺構SBl8cの平坦面をはじめ，竪穴住居跡SBl8bの周囲には径30～40cm程度の

ピットが20～30個みられるが，何れも浅く， また並びも不明確で柱穴とは考えられない。

炉跡竪穴住居跡SB18bの南東辺中央には径30cmほどの不整円形の焼土の広がりがみられ，炉

跡の可能性がある。

出土遺物（第26図45～47,図版47） 須恵器（杯蓋),土師器（蕊),鉄器（鉄釘）各1点がある。

いずれもSBI8b覆土からの出土である。

45は須恵器・杯蓋で，復元口径lO.0cm,器高3.2cmである。狭く平坦な頂部から外下方に内湾気

味に延びてやや開き気味に垂下する口縁の端部を丸く納める。調整は，外面が頂部回転へラケズ

リ，体部から口縁を介して内面全体に回転ナデを施し，内面中央には一定方向のナデを行う。

46は復元口径15.4cmの土師器・甕で，頚部で湾曲して外上方に短く延びた口縁の端部を丸く納め

る。調整は， 口縁内外面横ナデ，内面の口縁下半が横方向のナデ，体部がヘラケズリ，外面頚部

は縦ハケ（5本/cm)である。口縁端部から外面口縁～頚部に灰黒色のススが付着する。47は鉄

釘片で，頭部と尖端を欠失する。現存規模は，長さ6.8cmの断面方形で中空である。

⑲SBl9 (第27図，図版18． l9a)

立地集落中心部の住居群の南端に位置し, SBll ・ SBI2･ SBI8とともに集落の中心的な竪

穴住居跡（＋住居跡状遺構）である（標高239.5m)。構造的にはSBl8と酷似しており，重複す

る3軒の竪穴住居跡(SB19a･19b･l9c) とその背後に位置する付属施設的な住居跡状遺構2

軒(SBl9d･19e)から成る。調査区西辺に近く，北に住居跡状遺構SBI3～15,北東4mには

住居跡状遺構SB20が，南6～lOmの斜面下方には住居跡状遺構SB21.22が存在する。

規模竪穴住居跡3軒はいずれも平面方形状で，北方向（斜面上方）への拡張を主体的に行って

いる。先行する2軒の住居跡(SBI9a･ 19b)はほぼ同規模・同位置で,最後出のSBl9cは，

これらの北辺住居壁を大きく北方向に拡張している。最も先行するSBI9aは住居壁を後出住居

による削平によってすべて失っており，北辺・西辺・東辺の壁溝と床面中央の南北に配する2本

柱が残存する。その現存規模は東西4m,南北2.8mで，壁高は住居壁が後出するSBl9bによっ

て削平されており不明である。 このSB19aの床面上に貼床を行い床面としたのがSBI9bであ

る。 SBl9aの住居壁北辺を最大34cm北方向に拡張し，西壁を最大50cm,東壁を最大20cmほど拡

張させている。 SB19bの現存規模は，東西方向4.6m,南北方向3m程度で，壁高は後出する
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SBI9cによって住居壁を削平されており不明である。最後出のSB19cは, SBl9bの床面と

西壁・東壁をそのまま使用し，北辺の住居壁を0.76～1.06m北方向に拡張した平面形方形状の竪

穴住居跡で， その現存規模は東西方向4.6m,南北方向4.2m程度で，壁高（最大）は北西隅で31

cmである。

竪穴住居跡の北側背後に存在する2軒の住居跡状遺構のうち，主体的なSBI9dは竪穴住居跡

SBI9cの北壁から北方向に0.46～1mほどのところに東西方向に長く延びる平坦面の北壁があ

る。その規模は，長さ（東西方向） 7．8m,幅（南北方向) 1.26～1.86mで，壁高（最大）は北

西隅で29cmである。平面形は北壁の東西両端が曲線を描く不整楕円形である。 このSB19dの北
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西側にSBl9eがある。 SBI9dの西半と重複し，東西方向に直線的に延びる北壁の前面に幅1

m程度の平坦面を造り出している。西側が調査区外に延びるため，遺構の全容は不明であり，現

存規模は長さ （東西方向)4.3m,幅（南北方向) lm,壁高（最大) 13cmである。

床面・平坦面竪穴住居跡3軒のうち，最も先行するSB19aの床面は北から南に緩やかに下る

緩斜面を削平した地山面で，床面の北西隅が最も高く，東側及び南側へと数～lOcm程度下傾す

る。 このSB19aの床面全面に厚さ数～lOCmの貼床（褐色土・ 19層）を行い床面としたのがS

Bl9bで，床面はほぼ水平である。最後出のSB19cはこのSBI9bの貼床を活かし，拡張した

北側の床面は削平した地山面をそのまま使用している。床面の東西方向は水平で，南北方向も若

干の高低差はあるもののほぼ水平である。住居跡状遺構の平坦面は, SBl9dはlO数Cmの高低差

で西から東に緩やかに下傾する。 SBl9eの平坦面は東西方向はほぼ水平だが，南北方向はlOCm

の高低差で緩やかに北から南に傾斜する。

壁溝竪穴住居跡3軒はいずれも北辺・西辺・東辺の三辺を．の字に壁溝が廻る。 SB19aの

壁溝は北辺中央が途切れる。幅7～18cm,深さ （最大) 3cmと浅い溝で，底面は北西隅が高く，

数cmの高低差で東・南に下傾する。 このSBl9aのやや北側にあるSB19bの壁溝は北辺西側

2/3の壁溝が残存する。その規模は，幅8～26cm,深さ（最大) 10cmである。溝底面は西端が高

く，東端側に高低差数Cmで緩やかに下傾する。最後出のSBl9cの壁溝は北辺を中心に西辺・東

辺の住居壁沿いに途切れることなく続く。幅21～33cm,深さ （最大）は北西隅で7cmである。

溝底面は北辺中央が最も高く，西辺南端には高低差13cm,東辺南端には高低差22cmで下傾する。

なお，住居跡状遺構には壁溝は存在しない。

柱穴 SBI9周辺には30個ほどのピットがある。これらのなかで，各竪穴住居跡の主柱は，最も

先行するSB19aが南北に並ぶ2本柱(Pl ･P2), SBI9bとSBI9cはいずれも方形に柱

穴を配する4本柱で，北辺の2本の柱穴(P3・ P4)を共用する。なお，住居南辺には東西方

向に並ぶ柵列的な柱穴列がある (P8-P2-P9-PIO)。

SBl9aの2本柱の柱間距離はl.2mで，各柱穴の規模は北側のPIが長径34cm×短径28cm,深

さ30cm, P2は長径30cm×短径28cm,深さ23cmである。柱穴底面の標高は, 238.76～238.79mと

ほぼ同じである。 SBI9bはP3～P6の4本柱で，北辺のP3･P4を後出するSB19cと共

用する。各柱穴の柱間距離は,東西方向北辺のP3-P4が2.0m,同じく南辺のP5-P6がl.9m,

南北方向東辺のP4-P5がl.7m,西辺のP6-Plがl.6mで,東西方向の柱間距離は1.9m.2.0m,

南北方向の柱間距離はl.6m.l.7mで，東西方向の柱間距離の方が南北方向のそれよりも20～40cm

長い。つまり, SBl9bの柱の配置は東西方向に長い長方形である。各柱穴の規模は, P3が長

径38cm×短径36cm,深さ37cm, P4が径34cm,深さ40cm, P5が径42cm,深さ48cm, P6が長径

34cm×短径32cm,深さ35cmで,径32～42cm(平均36cm),深さ35～48cm(平均40cm)である。柱穴

底面の標高は， 238.57～238.80m(平均238.72m)である。南東隅のP5がほかの柱穴に比べて

規模が大きく，深い。最後出の竪穴住居跡SBl9cの柱穴はP3･P4・P7・P8の4本柱で，

北辺の2つの柱穴は先行するSBI9bの北辺の柱穴を基本的には共用する。 P3・P4ともにS
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Bl9bの柱穴の裏込め上面まで貼床を行うが，北東隅のP4については柱穴（掘方）を若干小さ

くしており，柱を建て直した可能性が考えられる。各柱穴の柱間距離は，東西方向南辺のP7-

P8はl.9m,南北方向東辺のP3-P7,西辺のP8-P3はいずれも2.3mである。すなわち，

SBI9cの主柱の配置は,東西方向l.9～2.0m,南北方向2.3mと先行するSB19bのそれを南に0.6

~0.7m広げている。各柱穴の規模はP3が同じ, P4は長径32cm×短径28cm,深さ40cm, P7は

長径43cm×短径36cm,深さ52cm, P8は長径28cm×短径24cm,深さ29cmで,径24～43cm(平均33cm),

深さ29～52cm(平均40cm)である。柱穴底面の標高は238.42～238.80m(平均238.69m)である。

SBI9bと比べると，深さや柱穴底面の標高はあまり変わらないが，平面規模がやや小さくなっ

ている。なお, P3では径12cmの柱痕跡を検出した。

住居南辺の柱穴列P8-P2-P9-PIOを形成するP8はSBl9cの南西隅の柱穴, P2はS

Bl9a南側の主柱穴である。この柱穴列の柱間距離は, P8-P2が1.26m, P2-P9がl.28m,

P9-PIOが1.6mで，西端・中央のP8-P2・P2-P9が狭く，東端のP9-PIOは広い。 P8･

P2以外の各柱穴の規模は, P9が長径28cm×短径20cm,深さ18cm, PIOが長径24cm×短径20cm,

深さl2cmで,P8． P2を含めると,柱穴の径20～38cm(平均26cm),深さ12～29cm(平均21cm)で，

柱穴底面の標高は238.6～238.78m(平均238.71m)である。竪穴住居跡の主柱穴に比べると柱

穴規模が小さく，浅い。柱穴底面の標高は竪穴住居跡SBI9a･19b･l9cの各平均値とあまりか

わらない。 この柱穴列の性格や時期については明確でないが， その柱穴規模が小さいことと，住

居の前面を遮るかたちで柱穴が並ぶことなどから，柵や住居の門・入口などに伴う柱穴列である

可能性が考えられる。このほか，単独柱穴としてPll ・Pl2がある。 PllはSBI9cの西辺北半

の住居壁によって壊された径58cm,深さ48cm,底面の標高239.08mの柱穴で,先行するSB19a ･

l9bに付属する可能性のあるSB19dの平坦面に掘り込まれたピットと考えられるが明確ではな

い。住居南西隅のPI2は長径36cm×短径31cm,深さ42cmで，柱穴底面の標高は238.64mである。

炉跡住居南辺中央の傾斜変換線付近で炉跡を検出した。長径34cm×短径28cm,深さ（最大) 5

cmの規模の，平面形が南北に長い楕円形のごく浅い土坑で， その周縁に幅（最大) 14cmの焼土が

広がる。ただ，覆土や内部には焼土はみられない。貼床上面から掘り込まれており，焼土も貼床

上にあることから，堅穴住居跡SBI9cに伴う炉跡と考えられる。

土器溜住居跡状遺構SB19dの平坦面南半から最後出の竪穴住居跡SBI9cの北辺壁溝付近の

上面にかけて大きく2か所の士器溜がみられる。 SBI9dの平坦面直上～lOcm程度上方からS

Bl9cの北辺壁溝の30～40cm程度上方にかけて，緩やかに北から南に下傾する堆積をみせてい

る。 SBl9cの廃絶後ほぼ覆土で埋もれた段階で，北側斜面上方から廃棄されたかあるいは他遺

構などから転落あるいは流入したものと考えられ, SBl9の住居群に伴う可能性は低いと思われ

る。西側の土器溜は東西80cm,南北40cmの大きさで土師器・甕66．68などから成り，東側の士器

溜は東西80cm,南北30cmの大きさで，土師器・蕊63．67,須恵器・椀56などが含まれる。

炭層 SBI9c北東隅にある東西方向1.3m,南北方向0.75m,厚さlOcmの平面形不整楕円形の炭

の広がり (A-A' ・ E-E'の10層）で，東から西に緩やかに下傾する。A-A'の士層断面に明ら
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かなように，その下端がSBl9bあるいはSBl9cの床面に部分的に接していることから，竪穴

住居跡SBI9cの廃絶後間もない頃に東側の住居外から流入したもので, SBI9に伴う可能性は

少ない。

出士遺物（第28.39図48～69,図版48） 須恵器（杯蓋・杯身・椀・高杯)，土師器（椀・喪)，

鉄器（用途不明品）がある。 これらの多くは2か所の土器溜りからまとまって出土したものであ

る。竪穴住居跡など遺構に伴うと考えられる遺物はそれほど多くないが，最後出の堅穴住居跡s

Bl9cに伴うものが主体である。須恵器・杯身52はSBl9c床面直上とその近くのSBI9d平坦

面直上の2か所で出土した破片が接合したもので，須恵器・椀高台片55はSBl9cのP4とP3

の中間付近の貼床直上，土師器・椀61はSBl9c東辺壁溝南端近くの床面直上，須恵器・杯蓋片

49はSBl9c北辺壁溝中央付近の床面上10cm付近で出土した。須恵器・椀57,同・高杯58はいず

れもSB19c北辺壁溝近くの床面直上で出土した。用途不明鉄器の69はSBl9c北東隅の炭層の

上面で出土した。また，土師器・窪64．65は土器溜の土器群とはやや離れたSB19dの平坦面直

上付近で出土しており, SB19dに伴う可能性がある。その他の土器類はいずれも住居覆土から

の出土である (48･50･51 ･53．54･59･60.62)。

a.須恵器(48～59)杯蓋(48～51) ・杯身(52～54) ･椀(55～57) ･高杯(58．59)があ

る。杯蓋はいずれも扁平なつまみをもつもので, 50は内下方に短く延びる断面三角形のかえりが

つく。 51はかえりはなく平坦な頂部から低く水平に近く延びて端部で屈曲し，短く垂下して尖り

気味に納める口縁端部が付く。調整は， 48は内外面ともに回転ナデ， 49は頂部外面に回転へラケ

ズリで， そのほかはつまみ部分を含めて不調整である。 50は外面体部回転へラケズリ， ごく緩や

かな稜を介して口縁外面から内面にかけて回転ナデ, 51は外面頂部回転へラケズリ， ほかは回転

ナデである。50の復元口径l6.0cm, 51の復元口径20.2cmである。

杯身52は口径10.4cm,器高3.4cmで平底の底部からやや内湾気味に外上方に延び，端部を丸く納

める。調整は，底部回転へラ切り，緩やかな凹線を介して体部外面から内面全体にかけて回転ナ

デを施す｡杯身53は復元口径l2.4cmで,やや内湾気味に外上方に延びる口縁の端部を丸く納める。

調整は内外面ともに回転ナデである。杯身54は内湾気味に外上方に延びて途中で緩やかに屈曲し

て垂直に立ち上がった口縁端部をやや尖り気味に納める。調整は内外面ともに回転ナデである。

復元口径13.2cm。

55は外下方にハの字に短く延び端部が角張る高台が付く椀で，復元高台径ll.4Cmである。調整

は不明確な外底面中央を除き回転ナデである。椀56は平底から湾曲して垂直に立ち上がった口縁

の端部を丸く納める。内面口縁直下に1条，外面体部中央に1条の凹線が廻る。調整は内面全体

が不調整で，外面は体部が回転ナデ，体部と底部の境の屈曲部にヘラケズリを施し，外底面は回

転へラ切り不調整である。口径14.0cm,器高5.6cm｡ 57は外上方の体部から口縁にかけて直線的に

延び， 口縁の端部を丸く納める椀と考えられる。色調が灰黒色の軟質のもので，瓦器の可能性も

ある。調整は,外面から口縁内面にかけて横方向のナデ,内面は縦方向のナデ調整と考えられる。

復元口径l8.6cm。
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58は低脚の高杯で，平底の杯底部から屈曲して外上方に直線的に延びる口縁の端部を丸く納め

る。脚部は底部からハの字に外下方に延びた脚端部の端面及び内面下端が僅かに凹む。調整は，

内底面中央が一定方向のナデ，外底面中央が不調整である以外は内外面ともに回転ナデである。

復元口径9.7cm,器高4.8cm｡ 59は高杯脚柱部片で，内面がシポリ，外面は回転ナデを施す。

b.土師器(60～68)椀(60～62),甕(63～68)がある。 60は分厚い平底の椀で， 内湾気
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味に外上方に延びる。調整は，底部回転へラ切り，体部外面・内底面は調整不明，体部内面は回

転ナデである｡底径7.4cm｡61は内湾気味に外上方に延びて口縁端部をやや尖り気味に納める椀で，

口縁内面が回転ナデである以外は調整不明である。復元口径ll.0cm・椀62は平底の底部と内湾気

味に外上方に延びる体部の境から外下方に直線的に延びる高台端部を丸く納める。調整は内外面

回転ナデである。復元高台径9.6cm・

誕6個体は,締りの弱い頚部から外湾しながら外上方に延びる口縁の端部を丸く納めるもの(63

～65．68） と頚部で強くくの字に屈曲して外上方に直線的に延びる口縁の端部を丸く納めるも

の（66．67） とがある。前者の63はやや小ぶりな甕で，復元口径l2.6cmである。調整は， 口縁内

外面横ナデ，内面頚部指頭ナデ，体部横方向のヘラケズリ，外面体部はやや斜め気味の縦ハケを

施す。体部外面には部分的にススが付着する。喪64は弱く内傾して垂直に立ち上がる口縁の端部

を短く外湾させ，端部を丸く納める。調整は，外面は調整不明，内面は口縁が横ナデ，体部は縦

方向のヘラケズリである。復元口径l9.6cm・謹65はあまり最大径部が張らない体部からやや内傾

気味に立ち上がった口縁の端部を短く外反させ，端部を丸く納める。調整は， 口縁の端部から内

面が丁寧な横ナデ，体部内面は縦方向の浅いヘラケズリ，外面の口縁が雑な横ナデ，体部は縦方

向の板ナデを行う。外面には幅lOcmほど黒褐～暗褐色のススが付着している。復元口径22.6cm｡

喪66は器壁が薄く，頚部が良く締まった器形で,体部下半によく張った最大径部がある。調整は，

口縁内外面横ナデ，体部内面斜め方向のヘラケズリ，体部外面は比較的丁寧な板ナデである。体

部外面に薄くススが付着する。復元口径17.2cm・甕67は頸部でくの字に屈曲し，外上方にやや外

湾気味に延びた口縁端部を丸く納める。調整は， 口縁部内外面横ナデ，体部内面が横方向・縦方

向のヘラケズリ，体部外面は縦方向のナデとみられる。口縁～体部外面に灰黒色のススが付着す

る。復元口径17.8cm｡68は復元口径28.6cm,器高22.9cmの丸みの強い甕である。頸部の締りは弱く，

外湾気味に外上方に延びた口縁の端部をやや尖り気味に納める。調整は口縁部内外面が横ナデ，

体部内面は上半が斜位～縦方向主体，下半が横方向主体のヘラケズリ，体部外面は縦方向・斜め

方向主体のハケ目（6本/cm)である。外面全体に黒褐色のススが付着するが,特に口縁～頚部，

体部最大径部の付着が顕著である。

C.鉄器(69) 用途不明品で，下辺が関状に快れる。平面的には刀子などの茎部片かとみるこ

ともできるが，厚さ7.5mと分厚くほかの器種が考えられるものの，現時点では不明である。

⑳SB20 (第29図，図版l9c)

立地住居の北隅部分を僅かに残す平面形方形状の住居跡状遺構である（標高239.5m)。集落中

心部の南東端に位置し, SBl9の北東5m,住居跡状遺構SBI6の南3mに位置する。

規模住居北隅の床面及び北西辺・北東辺の住居壁・壁溝がごく部分的に残る。現存規模は南西

一北東方向3.8m,北西-南東方向2.3mで，壁高（最大）は北西壁中央で35cmである。

床面南西-北東方向2.14m,北西一南東方向1mの範囲が残存する床面はほぼ水平である。

壁溝幅16～42cm,深さ（最大) 6cmで，溝底面は北隅が高く，南西方向あるいは南東方向に
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高低差7～8cmで下傾する。

柱穴南斜面にピット1個があるが，柱穴か否か不明である。ピットの規模は，長径18cm×短径

14cm,深さ13cmで，底面の標高は239.09mである。

SB20からの出土遺物はない。

⑳SB21 (第30図，図版20a)

立地調査区西辺南端近くの，集落の最も斜面下端付近に位置する住居跡状遺構で，大半は西方

調査区外に延びる（標高237.5m)。平面形方形状の住居の北辺と東辺の住居壁・壁溝と平坦面

そして柱穴を含むピット数個から成る。竪穴住居跡SBl9の南6mにあり，南及び南東側には近

接して住居跡状遺構SB22やSX9が存在する。

規模現存規模は東西方向2m,南北方向2.7m程度で, 3軒の住居が重複する。住居壁の東辺

をほぼ共用し，北辺を南北に移動させている。最も先行するSB21aは北壁・東壁と住居壁沿い

の壁溝,そして平坦面,柱穴からなる。現存規模は,東西方向l.94m,南北方向2m,壁高（最大）

66clnである。後出のSB21b・21cはいずれも調査区西辺の土層観察により検出したもので，平

面的には見出すことはできなかった。 SB21bはSB21a北壁の南1.2mほどのところに住居北

壁が存在し，先行するSB21a平坦面の15cm上方付近から掘り込まれた住居で，厚さ10cmの貼床

(暗黄褐色土・ 10層）を施している。その現存規模は東西方向l.4m,南北方向1.4mで，壁高は15

Cnlである。このSB21b及びSB21aの上方12～24cmに平坦面をもつSB21cは平面的にはほ

IZSB21a+21bと重なる。つまり，北辺の住居壁はSB21aのそれとほぼ合致し，平坦面が高

くなっただけともいえる。その規模は,東西方向2m,南北方向2.4m,壁高（最大) 30cInである。

平坦面最後出のSB21cの平坦面はSB21b覆土上に貼床（暗黄褐色土･ 6層）を施している

が,SB21b覆土の上面には貼床はみられない｡3軒の住居の平坦面はいずれもほぼ水平である。

壁溝最も先行するSB21aの北壁と東壁に沿って壁溝が存在するが，北壁沿いの壁溝はll'5(最

大) 84cm,深さ（最大) 22cmと規模の大きなもので，壁溝以外の性格が考えられる。東辺の壁溝
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は幅26cIn,深さ6cmである。 SB21cは東辺には幅20cm,深さ6cmの壁溝が存在するが，北壁に

は壁溝はみられない。 SB21bには壁溝は存在しない。

柱穴3軒とも柱穴は明確でない。床面中央のSB21aに伴うとみられるピットは長径59cI11×短

径53cm,深さ54cmの規模で，底面の標高は236.77mである。このほか南斜面に径30～40cnl,深

さ20～30cmのピットが存在するが, SB21a～21cとの関連は不明である。

SB21に伴う遺物はない。

⑳SB22 (第31図，図版20a)

立地調査区最南端の最も低所側にある住居跡状遺構である（標高238m)｡ SBl9の南10mにあ

り，調査区南辺際に位置する。西に近接してSX9がある。

規模・床面（貼床） 東西方向8m,南北方向4mの横（東西）方向に長い不整長方形の平面形

である。北辺と西辺に住居壁をもち，広い平坦面があるが，壁溝・柱穴は明確でない。西半で5

軒の住居(SB22a～22e)が厚さ数cmの貼床を介してほぼ上下に重なり，最後出の住居SB

22fは東半に中心を移して建て替えられた住居である。即ち，計6軒の平面形不整長方形ないし

不整楕円形の住居跡状遺構がほぼ上下に重複する。これらの住居の個別の規模は不明確だが，西

半の住居群はほぼ東西方向5.1m×南北方向3.78mの規模で，東半の最後出の住居であるSB22f

の規模は東西方向4.8m×南北方向3mほどと考えられる。最も先行するSB22aは厚さ3～5cm

の整地土（淡黒褐色士・9層）の上に貼床（暗黄褐色土・ 8層茶褐色土・7層）を施す（床面
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の標高235.81～235.89m)｡ SB22bはSB22aの床面上に貼床（黒褐色土･ 5層,暗黄褐色士．

6層）を施す（床面の標高235.85～236.08m)｡ SB22cはSB22bの床面上に貼床（暗黄褐色

士・2層）を施す（床面の標高236.01～236.09m)｡ SB22dはSB22cの床面上に貼床（暗茶

褐色土．22層茶褐色士．23層）を施す（床面の標高236.2m)｡ SB22eはSB22dの床面上に

貼床（暗黄褐色士．21層）を施す（床面の標高236.25m)。東半に移動する最後出のSB22fは

西半の住居群のうち，先行するSB22a～22cの貼床の東側を限る整地土（淡黒褐色土・ 14層）

の上に貼床（淡黄褐色士．28層，暗黄褐色士・ ll層）を施し，床面を形成している（床面の標高

236.00m)。いずれの住居にも壁溝はみられない。

柱穴明確なものはないが, SB22eの北壁際にある柱穴はSB22eの貼床(21層）に覆われ，

SB22dの貼床である22．23層を掘り込んでいることから, SB22eに伴う柱穴である可能性が

高い。柱穴の規模は，長径36cm×短径26cm,深さ21cmである。

出土遺物（第39図70．71,図版48)土師器・喪，鉄器・用途不明品各1点がある。いずれも覆

土からの出土である。土師器･"70は頸部から外湾気味に外上方に延びた口縁の端部を丸く納め

る。調整は， 口縁内外面横ナデ，体部内面横方向のヘラケズリ，体部外面は調整不明である。復

元口径l7.6cm｡ 71は長さ4.3cm,幅l.0cmの平面形長半円形の用途不明鉄器である。

（2）墓坑

調査区南西半の堅穴住居跡など計22軒の住居から成る集落の居住域の東辺に沿うように，調査

区中央に南北に計9基の墓坑(SKl～9)が列状に築かれている（標高240～249m)。墓坑群

のすぐ東の調査区東半には横穴式石室を埋葬施設とする古墳4基が造られており，調査区中央か

ら東半にかけては墳墓域とみることができる。墳墓域の西側に位置する9基の墓坑の内訳は，小

型箱式石棺1基(SKl),石蓋土坑墓3基(SK3･6． 7),木棺墓2基(SK5． 8), iz

坑墓3基(SK2．4．9)である。石蓋土坑墓・木棺墓と土坑墓SK4を含めた6基の墓坑は

中軸線が斜面の等高線に平行になるように築かれているが，小型箱式石棺SKlと士坑墓SK

2．9の3基は掘方・墓坑の中軸線が等高線に直交するように築かれている。 また，石蓋土坑墓

3基のうち, SK3．6は成人墓で，いずれも小口に板石（板材）を立てており，何らかの棺の

存在が考えられる。

①SKl (小型箱式石棺) (第32図，図版20b･20c ･21a)

墓坑のなかで最も斜面上方に立地する （標高249.60m)。掘方は二段掘りで，平面形不整形の

上段掘方の規模は東西方向l.82m,南北方向l.14m,深さ （最大) 22cmである。その中央に平面

形不整隅丸長方形の下段掘方が掘り込まれ， そのなかに石棺が構築されている。下段掘方の規模

は長さ （南北方向) 0.79m,幅（東西方向) 0.68m,深さ （最大) 0.28mで，北小口は上段掘方

と共有する。石棺長軸はN20･Wで北北西-南南東を指し，北東一南西方向に走る等高線に斜交～

直交する。頭位は棺床の幅がやや広く，小口に大型の石材を用いる北北西側と考えられる。
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箱式石棺の蓋石はすでに失われていた。石棺の内法規模は，長さ0.33m, li5 (北北西小口) 0.14

m,同（南南東小口) 0.11m,同（中央・最大) 0.17m,深さ（小口石上端から棺床面まで・北

北西小口) 024m,同（同.南南東小口) 0.14mである。また，南南東小口から東側壁南半にか

けての側石・小口石には転倒・崩落による原位置の移動がみられる。

側石は西南西側壁・東北東側壁各2枚の石材を用いる。西南西側壁は長辺20cm,短辺19cm,厚

さ1lcmの方形の板石を北北西側に垂直に立て，南南東側には長辺21cm,短辺17cm,厚さ1Ocmの石

材を縦長に置く。東北東側壁は北北西側に長辺40cm,短辺30cm,厚さ25cmの最大規模の石材を横

長に置く。その南南東側には長辺22cm,短辺12cm,厚さ9cmの長方形の石材が石棺内側に倒れて

いるが，原状は石材を縦長に立てていたと思われる。南南東小口にかけての周囲には10数～20

Cm大の長方形の角礫・板石数個に明らかな乱れがみられることから， この側石も一定の損壊を受

けていると考えられる。小口石は，頭位側の北北西小口には長辺32cm,短辺22cm,厚さ18cmの分

厚い長方形の角礫を縦長に立てる。南南東小口の石材は明確でないが，外傾する長辺16cm,短辺
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lOcm,厚さ9cmの長方形の石材を縦長に用いていたと考えられる。南南東小口周辺にやや小形の

石材が数点みられることから，足位である南南東側の両側石と南南東小口は石材を石室状に2枚

程度重ねた石棺と石室の折衷的な形態であった可能性がある。

石棺の平面形は長方形で，石材の組み方は，北北西小口が東北東側石に小口石の東北東側端を

宛がい，小口石に西南西側石の北北西側端を宛がうb類，南南東小口は石材の乱れがあり明確で
（註）

はないが小口石を両側石が挟み込むa類であった可能性がある。掘方底面に厚さ4cmの黄褐色砂

質土を入れて棺床としている。棺床面は平坦である。

SKlからは遺物は出土していない。

註財団法人広島県埋蔵文化財調査センター『千代田流通団地造成事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書』 （Ⅲ）

1998年, 61頁・表2須倉城遺跡墓擴一覧表による。

②SK2 (士坑墓) (第33図，図版21b)

小型箱式石棺SKlの南3.2mの斜面に立地する（標高248.7m)。南1mに近接して住居跡状遺

構SBIが，東2.4mには土坑墓SK4が，東北東4mには石蓋士坑墓SK3が位置する。墓坑

の長軸は北北西一南南東方向を指し(N21｡W),東北東一西南西方向に走る等高線に直交する。頭

位は底面が高い北北西側と考えられる。

墓坑の平面形は不整隅丸長方形で,その規模は長さ1.77m,幅(最大)0.81m,深さ（北北西小口・

最大)0.32m,同（南南東小口) 0.03mである。坑底面は北が高く，高低差14cmで南に下傾する。

墓坑内から鉄釘が出土しており，木棺が納められていた可能性がある。

出土遺物（第39図72） 墓坑内から鉄釘1点が出土した。頭部・尖端を欠失し，多少曲がってい

るが，現存規模は長さ7.7cmで，断面形は方形である。

③SK3 (石蓋土坑墓) (第34図，図版21c ･22a ･22b)

調査区北辺中央から南2mに位置する（標高249.1m)。墓坑の中軸線はほぼ等高線に沿い，長

軸は北東一南西方向を指す(N46｡E)｡頭位は,坑底面が幅広くやや高い北東小口側と考えられる。

墓坑は南西小口側を40cm近く削平され，南西小口側の蓋石2枚程度と小口石を失っている。墓

坑の平面形は隅丸長方形で，現存規模は長さ1.85m,幅（北東小口) 0.86m,同（南西小口) 0.37

m,同（最大) 0.88m,深さ （北東小口)0.36m,同（南西小口) 0.05m,同（最大)0.39mである。

蓋石は，北東小口～中央に細長い長方形状の角礫や分厚い板石5枚が残るが，削平を受けた南

西小口側にもう2枚程度の存在が考えられ，原状は計7枚ほどの蓋石が構架されていたと思われ

る。北東小口側から2．4． 5枚目にやや大型の石材を用い, 1 ． 3枚目の石材は細長く小型の

ものを用いる。北東小口寄りの石材は長辺52cm,短辺20cm,厚さ20cmの三角柱状，北東小口から

2枚目は長辺71cm,短辺30cm,厚さ18cmの長方形の板石, 3枚目は長辺60cm,短辺19cm,厚さ15

cmの長方形の板石, 4枚目は最大規模の石材で長辺70cm,短辺33cm,厚さ23cmの不整長方形の角

礫，南西小口寄りの1枚は長辺56cm,短辺31cm,厚さ19cmの長方形の板石を配する。なお，北東
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小口寄りの石材は小口石の直上にあり,他の蓋石に比べてI0cm程度上方に突出していることから，

蓋石というよりも墓標石的性格を考えるべきかもしれない。この石材を除く蓋石の下面は北東か

ら南西方向に緩やかに下傾する（傾斜角度5。)。

墓坑底面は縦断面・横断面ともに中央が緩やかに凹む。その高低差は縦断面（北東-南西方向）

6cm,横断面（北西一南東方向) 10cmである。北東小口の蓋石下には長辺52cm,短辺36cm,厚さ

16cmの板石を横長に立てている。墓坑底面の北東小口側にはその小口石を立てるための溝状の掘

り込みがみられ，その規模は長さ63cm,幅18clll,深さ3～5cmである。南西小口側の墓坑底面に

も同様の，長さ35cm,幅20cm,深さ4～8cmの溝状の掘り込みがあり，小口石が立てられていた

と考えられる。

このようにSK3は小口石を伴う石蓋士坑墓で，墓坑内の小口石で区画された埋葬空間は長さ

(北東一南西方向) 1.37m,幅（北西一南東方向・北東小口側) 048m,同（同.南西小口側) 0.31
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mの大きさである。なお,墓坑の北西側壁は二段になっており,本来的には二段掘りの墓坑であっ

たと考えられる。

SK3の出土遺物はない。

④SK4 (土坑墓) (第33図，図版22c)

SBl北東隅と重複する土坑墓で，北3.2mに石蓋土坑墓SK3,西2.4mに土坑墓SK2,東

6mには第33号古墳が存在する。墓坑の中軸線はほぼ等高線に沿い，長軸は東北東一西南西方向

を指す(N63｡E)。頭位は，坑底面が広い東北東小口と考えられるが明確ではない。

墓坑の平面形は隅丸長方形で,その規模は長さl.63m,幅（東北東小口)0.89m,同（西南西小口）

0.87m,同（中央・最大)O.95m,深さ（東北東小口) 0.26m,同（西南西小口) 0.l8m,同（中

央・最大)0.32mである。坑底面は西南西小口側が高く，中央・東北東小口側に最大llcmの高低

差で下傾する。

SK4からの出土遺物はない。

⑤SK5 (木棺墓) (第35図，図版23a．23b)

SK4の南東3.2mの斜面に立地する（標高247.0m)。北東5.2mに第33号古墳が，南3.2mには

住居跡状遺構SB3がある。墓坑の中軸線は等高線に平行し，長軸は北東一南西方向を指す(N

56｡E)。頭位は坑底面が高い北東小口側とみられるが，明確ではない。

墓坑の平面形は不整隅丸長方形で,その規模は長さl.54m,幅（北東小口)0.56m,同（南西小口）

0.69m,同（中央)0.55m,深さ（北東小口) 0.35m,同（南西小口)0.38m,同（中央) 0.33m

である。

この墓坑の両小口にはやや大型の石材l～2個を置き，墓坑内の両側壁沿いには小型の石材を

多数並べている。南西小口上面近くに長辺50cm,短辺21cm,厚さ18cmの角礫を，北東小口上面の

東隅には半ば墓坑外にずれた状態で長辺44cm,短辺22cm,厚さ17cmの角礫が置かれ，墓坑北東小

口壁には外傾した長辺27cm,短辺25cm,厚さ7cmの板石が置かれていた。これらの石材の内，墓

坑上面にあるものは木棺の蓋押さえないしは墓標石的性格が考えられる。一方，北東小口側の墓

坑内に半ば倒れ込んだ状態の板石は小口石の可能性がある。また，墓坑内の両側壁際にはlO～20

Cm大，厚さ数～lOcm程度の小型の板石・角礫が立て並べられていた。 これらの上面は標高247.lm

付近にほぼ揃っているが， その下端は5～IOcmの差があり不揃いである。すなわち， その上面を

一定の高さに揃えることに意味が見いだせることから， これらの板石・角礫は木棺側板の倒壊を

防ぐ・ための裏込石で，板石・角礫の上面を木棺側板の上端面に揃え， その上に木棺の蓋板を置い

たものと考えられる。木棺の小口部分については，北東小口には小口石の存在が窺えるが，南西

小口にはその痕跡がないことから，板材が用いられこれが腐朽したのではないかと考えられる。

このように考えられる木棺の規模は，長さlm,幅24～30cm,深さ27cm程度と推定される。

SK5からの出土遺物はない。
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⑥SK6 (石蓋土坑墓) (第35図，図版23c・24a)

SK5の東8mに位置する（標高246.0m)。後出する第33号古墳によって北東半部を大きく壊

されており，北東側の小口石と大半の蓋石を失っている。横穴式石室の掘方西側壁外に僅かに西

側2/3程度の墓坑と蓋石1枚及び南西小口石を残すにすぎない。墓坑の中軸線は等高線に沿い，

長軸は北東一南西方向を指す(N50｡E)。頭位は坑底面が高い南西小口側かと考えるが，北東小

口側を失っている現状では明らかにしえない。

墓坑の現存規模は,長さl.08m,幅(南西小口)0.53m,同(中央・最大)0.58m,深さ(南西小口)0.27

m,同（中央・最大) 0.42mである。坑底面は南西小口側が高く，北東方向に数cmの高低差で下

傾する。

蓋石は南西小口寄りに1枚残存する。その大きさは長辺53cm,短辺27cm,厚さ （最大) 20cmで

ある。この蓋石の南西側にあるには長辺36cm,短辺l8cm,厚さ （最大) 10cmの棒状の石材がある

が， これは蓋石というよりも南西小口石の上端に置かれた小口石上面の高さ調整あるいは墓標石

的性格を考えるべきであろう。

南西小口石は長辺45cm,短辺30cm,厚さ （最大) 18cmの板状の角礫を横長に立てている。墓坑

底面には南西小口石を立てるための溝状の掘り込みがみられ，長さ40cm,幅l2cm,深さ5cmの規

模である。

SK6に伴う出土遺物はない。

⑦SK7 (石蓋土坑墓) (第36図，図版24b･24c・25a .25b)

調査区中央に築かれた小型の石蓋土坑墓で, SK6の南6.4mに位置する（標高244.9m)。北東

lO.8mに第ll号古墳，南東l.6mに木棺墓SK8,南西9.2mには竪穴住居跡SB5が存在する。

墓坑の中軸線は等高線に平行し，長軸は北東一南西方向を指す(N52｡E)。頭位は北東小口と南

西小口のいずれか明確ではない。なお，南東側に長さ2.53～2.57m,幅（最大)045m,深さ（最

大) 0.21mの北東-南西方向に延びる溝状の掘り込みがあり， この掘り込みによって墓坑南東側

壁の上半を壊されている。

墓坑は平面形不整隅丸長方形で,長さl.28m,幅（現存・南西小口)0.35m,同（現存・北東小口）

0.42m,同(現存・中央・最大)0.56m,深さ（南西小口)0.59m,同(北東小口)0.39m,同（中央)0.5

mである。坑底面の両小口には溝状の掘り込みがあり，小口板あるいは小口石が差し込まれてい

たとみられる。各掘り込みの規模は，南西小口の掘り込みが長さ27cm,幅12cm,深さ8cm,北東

小口の掘り込みが長さ34cm,幅lOcm,深さllcmである。 これらの溝状掘り込みに挟まれた埋葬空

間の規模は,長さ0.55～0.57m,幅(南西小口・北東小口)0.25m,同（中央・最大)0.27mである。

なお，南西小口の溝状掘り込みの背後には長さl5cmの空間があり， ここに厚さlOcmの黄褐色粘質

土が入れ込まれているが，南西小口板（石）の裏込士と考えられる。

蓋石は大型の角礫2枚を用いており，南西小口側の蓋石が長辺40Cm,短辺38cm,厚さ23cm,北

東小口側の蓋石が長辺53cm,短辺40cm,厚さ27cmの大きさである。南西小口側の蓋石の下にやや
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小型の長辺29cm,短辺20cm,厚さ17cmの角礫が存在するが， これは南西小口板

上面に置かれおり，裏込めの補強的機能を果たしたものと思われる。

SK7からの出土遺物はない。
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⑧SK8 (木棺墓) (第36図，図版25c・26a)

SK7の南東l.6mに並列するように築かれた木棺墓である（標高244.2m)。南西8.8mに竪穴

住居跡SB5,北東10.8mに第ll号古墳，南東6.8mに竪穴住居跡SBl8が存在する。墓坑の中軸

線は等高線に平行し，長軸は北東一南西方向を指す(N45｡E)。頭位は，墓坑の幅が広く，蓋石

に大型の石材を用いる北東小口側と考えられる。

墓坑の平面形は不整隅丸長方形で,長さ2.68m,幅（北東小口) 0.91m,同（南西小口) 0.59m,

同（最大) 0.96m,深さ （北東小口) 0.4m,同（南西小口)0.39m,同（中央・最大)0.46mの

規模である。北西側壁の北東側には坑底面上方15cmほどのところに狭い平坦面があり，二段掘り

の墓坑と考えられる。坑底面は側壁・小口壁際が高く中央が深い（高低差7～lOcm)。

両小口の墓坑上面に2個ずつ角礫が置かれているが， その出土状況や位置から頭位側の北東小

口の大型の角礫2個は木棺の蓋板を押さえるための石材と考えられる｡北東側の角礫が長辺66cm,

短辺35cm,厚さ27cm,南西側の角礫が長辺45cm,短辺35cm,厚さ24cmの大きさである。なお，前

者の角礫の下面は墓坑北西側壁の狭い平坦面とほぼ同じ高さにある。一方，南西小口側の墓坑内

部には小型の角礫2個がある。ひとつは一辺30cm,厚さ18cmの方形の角礫で，やや外傾しており

小口石と考えられる。 もうひとつは長辺30cm,短辺21cm,厚さ22cmの長方形の角礫で， これを横

長に置いているが，坑底面からl5cmほど上方にあり，石棺の側石と捉えるよりは木棺側板の裏込

石とみる方がより妥当と考えられる。 これらのことから，本墓坑内には木棺が納められていた可

能性が高いが，詳細は不明である。

⑨SK9 (土坑墓) (第33図，図版26b・26c)

調査区中央の竪穴住居跡SBl8の南側に近接して築かれた士坑墓である（標高240.5m)｡ SK

8の南東l3mに位置し，南西5.6mには竪穴住居跡SBl7が存在する。墓坑の中軸線は等高線に

直交し，長軸は西北西-東南東方向を指す(N59｡W)。頭位は，坑底面が高い西北西小口側と考

えられる。

墓坑の平面形は不整長方形で,長さ1.78m,幅（西北西小口)0.66m,同（東南東小口) 0.54m,

同（最大)0.7m,深さ（西北西小口) 0.24m,同（東南東小口) 0.02～0.06mである。坑底面は

西北西小口が高く，東南東小口方向に大きく下傾している（高低差35cm)。平面形からみれば墓

坑だが，坑底面がつよく傾斜することからやや疑問が残る。なお，西北西小口の坑底面には深さ

数cmの浅い掘り込みが2か所あり，墓坑の小口壁の数Cm上方にはごく狭い平坦面がみられるが，

これらが本墓坑の構造面のどのような点を反映しているのかは明確でない。

（3）性格不明の遺構

宮の本遺跡（集落跡）の西半の居住域及び墓域には性格不明の遺構9基が点在する (SXl~

9)｡ SXl～4は斜面上半の調査区中央の墓域北西半付近に単独で存在し, SX5～9は調査

区西辺寄り中央の居住域内に住居と重複して存在する。 SXl～3は焼土・炭化物を多量に含む
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焼士坑, SX4～6．8は士坑, SX7は石積遺構, SX9は不整形な段状遺構である。

①SXI (第37図，図版27a)

調査区北西辺中央付近に位置する焼土坑で（標高249.4m),南東0.8mに石蓋土坑墓SK3が存

在する。平面形は南北方向に長軸をもつ楕円形で，南北0.78m,東西0.54m,深さ （最大) 0.08

mのごく浅い土坑である。坑底面は北から南に高低差13cmで下傾する。覆土には焼土を含む。

②SX2 (第37図）

調査区北西辺中央に位置する士坑で（標高249.3m), SXlの南西5.6mに位置する。北1.6m

に小型箱式石棺SKlが，南東2mには士坑墓SK2が存在する。平面形不整楕円形の浅い土坑

で， その規模は北東一南西方向l.22m,北西一南東方向0.82m,深さ（最大)0.15mである。坑底

面は北西側が高く，南東方向へ8cmの高低差で緩やかに下傾する。覆土には炭化物を多く含む。

③SX3 (第37図，図版27b)

調査区中央北半にある焼土坑で（標高247.2m), SX2の東10.8mに位置する。第33号古墳の

周溝外1mに近接し，南西3.6mには木棺墓SK5が位置する。平面形不整円形の浅い土坑で，

北東-南西方向1.1m,北西一南東方向1m,深さ（最大)0.1mの規模である。坑底面は北西側が

高く，南東方向に12cmの高低差で下傾する。覆土に多量の炭化物粒と焼土を含む。

④SX4 (第37図，図版27c)

調査区中央にある大型の士坑状の掘り込みで(標高245.0m),SX3の南10mに位置する。西2.4

mに住居跡状遺構SB3,南4mに竪穴住居跡SB5,北東4mに石蓋士坑墓SK7や木棺墓S

K8が存在する。平面形不整円形で，規模は南北方向2.06m,東西方向2m,深さ （最大) 0.5m

である。北西壁に幅の狭い平坦面があり，坑底面の壁際に計4か所の深さ数～20cmほどの掘り

込みがみられる。 2層の暗黄褐色土はほかの覆土と比べるとやや締りがあり，貼床的性格も考え

られる。坑底面は北が高く，南に10cm程度の高低差で緩やかに下傾する。

⑤SX5 (第l3図，図版28a．28b)

調査区西辺中央の竪穴住居跡SB8とその北東側で重複する土坑で（標高243.9m),北2mに

住居跡状遺構SB7,北東2.8mには竪穴住居跡SB6が存在する。

平面形は東西方向に長い不整楕円形で，現存規模は東西方向l.4m,南北方向1.12m,深さ （最

大) 0.41mである。坑底面は二段になっており，西側から北側にかけて坑底面から数cmの高さに

幅の狭い平坦面がある。

出土遺物（第39図73,図版49） 坑底面中央で出土した須恵器・杯である。ハの字に外下方に延

びる短い高台の端部が角張り，体部は底部から外上方に開き気味に延びる。器表面は内外面とも
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に灰黒色だが，胎土は灰白色の瓦質に近い。高台径5.4cm。

⑥SX6 (第17図，図版28c)

調査区西辺中央にある住居跡状遺構SBllの西端と重複する掘り込みである（標高242.0m)｡

その上面は竪穴住居跡SBllaの貼床によってほぼ全面的に覆われており, SBllに先行するこ

とが明らかである。ほぼ東西方向に2つの掘り込みが連結した形態(SX6a・6b)で，平面

形は不整楕円形である。その規模は東西方向4.2m,南北方向l.32mである。西側のSX6aは東

西方向l.86m,南北方向l.32m,深さ（最大)0.71mで, 2mほどの間隙を挟んで東側には東西方

向l.8m,南北方向l.2m,深さ0.58mの規模のSX6bが存在する。 SX6a・6bともに北辺は

SBllの床面に接し壁が存在するが，南辺はSBl2やSBl3と重複し，壁面を失っている。

⑦SX7 (第38図，図版29a．29b)

調査区西辺中央に近い住居跡状遺構SBl3a・ 13bの西端の直上に造られた石積遺構である

(標高241.0m)。石材が積まれている基底面はほぼSBl3b北壁際の緩斜面最高所の標高に近く，

SB13bとの関連性が窺われるが，明確ではない。

現状では，南北2.4m,東西1.8mの長方形状の範囲に20～50cm大の角礫を高さ30～50cm程度

積んでいるが，平坦面上にある北半の石積みが東西1.8m,南北l.2mの長方形状に比較的整然と

積まれているのに対して，南半の石積みは南に下傾する緩斜面に存在しており，石の並びもやや

乱れている。 このことから，南半の石積みは崩落している可能性が高く，本来的にはSX7は北

半の石積みを主体とするものであったと思われる。石積みの西辺中央に24cm×l8cmの焼土の広が

りがみられ，焼土の北0.54mでは鉄津が出土した。下部遺構は検出することはできなかった。

出土遺物（第39図74～79,図版49） 須恵器（杯蓋・杯身・椀・壺口縁部片） 6点がある。杯蓋

75,杯身77の2点は石積みの南西隅の角礫の下部付近，杯身76は石積み南辺東側の角礫の裾付近

で出土した。また，杯蓋74と壷口縁部片79は石積みの周囲から出土した。いずれも原位置を留め

ているかどうかは明らかでない。椀78は遺構検出時に石積みの周辺で出土した。同一個体の破片

がSX6やSBll ． l2の覆土からも出土している。

杯蓋74は径8.2cmの輪状つまみをもつもので，つまみは外上方に開き気味に延びて端部を丸く

納める。平坦で広い頂部から外下方に直線的に延び，途中で屈曲して外下方に開き気味に下り，

端部を丸く納める。調整は，外面頂部中央が回転へラ切り不調整，頂部内面が一定方向のナデ以

外は内外面ともに回転ナデである。復元口径l4.7cm,器高3.lcm・表面は灰黒色だが，胎士は灰白

色で比較的精良なものの，焼成は良くない。杯蓋75は扁平なつまみをもち，頂部から屈曲して外

下方に直線的に延びた体部から屈曲して短く垂下する口縁の端部を丸く納める。調整は，頂部上

半に回転へラケズリを行う以外は内外面ともに回転ナデである。色調は暗灰白色で胎士に砂粒を

比較的多く含む。口径14.8cm,器高3.lcm・杯身76は平底の底部から強く屈曲して開き気味に直立

する口縁の端部を丸く納める。調整は,外底面が回転へラ切り不調整,その他は回転ナデである。
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灰白色の色調で，胎士に砂粒を比較的多く含む。復元口径10.8cm,器高3.4cnlo杯身77は平底の底

部から緩やかに屈曲して外上方に直線的に延び， 口縁の端部を丸く納める。調整は，外底面が回

転へラ切り不調整，体部内外面は回転ナデ，内底面は不調整である。色調暗灰白色で，胎土に砂

粒を比較的多く含む。復元口径12.2cm,器高3.4cm。椀78は丸みが強く，底が深い体部と特徴的な

2段重ねの高台をもつもので，仏器である銅鋺の形態に酷似する。丸みのある平底から強く曲が

り，垂直に立ち上がる体部～口縁の端部をやや尖り気味に納める。ハの字に延びた高台の端部は

上下2段に外方に突出する。調整は内外面全体回転ナデで，体部外面には2条一単位の沈線を2

単位施している。復元口径16.0cm,器高7.9cln｡79は復元口径8.4cmの壺口縁部片とみられるもので，

内外面に回転ナデを施す。

⑧SX8 (第37図，図版29c)

調査区西辺南半の南隅付近の斜面にある竪穴住居跡SBl9dの北辺東端の住居壁と重複する土

坑で,その先後関係は不明である。平面形は楕円形状で,東西方向1.36m,南北方向0.52m,深さ(最
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大) 0.25mの現存規模である。坑底面は北から南に緩やかに傾斜する（高低差4cm)。

⑨SX9 (第37図）

調査区西辺南端に位置する段状の掘り込みで，住居跡状遺構SB21の南東，同じくS

西側に近接して存在する（標高236.2m)。西半は調査区外に延び，全容は不明であるが，

模は東西方向2m,南北方向2.8m程度で，平面形は不整形である。北壁の高さ （最大）

ある。平坦面はなく緩斜面となっており，高低差30cm程度で北から南に傾斜している。
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2．宮の本第11号古墳（第3．4図，図版30）

(l)立地と調査前の状況（第40図，図版31a．b)

調査区東半のほぼ中央に位置する横穴式石室を埋葬施設とする円墳である。北北東から南南西

方向へ延びる丘陵尾根端部の南東側斜面に立地する（標高242～246.5m)。調査区西半の堅穴住

居跡・住居跡状遺構が集まる居住域から8～l6m,調査区中央の石蓋土坑墓・箱式石棺・木棺

墓などが南北に並ぶ墓域からはlOm東側に位置する。西2.8mには横穴式石室の第33号古墳が,北6.8

mに小型横穴式石室の第35号古墳が，同じく9mには小型横穴式石室の第34号古墳が立地する。

第ll号古墳を含めたこれら4基の古墳の横穴式石室はいずれも石室長軸が等高線に直交し，ほぼ

南東方向に開口する。周辺の調査前の現状は山林である。調査前の第ll号古墳は，北西一南東方

向l2.8m,北東-南西方向12m,高さ2.7mの規模をもつ平面形不整楕円形の墳丘の北西側背後に幅

4.8～9mの不整円形の周溝がl/2周する円墳と考えられた。墳丘頂部は石室天井石直上まで削平

されて平坦になっており， その南端近くで石室天井石の前端の大型の石材がl/2程度露出してい

た。これらのことから，本古墳の埋葬施設はほぼ南東側に開口する横穴式石室と予想された。

（2）墳丘・周溝（第41 ･42図，図版31c～33b)

第ll号古墳の墳丘は，丘陵端部南東側の北西から南東方向へ下る斜面（傾斜角度l8｡)に築か

れている。斜面を削平して南～西～北とほぼ半円形に廻る周溝とその前面（南東側）に墳丘を設

けている｡墳丘は北西一南東方向12.6m,北東-南西方向14.8mの大きさで,高さは北西側(石室背後）

の周溝底面から0.84m,南東側（石室入口側）墳丘裾から3.5mを測る。周溝外縁までの古墳の規

模は，北西-南東方向15.0m,北東一南西方向l8.6mである。墳丘の平面形はやや方形状の不整円

形である。周溝は幅2.2～4m,深さ0.54～0.84mと幅広で浅い。周溝底面は石室背後側が最も

高く （標高245.58m), ここから東へlm,南～東へ3mの高低差で下っている。

墳丘盛土の基盤面は北西-南東方向に傾斜し，南西一北東方向では南西側が高く，北東側へ0.66

mの高低差で傾斜している。石室中軸線の北西-南東方向では不明確だが，南西-北東方向では南

西側（高所側）で最大24Cm,北東側（低所側）で最大48cmの厚さの旧表土（淡褐色土･ 159層）

が安定してみられる。この旧表土層の上面は凹凸が顕著であり,整地された状況ではない。即ち，

安定的な旧表土層の上面に整地・削平など何ら施すことなく，褐色土・黒褐色土・暗褐色土など

の褐色士系の土を主体的に用いて盛土を行っている｡盛土の厚さは最大l.32mである｡墳丘盛土は，

石室構築・裏込めを行ったのち， この石室を覆うように大きく2段階に分けて行われている。石

室の裏込め(石室掘方埋士)は暗灰褐色土・暗褐色土･黒褐色土などを主に用いる(108～148層)。

第一段階の盛土は石室天井石付近を最高所にして行われる盛土（厚さ40～90cm程度）で，黒褐

色士を主体的に用いている (31～44.55～65.94～lO7層)。 この第一段階の盛土の上に行われる第

二段階の盛土は石室天井石を覆う最終的な盛土で，現状では天井石の上面で最大厚さ20cm程度残

存するにすぎないが，本来的にはより厚いものであったと考えられる。 この第二段階の盛土の厚

さ （現存）は20～60cm程度で，褐色土･暗褐色土･灰褐色土・暗灰褐色土などを主体的に用いてい
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第1 1号古墳土層

(1 1W-11E・ 11N-11S）

I 峨出褐色土（戎士）

2 淡褐色 '二

3 褐色lz

4 略褐色 上

5暗灰褐色f

（i 照褐色上

7暗褐色上

8淡褐色|：

（） 淡掛色土

10 淡灰褐色'二

1 1 賠咲喝色土

jriIf僻t

1束1吋方IｲﾘI間半

12 褐色t

I3 褐色上

14 脚色f

l5 測色上

I(i 灰褐色l：

17 灰褐色 1：

lH 灰褐色上

19 灰褐色f

20 灰褐色上

21 灰褐色上

22 灰褐色上

2:I 褐色'二

2－1 暗灰褐色上

25 蹄灰褐色上

21i 賠灰褐色上

27 淡褐色t

28 淡灰褐色上

29 暗褐色 '二

87 暗俺褐色t

88 灰褐色士

8(l 暗褐色t

9(） 賠栂色土

91 暗褐色 1：

92 賠憧褐色t

（):｛ 灰褐色lき

“照褐色土

（縦褐色|:ブロックを多く含む｡）

95 褐色t

1l6 黒悶色12

97 膿褐色上

98照褐色士

99 瓜褐色上

1 1)(） 黙掛色t

ll)I 恥褐色上

（樋褐色tブロックを多く含む｡）

11)2 黒褐色上

l()3 肌褐色士

l()4 胤栂色上

l()5肌褐色'二

10(｝ 黙褐色士

1()7 黒褐色上

lWjHll I：

1, 東西方|/'】西半

l()8 暗灰褐色土

10(） I啼灰褐色二t

1 1(） 峨灰褐色上

1 1 1 陪灰褐色土

1 12 暗灰褐色上

（戯色 ヒプロックを多く含む｡）

1 13 出色t

I l4 暗灰黄色上

1 15 蹄灰褐色 上

2！東西方向東半

1 16 褐色 t

（蔬色 tブロックを多く含むu）

1 17 蹄褐色l島

（催色-kブロックを多く含む｡）

1 18 褐色上

（黄色tブロックを多く含む｡）

1 11） 階褐色上

（惟色ヒプロックを多く含む｡）

12(） 蹄褐色土

121 蹄褐色t

l22 昭褐色上

123 昭褐色t

I24 蘭褐色 t

125 暗褐色上

126 熱褐色土

127 暗褐色k

I28 jT褐色t

l21） 暗褐色t

l :{(I 黄色 l：

131 陪褐色士

132 暗灰褐色上

l淵暗此褐色f

l34 暗灰褐色土

3 1櫛北方向北半

133 瓜褐色土

13(i lM掲色上

137 凧褐色土

I :18黙褐色上

139 ‘I風褐色上

14(） 典褐色t

l41 鯉褐色士

I‘12 猟褐色上

143 照褐色上

144 暗褐色土

（淡黄色土ブロックを多く含む｡）

145 淡褐色t

l4Ii 淡黄色上

I‘17 淡黄褐色 t

（黒色 ヒプロックを多く含む｡）

148 淡灰黄色上

川満剛l：

(I 束西力向西､f

I49淡褐色土

151） 淡灰褐色t

I51 淡照褐色土

152 暗灰掲色上

153 暗灰掲色土

154 黒褐色上

21W北方向北半

155暗灰褐色土

（黙褐色上ブロックを多く含む｡）

136 灰褐色上

157 淡灰褐色土

158 灰黄色上

3(） 暗褐色士

31 ノM褐色t

32 1M褐色t

3:｛ 照褐色上

：側 M1褐色f

35 胤褐色lも

311 胤褐色I：

（黄色'二を斑状に多く含む竃）
：17 弧褐色k

（黄～褐色上ブロックを多く含む）

38 1M褐色l：

31） 凧褐色 k

（繭色'二ブロックを多く含む｡）

」(｝ 照褐色士

41 蝋褐色上

42 肌糊色t

（戯～褐色l:ブロックを多く含む｡）
4:I 熱掲色上

44 蝋褐色'二

45 暗灰褐色t

46暗灰掲色上

2蝋I咀〃lfﾘ収半

47 褐色f

4H 略褐色上

‘19 褐色lZ

訓1 悶色 t

31 褐色上

52 褐色t

5:I 褐色上

54 褐色t

55 無掲色上

56 典褐色上

57 肌褐色t

58 J!(褐色-k

5(） .I!(褐色t

（褐色tブロックを多く含む｡〉

II） ‘11%褐色上

lil 瓢褐色土

（鮒色Iニプロックを多く含む）

IiZ jH褐色土

1i:I 黙褐色t

（卜1 肌褐色上

（i5 照褐色{：

（ili 暗褐色土

； |ﾔj北か向北半

67 淡褐色上

Ii8 淡褐色l2

Ii(） 灰戯褐色士

711 Wf褐色 t

71 略褐色lz

72 繭褐色 1目

73 瞭灰褐色上

74 昭褐色t

両暗褐色上

76 黄褐色t

77 澁色七

78 菰測色上

（淡戯色上ブロックを多く含む｡）
71） 暗灰褐色I：

H1） 陥灰褐色土

81 購灰褐色t

82 灰褐色士

83 灰褐色t

84 ．ﾘ､1褐色上

85 茂色上

8(j 眈色上

0

111災l：

159 淡褐色上

地IlI

l6(） 黄褐色上

10m
(l :60）
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る (12～30．47～54．67～93層)。斜面高所側の墳丘北西部では旧表土は薄く，周溝掘削などに

より地山（黄褐色土）を一定度掘り込んでいるが,斜面低所側の墳丘南東部では旧表土層が厚く，

墳丘裾における地山の露出はそれほど顕著ではない。これらのことから，本古墳の墳丘盛土に供

された土は旧表土（淡褐色土）を供給源とする士が主体的で， 旧表土層下の地山（黄褐色士）を

供給源とする土はあまり用いられなかったと考えられる。 このことは，地山を供給源とする黄褐

色士系のブロックを含む土の盛土における使用頻度が全体的に少なく，盛土下層（第一段階の盛

土）や石室裏込めの掘方埋土に一定度みられる程度であることからもいえよう。

（3）石室（第43～45図，図版31c・33c･34～41)

横穴式石室の長軸は北西-南東方向(N54｡W)を指し，南東方向に開口する。石室は墳丘中央

に設けられた平面形隅丸長方形の掘方のほぼ中央に構築されている。石室掘方の規模は,長さ7．8

m,幅3.6～4.2m,深さl～l.3mである。石室は天井石に石材l～2枚の欠失がみられることを

除けば,ほぼ原状を保つ。石室の規模は,長さ（南西側壁)8.22m,同（北東側壁) 7.62m,幅（奥

壁) l.08m,同（敷石前端) l.08m,同（南西側壁立石部分) l．02m,同（閉塞石部分)0.7m,

同（石室前端)O.9m,高さ（奥壁) l.38m,同（敷石前端) l.08m,同（棺台石部分) l.14～l.26

m,同（南西側壁立石部分) 0.96～l.32m,同（羨道北東側壁) 0.24～0.9m,同（羨道南西側壁）

0.42～0.96mである。石室の幅は0.9～l.08mとほぼ一定である。奥壁から5.5mの閉塞石近くまで

は幅l.02～l.08mで， ここから閉塞石， さらには石室前端にかけてやや窄まり0.9mの幅となる。

石室平面形はほぼ長方形である。石室の高さは，奥壁から5.l6m付近までは天井石が存在するの

で，石室床面から天井石下面までの高さ，天井石がない羨道部分については床面から各側壁上端

までの高さとする。ただ，石室床面が奥壁から2.28m付近までは敷石十礫床で，棺床面から24~

57cmの高さ （標高244.03m付近）にその上面が位置するので，敷石十礫床上面から天井石下面ま

でを石室の高さとみる。この敷石十礫床上面から24cmの高低差で下がる棺台石部分， さらには閉

塞石部分にかけては厚さ5～24cmの棺床士（暗灰褐色士）が施されており, 3～7｡の緩やかな傾

斜で下傾する棺床士上面＝棺床面と天井石下面あるいは石室側壁上端までを石室の高さと考え

る。なお， この棺床面は閉塞石部分で更に21cm低くなる。石室の玄室と羨道の境界は分かりにく

いが，南西側壁では奥壁から3.7～4.3m付近の石積みがそれより奥壁側の比較的整然とした石積

みに比べて，やや小型の石材を乱雑に詰め込むような積み方で明らかに石積みの様子が異なる。

そして， そのすぐ石室入口側の奥壁から4.3～4.7mの位置には大型の立石がある。また，北東側

壁では奥壁から3.6～4.lm付近で石積みの仕方がより乱雑になるとともに，石材が小型になる。

その奥壁から4.l～4.6mの箇所にはやや大型の石材を積み上げており，明らかな石積みの変化が

みられる。この両側壁において石積みの状況が変化する奥壁から4.6～4.7m付近が玄室と羨道の

境界であると考えられる。この部分がほぼ天井石の前端にあたることやこの付近で敷石十礫床，

棺台石の屍床区画が終わることからもこの考えは首肯できよう。なお，敷石十礫床の前端は一段

高くなっており，棺台石部分の屍床区画と区別している。この敷石十礫床では耳環1対が，棺台
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石部分では鉄釘が出土した。また，奥壁から5.58～6.48mの床面には閉塞石が存在する。石室前

端から左右に墳丘南西裾・南東裾に沿って外護列石が延び，南西側の外護列石周辺の墳丘上や墳

丘裾では須恵器・大甕をはじめとする多くの須恵器・土師器片が出土した。

①羨道奥壁から4.6～4.7m付近から石室入口までを羨道とすると，その長さは南西側壁3.45m,

北東側壁2.82mである。南西側壁は立石に接して3個の基底石が石室入口側にかけて存在する。

立石に接して長辺102cm,短辺57cm,奥行65cmの大型の石材を横積みし，その南東側には長辺60cm,

短辺54cm,奥行56cmの石材を縦長に広口積み， その南東側に長辺54cm,短辺34cm,奥行54cmの角

礫を横積みしている。なお，立石の南東側に接する基底石ではその下面にIO～30cm大の小型の

角礫9個を，前端の基底石の下面には20～30cm大の小角礫4個をそれぞれ詰めて基底石の安定

を図っている。 これらの基底石の上に30～40cm四方，奥行30～74cmの石材を横長の小口積みし

ているが， その積み方はやや雑である。なお，最も入口側の基底石の南東側には30～40cm四方，

奥行30～50cm程度の角礫をl～2段乱雑に横長の小口積みしているが，基底石に当たる大型の

石材は存在せず，石材の下面は棺床面から20cm程度浮いている。或いは基底石上の石材か西側外

護列石の石材が崩落した可能性がある。一方，北東側壁は基底石4個で，最も奥壁側の基底石上

のみ2～3段の石積みがみられ，入口側の基底石上の石積みは失われている。奥壁側の基底石が

長辺74cm,短辺60cm,奥行64cmの石材を横長の広口積み， その南東側は長辺84cm,短辺63cm,奥

行75cmの石材を横長の広口積み， その南東側は長辺48cm,短辺42cm,奥行50cmの石材を横長の小

口積み， そして石室前端には長辺54Cm,短辺40cm,奥行42cmの石材を横長の小口積みする。そし

て，奥壁側の基底石上にのみ30～40cm大の小型の角礫を面が横長になるように比較的整然と2

～3段積み上げている。

②玄室奥壁から南西側壁の立石前端まで，北東側壁は石積みの目地が崩れてやや大型の石材を

3段積む付近までを玄室と考える。玄室の長さは，南西側壁が4.8m,北東側壁が4.92mである。

この玄室の平面形は幅がl.02～l.08mとほぼ一定の長方形である。

a.奥壁下段に2枚の石材を縦長の広口積みに左右に並べて基底石とし， その上に大型の石材

1枚を横長の広口積みに載せている。南西側の基底石は長辺92cm,短辺55cm,奥行54cm,同じく

北東側の基底石は長辺94cm,短辺40cm, これらの基底石上に長辺65cm,短辺50cm,奥行32cmの規

模の石材を置く。左右2個の基底石の間には長辺20cm,短辺lOcm,厚さlOCmの小型の板石を縦向

きに詰め，北東側の基底石の下面には長辺43cm,短辺23cm,厚さ16cmの長方形の板石を詰めて，

基底石の安定と補強を図っている。

b.南西側壁玄室前端の立石を含めてlO個の石材を置いて基底石とし， これらの基底石の上面

に4～5段ほど角礫を目地がある程度通るように比較的整然と積んでいる。その積み方は，多く

の場合，角礫の長辺IO～90cm(主体は20～60cm),短辺lO～40cm(主体は10～30cm)の小口面を

横長にして積む小口積みだが，大型の石材の場合は側面を横長にして積む横積みもみられる。 IO

個の基底石は，奥壁からのl～6枚とIO枚目（大型の立石）の計7個の基底石はいずれも石材を

縦長に用いて広口積みに立てるが，奥壁から7枚目の小型の立石は石材の側面を縦長に用いて石

－78－
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室内側に向け， 8枚目は横長の広口積み， 9枚目は横長の小口積みに石材を置いている。

最も奥壁寄りの基底石は長辺70cm,短辺45cm,奥行38cmの石材を縦長の広口積み（背後下面に

20cm大の詰石l),奥壁から2枚目の基底石は長辺74cm,短辺46cm,奥行40cmの石材を縦長の広

口積み， 3枚目は長辺50cm,短辺40cm,奥行36cmの石材を縦長の広口積み, 4枚目は長辺72cm,

短辺40cm,奥行39cmの石材を縦長の広口積み（背後下面に20cm大の詰石l), 5枚目は長辺76cm,

短辺56cm,奥行45cmの石材を縦長の広口積み, 6枚目は長辺48cm,短辺44Cm,奥行35cmの石材を

縦長の広口積みし（背後下面にlOcm大の詰石2), 7枚目は小型の立石で長辺50cm,短辺27cm,

奥行35cmの石材の側面を縦長にして石室内に向けて立てる（背後下面にlOcm大の詰石l)。奥壁

から8枚目の基底石は，長辺72cm,短辺40cm,奥行35cmの石材を横長の広口積み（背後下面に20

Cm大1個，数～lOcm大の詰石3個), 9枚目は長辺42Cm,短辺34cm,奥行52cmの石材を横長の小

口積み(10枚目の基底石との間に20cm大の石材lを縦長に詰める), 10枚目の基底石は玄室前端

の立石で，長辺109cm,短辺50cm,奥行43cmの石材を縦長の広口積み（南東側に隣接する羨道後

端の基底石との間に数～lOCm大の詰石3)に立てる。奥壁から1 ．4．6～8枚目の基底石で

は石材の背後下面にIO～20cm大の詰石l～2個を， また9･ 10枚目の基底石では隣接する基底

石との間にl～3個の石材を詰めて基底石の安定を図っている。

c・北東側壁基底石上に20～30cm大を主体とする小型の角礫を4～5段程度積むが，南西側

壁のようには横方向への目地は通らず乱雑な積み方である。最も奥壁寄りの基底石の上面が最も

高位置にあるが， この上面（標高244.5～244.7m)に高さを揃え， 目地が通るように基底石の直

上にやや大きめの角礫の長辺30～50cm,短辺20～30cmの小口面を横長にして1段積み（奥壁

から4～9枚目の基底石ではやや小型の石材をその下に挟む） しており， これらの上面に長辺

lO～40cm,短辺数～30cmのやや小型で不整形の角礫を横長主体に乱雑に積みあげている。基底

石上の石積みは大半が角礫の小口面を横長にした小口積みだが，最も奥壁寄りの基底石上のやや

整美で大型の角礫は石材の側面を横長に置く横積みの可能性がある。基底石の立て方は縦長の広

口積みが基本だが（奥壁からl ･4･5．9枚目),横長の広口積み（奥壁から3･ 6．7枚目）

や縦長の小口積み（奥壁から2枚目)，横長の小口積み（奥壁から8枚目） もみられ，南西側壁

に比べると多様である。

最も奥壁寄りの基底石は長辺78cm,短辺48cm,奥行40cmの石材を縦長の広口積み（隣接する2

枚目の基底石との間に10cm大の詰石2),奥壁から2枚目の基底石は長辺50cm,短辺40cm,奥行

46cmの石材を縦長の小口積み（背後下面に30cm大・ lOcm大の詰石各l),奥壁から3枚目の基底

石は長辺64cm,短辺60cm,奥行30cmの石材を横長の広口積み（背後下面にlOcm大の詰石2),奥

壁から4枚目の基底石は長辺56cm,短辺42cm,奥行25cmの石材を縦長の広口積み，奥壁から5枚

目の基底石は長辺51cm,短辺42cm,奥行26cmの石材を縦長の広口積み，奥壁から6枚目の基底石

は長辺48cm,短辺46cm,奥行22cmの石材を横長の広口積み，奥壁から7枚目の基底石は長辺78cm,

短辺60cm,奥行43cmの石材を横長の広口積み（前側下面にlOCm大の詰石8),奥壁から8枚目の

基底石は長辺50cm,短辺40cm,奥行66cmの石材を横長の小口積み（前側下面にlOCm大・20cm大の

－80－
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詰石各1 ,隣接する立石との間に10Cm大の詰石2),奥壁から9枚目の玄室前端の基底石は長辺

70cm,短辺64cm,奥行27cmの石材を縦長の広口積みに立てている。奥壁から1 ．2枚目の基底石

間及び2．3枚目の基底石の背後下面にlOcm大を主体とする詰石2個を，奥壁から7． 8枚目の

基底石の前側下面にはIOcm大を中心とする詰石2～8個を, 8．9枚目の基底石間にはlOcm大の

詰石2個を詰めて，各基底石の安定を図っている。

奥壁の壁面はほぼ垂直だが，両側壁の壁面はいずれも傾斜角度82.とやや内傾している。石室

横断面A-A'部分での天井幅は84cmで，床面（敷石上面）の幅1O8cmの78%で, 24cm内側に迫り出

している。

③天井石現状で奥壁から5.2mの，南西側壁の10枚目の基底石（立石),北東側壁では9枚目の

基底石のあたりまで天井石が石室を覆う。 6枚の石材が構架されているが，奥壁側から4枚目と

5枚目の石材の間が24cm, 5枚目と6枚目（前端）の石材の間が60cm程度隙間があり， この部分

の石材の欠失や原位置移動が考えられることから，本来は7～8枚程度の石材が天井石として石

室を覆っていたと考えられる。なお，石室北東側南半の外護列石背後の墳丘に長辺130cm,短辺

60cm,厚さ30cmの長方形の石材が存在したが，盗掘時に抜き取られて墳丘に放置された天井石の

石材である可能性が高い。また，現状の天井石前端の石材は前傾しており， ある程度原状を失っ

ている可能性がある。そして，原状を保つとみられる奥壁からl～5枚目の石材から窺われる天

井石の下面は傾斜角度6．で石室入口側に緩やかに下傾する。天井石の石材は，最も奥壁寄りの

石材が長辺82cm,短辺74cm,厚さ38cmの平面形不整台形の板石，奥壁側から2枚目の石材は長辺

122cm,短辺84cm,厚さ30cmの平面形長方形の板石, 3枚目は長方形1l0cm,短辺76cm,厚さ50cm

の平面形長方形の板石， 4枚目は長方形120cm,短辺60cm,厚さ52cmの分厚い長方体状の石材，

5枚目は長辺1l6cm,短辺50cm,厚さ34cmの平面形不整形の板石，前端の最大規模の石材は長辺

140cm,短辺132cm,厚さ82cmの平面形不整台形の分厚い石材である。奥壁側に最も小型の石材を

置き，前端に最も大きな石材を置いており， その間には長辺110～122cm,短辺50～84cmのほぼ

同規模の板石を主体とする石材を横向きに構架している。奥壁から4枚目の石材のみ分厚い長方

体状で，下面が14cm突出する。 これらの天井石の上面は石材間を中心に凹凸がみられるものの，

詰石は殆どみられない。 これに対して，天井石側面と奥壁・両側壁上面の間隙にはそれをまく、た

めにlOCm大の小角礫を主体にした詰石が行われている。

④床面石室掘方底面に暗灰褐色士を厚さ5～24cm入れて棺床土とし， その上面を棺床面とし

ている。 この棺床面上に奥壁から2.28m付近までは敷石十礫床を，奥壁から2.28～4.38m付近に

は棺台石を置き，長さ4.38m,幅1.02～1.08mの長方形の屍床区画としている。 これらは奥壁側

の長さ2.28mの敷石十礫床区画と入口側の長さ2.1mの棺台石区画の，相接するほぼ同規模の2つ

の区画に分けることができる。

a・敷石十礫床区画厚さ5～12cmの棺床士の上面に長辺1O～60cm,短辺I0～35cm,厚さ数

-20cmの平面形長方形の板石・角礫20数個の上面をほぼ水平に揃えて置き， その上には2～数

Cm大の小円礫を敷いている。小円礫は敷石の隙間などに多く入れ込まれており，敷石上面にはそ
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れほど密にはみられない。 この敷石十礫床の上面は

式ほぼ水平で，標高244.0m付近に揃う。 この敷石十

礫床区画前端の両側壁際には角礫を小立石状に立
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てており， その間には20cm大のやや小型の角礫2個 V ｡V
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石は長辺50cm,短辺22cm,厚さ16cmの長方形の板状 到 画

の角礫の広口面を奥壁側・入口側に向けて立てて _L244.10m A，

識
いる。 このように，敷石十礫床の前端は一種の仕切

り状を呈している。この仕切り状部分を除いた屍床

部分の長さは2.lmである。敷石十礫床区画上面の

奥壁からl.48～l.55mの中央やや北東側壁寄りで耳奥壁からl.48～l.55mの中央やや北東側壁寄りで耳 L一座一m
環2点(144･145)が並んで出土した。 第45図宮の本第ll号古墳石室閉塞石

実測図(1 :30)b・棺台石区画敷石十礫床区画の上面から24cm下

位の棺床面上に長辺22～45cm,短辺14～30cm,厚さ3～18cmの小型の角礫l2個を並べた屍床

区画で，棺台石上面は標高243.9m付近にほぼ揃い，敷石十礫床区画上面（標高244.0m)よりlO

cm程度低い。棺台石の角礫の周囲からは鉄釘4点(137～l40)が出土した。

⑤閉塞石（第45図，図版40b･c) 石室内奥壁から5.64～6.48mのところに閉塞石の残欠がみ

られる。長さ0.9m,幅0.95m,高さ0,5mの規模で，長辺10～50cm,短辺l5～25cm,厚さ数～

15cmの角礫を13個置いているが， その検出状況から長方体のもの数本を縦長に立て並べていたも

のが半ば倒れかけた状況とみられる。

⑥石室掘方内及び石室前面の出土遺物北東側壁基底石裏側の掘方埋士中から鉄器（刀子135)

や須恵器（平瓶121)が出土した。また，石室前面の地山（黒褐色士）上に堆積した暗褐色土中

からは須恵器（杯蓋82．83．86．88．89．90，杯身99～102,高杯lO6． ll3． ll4,増蓋ll8,"

l20,壺124)がややまとまって出土している。

（4）外護列石（第43図，図版31c)

石室前端から南西方向及び北東方向に墳丘裾に沿って延びる列石で，南西列石・北東列石①と

もに石室の南西側壁及び北東側壁の各前端の石積みにほぼ直結して構築されている。各列石の現

存規模は，南西列石が長さ3.3m,高さ0.39～0.84m,北東列石①が長さ2m,高さ0.42～0.66

mで，北東列石①の北側l.32mには長さl.98m,高さ0.24～0.66mの現存規模の北東列石②が存

在する。北東列石①②は本来的には一体のものであった可能性が高い。各列石ともにやや崩れた

石積みで整美な石垣状を呈するわけではないが，ほぼ墳丘裾の斜面に沿って角礫をl～4段程度
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積み上げている。南西列石は石室南西側壁の前端から石室中軸線(N54｡W)に直角(101｡=N

l55｡W)に近く屈曲して南南西方向に0.84m延びたのち, 51.屈曲してほぼ西方向に長さ2.64mほ

ど延びる。 IO～50cm大の角礫を2～4段程度乱雑に積んでいる(列石壁面の傾斜角度60｡)。一方，

北東列石①は石室北東側壁の前端から石室中軸線にほぼ直角(103｡=N49｡E)に屈曲して北東

方向に0.78m延び, 38.屈曲して北北東方向にl.2m延びる。 10～40cm大の角礫を2～3段程度や

や乱雑に積み上げている（列石壁面の傾斜角度69｡)。なお，北東列石②は石室中軸線から20.東

にふれた南東一北西方向(N34･W)に延びており, 10～40cm大の角礫をl～3段程度乱雑に積

む。これらの列石の周辺（主に前面及び墳丘上方）では須恵器を主体とする遺物が出土したが，

これらは列石前面(墳丘裾)出土のものを中心に追葬時に掻き出されたものである可能性が高い。

特に，北東列石①の前面と南西列石の前面及びその背後の墳丘上で須恵器を主体とする遺物が集

中的に出土している。北東列石①の前面では須恵器（杯蓋・杯身・高杯)，南西列石周辺の墳丘

裾及び墳丘上では多くの須恵器（杯蓋・杯身・高杯・増蓋・平瓶・甕・大変）の破片や鉄器（刀

子）などが出土した。

（5）出土遺物（第46～50図，第6表，図版49～52)

第11号古墳では横穴式石室内・墳丘・周溝などから計66点の遺物が出土している。その内訳

は,須恵器47点（杯蓋・杯身・高杯・平瓶・大喪ほか)，土師器5点（甕ほか),石器1点（敲石)，

鉄器9点（刀子・鉄釘ほか)，銅製品2点（耳環）などで，出土位置は石室内・掘方内8点，南

西側外護列石周辺20点，北東側外護列石周辺6点，石室前面16点，周溝内・墳丘盛土ほか16点で，

南西側外護列石周辺と石室前面からの出土が全体のl/2強と多い。石室内からは玄室床面から耳

環と鉄釘が出土したが，土器類は須恵器・平瓶2点が石室入口と北東側壁背後の掘方内から出土

したのみである。須恵器が7割以上を占め，土師器は喪・甑の口縁部片数点が周溝内や墳丘から

出土しただけで，石室周辺からの出土はない。鉄器は刀子・鉄釘だけで内容が乏しい。

須恵器(80～128) 計49点で,器種の内訳は杯蓋l1点,杯身13点,高杯14点,平瓶3点,増蓋・喪・

大甕各2点，瞳・壺各1点である。出土位置としては，南西側外護列石周辺（列石前面の墳丘裾

と列石背後の墳丘上） と石室前面（墳丘裾に至る斜面の地山上面に堆積する暗褐色土層中）から

主に出土している。器種は杯蓋・杯身と高杯が多い。高杯は南西側外護列石周辺から6点と多く

出土し，杯蓋は石室前面から6点出土した。杯身はいずれの箇所からも4～5点出土している。

また，甕・大喪はすべて南西側外護列石周辺からの出土である。

a.杯蓋(80～90) つまみをもたないもの(8点） ともつもの(3点）があり，両者は法量に

やや幅がある。つまみをもたない80～87は口径9.2～1l.0cm,器高2.5～5.0cmである。小型の

83．85～87が口径9.2～10.0Cm,器高2.5～3.2cmで，大型の80～82･84が口径10.6～11.0cm,

器高3.7～5.0cmと比較的纏まる。形態的には大型のものを中心に，平坦な頂部から外下方に直線

的に延びた体部が屈曲してほぼ垂直に下るものが主体であるが(80～82．84･87),小型のもの

は比較的平坦な頂部から曲線を描いて外下方に開き気味に延びて口縁を丸く納めるものが多い
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(83．85．86)。調整は，外面頂部が回転へラ切り不調整で，体部内外面回転ナデ，頂部内面に一

定方向のナデを行うのが一般的である。外面頂部～体部上半の回転へラケズリは86．85でみられ

るが，主体的ではない。

高く丸みのあるつまみをもつ88～90は， 口径9.6～10.2cm,かえり径7.9～8.6cm,器高2.4cm

である。 88は頂部が平坦だが，ほかの2点はごく緩やかに下傾する。88は体部から斜め下方にほ

ぼ直線的に延びる口縁の内面に内下方に短く尖る小さなかえりが付く。かえりの端部は口縁端部

の内側に収まる。89はやや丸みをもって外下方に延びた体部から短く折れた口縁の内側にほぼ垂

直な短いかえりが付く。かえりの端部は口縁端部の位置にあり，突出しない。90は外下方に直線

的に延びた体部からごく緩やかに下方に屈曲する口縁の内側に短く垂下する断面逆三角形のかえ

りが付く。その端部は口縁端部から突出する。調整は，いずれも外面頂部から体部上半にかけて

は不調整で，体部下半～内面にかけては回転ナデを施す。

b・杯身(91～103) 13点あり，たちあがり ．受部をもつ器形(91～98) ともたない器形(99

~103)がある。前者は口径9.8～ll.0cm,器高2.6～4.2cm,後者は口径9.4～ll.lcm,器高2.9～3.6

Cmで，やや大型の96を除けば，両者の口径・器高はそれほど差がなく，ほぼ同一である。たちあ

がり．受部がある器形は，平坦な底部から外上方に直線的に延びる体部に続く受部に内上方に短

く延びる断面三角形の比較的短いたちあがりが付くものが主体だが，やや大型の95．96はオリコ

ミ手法によりU字状の受部との境からほぼ垂直に延びるやや長いたちあがりが付く。 91 ･92は底

部は平坦でなく，外上方にやや内湾気味に延びる。94は低平な器形である。 91 ･92･94．97は特

にたちあがりが小さくて低く，端部は受部とほぼ同じ位置にある。調整は，外面底部は回転へラ

切り不調整（94～96）か不調整(91～93),体部内外面は回転ナデ，内底面に一定方向のナデ

を行うもの(91･93) と不調整のもの(92･95．96)がある。

たちあがり．受部のない杯身は，平坦な底部から屈曲してやや開き気味に垂直に近く立ち上が

り，端部を丸く納める。 99はやや内湾気味に, 100～lO2はやや外反気味に立ち上がる。 lO3は底

部から直線的に外上方に延びる。調整は，外面底部が回転へラ切り不調整,体部内外面回転ナデ，

内底面に一定方向のナデを行うのが一般的だが， 99の外底面は不調整, 102の外底面は一定方向

のヘラケズリを施す。

C.高杯(104～ll7)計14点だが，全形が窺えるのはll2～ll4の3点のみで，ほかは杯部片

8点，脚部片3点である。小型品のll2を除くと， 口径lO.6～16.3cm,脚端径8.l～lO.8cm,器高

9.5～10.4cmである。大型品のllO. lll ･ 114以外は口径10.6～12.9cmの範囲に7点が納まり， こ

のあたりが中心的な口径とみられる。杯部の形態は丸みの強いやや低平な椀状のものが主体で，

体部と口縁の境でごく緩やかに屈曲するものが目立つ｡杯部の調整は内外面回転ナデが基本だが，

104． lO7の底部外面や105の外面の底部と体部の境には回転へラケズリがみられる。 lO5･106･

108． ll4の外面の底部あるいは体部は不調整である。 lO9･ llO･ 113． 114では外面の体部あるい

は体部と口縁の境付近に凹線や段がみられる。脚部はll2～ll7の6点に残存するが， ラッパ状

に開くll3･ ll4は水平に延びる脚部の端部を屈曲させ短〈垂下する端部をやや尖り気味に納め
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る。 ll5． ll6は低脚で，外湾気味に外下方に延びた脚の端面を外傾させている。脚部の調整は内

外面回転ナデか基本だが, ll6は脚端部内外面のみ回転ナデでほかは不調整である。 ll3･ ll4で

は外面の脚柱部中央に1条の凹線を施す。 ll2は口径8.3cm,器高4.55cmの小型の高杯で，杯部は

ほぼ平坦な底部からやや開き気味に直上し， 口縁端部を尖り気味に納める。脚部は外湾気味に外

下方に延び，端部を丸く納める。調整は，杯部の外面が底部は回転へラケズリ，体部内外面回転

ナデで，内底面中央に一定方向のナデを行う。脚部は脚端部内外面のみ回転ナデを施し，他は不

調整である。

。、増蓋(ll8･119) 118は平坦な頂部から鋭い稜を残して屈曲し，外下方に直線的に延びた体

部～口縁の端部に内傾する短いかえりが付く。かえりの端部は口縁端部から突出する。調整は，

外面頂部が回転へラ切り，体部不調整で,内面全体に回転ナデを施す。口径7.5cm,かえり径6.6cm,

器高2.4cm｡ll9は口径8.0cm×8.4cm,器高3.5cmで，丸みのある頂部から屈曲して外下方に直線的

に延びる体部～口縁の端部を丸く納める。調整は外面頂部回転へラ切り不調整で，外面体部～内

面は回転ナデである。

e."(120) 扁球状の体部に細長く直立する頚部が付き，小さな段と浅い凹線を介して直線的

に外上方に延びるラッパ状の口縁が続き， その端部を平坦に納める。底部は平坦で，やや肩の張

る体部最大径部に径l.5cmの円孔を穿つ°外部から穿孔され，体部の内部に快り取られた円板が

残されていた。調整は，外面の底部が回転へラ切り不調整で，最大径部までの体部下半は回転へ

ラケズリ，体部上半から内面頚部付近まで回転ナデを施す。体部内面は調整不明である。外面の

頚部と口縁部との境，頚部中央と体部最大径部の3か所に凹線を施す。外面体部～口縁から内面

の口縁～頸部にかけて透明な自然釉が付着する。口径9.2cm,器高ll.4cm。

f.平瓶(121～123) 丸みのある扁球状の体部に外上方に開き気味に延びる口縁が付く通常の

平瓶(121.l22) とやや扁平気味ながら強く膨らむ体部に外上方に直線的に延びて端部を平坦に

納める一見甕と見紛うような大型の平瓶(123)がある。前者の121は口径5.8cm,器高l5cm,体

部最大径14.7cmで，調整は外面の平坦な底部は回転へラ切り不調整，体部下半は底部側から回転

へラケズリ，不調整で，最大径部付近がカキ目（8本/cm),外面肩部付近から口縁部，内面に

かけて回転ナデを施す。内底面には不調整部分が残る。外面口縁部中央やや上方に浅い凹線1条

を施す。 122は口径5.5cm×8.2cm,器高l4.8cm,体部最大径l8.lcmと121よりやや大型の平瓶で， 口

縁は大きく歪む。調整は，外面が浅く凹む底部は回転へラ切り不調整，最大径部付近までの体部

下半が回転へラケズリ，比較的平坦な体部上半は不調整， 口縁の内外面は回転ナデである。内面

体部～底部は調整不明である。 123は口径ll.4cm,器高24.lcm,体部最大径24.45cmで，強く膨ら

む体部は左右非対称である。肩部外面に径l.5cmの扁平な円形釦が，体部内面側には封鎖痕がみ

られる。口縁は外上方に直線的に延びる器壁が分厚いもので，平坦な口縁端面には凹線が施され

る。口縁部外面中央には浅い凹線を施す。調整は， 口縁内外面が回転ナデ，内面の体部上半同心

円タタキ，下半は横方向主体の雑なナデ，体部外面は肩部付近が縦方向の平行タタキ，最大径部

付近が横方向のヘラケズリ，底部付近は雑な不定方向の強いナデあるいは浅いケズリを行う。
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g."(124) 口径15.4clnのやや開き気味に直立する口縁の端面はやや内傾する。調整は，内面

の口縁～体部上端が横ナデ，体部は同心円タタキののちに横ナデ，外面は口縁～肩部は調整不明

で，体部上半は縦方向の平行タタキののち横方向のカキ目を施す。

h・蕊(125･ 126) 125は口縁部小破片で，端部を下方に拡張する。口縁端面は垂直で，左斜め

に傾く刻み目を，その下位には右斜めに傾く刻み目をいずれも連続的に行っている。内面の調整

は横ナデである。 126は頸部から外湾気味に立ち上がった口縁の端面を水平にしている。調整は，

内面口縁～頸部から外面口縁端部にかけて横ナデ，体部内面同心円タタキ，外面は口縁が縦方向

のハケ目，頸部は横ナデ，肩部は縦方向の平行タタキである。口縁外面中央には1条の浅い凹線

124

■ 竺三 〆〆

汐"/″す乞孝″

125

1264興掘函i2…

m

l27

0

上

第48図宮の本第11号古墳出土遺物実測図(3) (1 :3,

10cm
I

(l:3）

l :6)須恵器③
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がみられる。口縁内面に暗緑色の，頸部外面には灰緑色の自然釉が付着する。口径18.8cm。

i .大甕(127･128) 127は口頸部を失うが，体部最大径52.7cm,体部高さ46.7cm以上のやや尖

り気味の底部をもつ大謹で，体部上半に最大径部のあるやや肩の張る器形である。内外面の色調

は青みを帯びた黒褐色，胎士は灰黒色の比較的精良なものである。口縁～肩部にかけて欠失する

が， その破断面の観察によると，意図的に内面側から少しずつ割られた可能性がある。調整は，

内面同心円タタキ，外面は上位2/3が横方向カキ目（9～ll本/cm)ののち縦方向平行タタキ，

その後横方向のヘラナデあるいは縦方向の乱雑な板ナデ状の調整を加えている。下位1/3ではカ

キ目・横方向のヘラナデはみられず，基本的に格子目タタキののち斜め方向主体の雑なヘラナデ

を行っている。 128は口径41.0cm×43.5cm,体部最大径78.4cm,器高78.9cmの大喪で，平坦気味の

底部から体部上半に最大径部がある肩の張る体部に続き， この体部から頚部にかけてややつよく

窄まる。頸部から大きく外上方に開く口縁の端部を短く内側に曲げ，端面は平坦に納める。調整

は,内面の口縁が横ナデ,体部は同心円タタキ,外面は体部上位l/3が格子目タタキののち横ハケ，

下位2/3は格子目タタキである。外面の口縁部端部は帯状に肥厚し， その上半に横ナデののちや

や右傾する櫛描列点文（7～8本単位）を3～7mm間隔で行い，下半は幅広く浅く凹む。この口

縁端部の下方には横ナデ調整ののちに凹線2条で画された3つの区画のなかに櫛描波状文と列点

文を連続的に施している。最上位の文様帯には左傾する波状文（9～12本単位）を0.8～lcmH

隔で施し,中央と下位の文様帯にはやや右傾する列点文(12～13本単位)を2～5mm間隔で施す。

土師器(129～133) "l点・甕3点・甑1点の計5点である。いずれも口縁部の破片で，壷以

外は周溝内からの出土である。壺129は頸部で屈曲して短く外上方に延びる口縁の端部を平坦に

納める。調整は，外面と口縁内面が横ナデ，体部内面は縦方向のヘラケズリである。口縁端部と

体部外面に部分的に淡黒色のススが付着する。口径9.4cm｡ l30～132は謹で, 130． 131は頸部で

〈の字に曲がる口縁の端部を丸く納める。調整は, 130が頚部内面に指頭押圧， 口縁内外面横ナ

デである。口径14.6cm｡ 131は口縁内外面横ナデ，体部内面横位・斜位へラケズリ，体部外面縦

ハケ（6～7本/cm)である。口径l9.2cm｡ l32はくの字に屈曲して直線的に延びた口縁の端部

を平坦に納める。調整は，口縁端面～口縁外面横ナデ,外面口縁下半～体部は縦ハケ（6本/cm)

ののち横ナデ,内面の口縁部は横ハケ（6本/cm),体部は横ハケ(4本/cm)を施す。口径33.0cmo

l33は口径29.4cmの甑の口縁部片である。大きく外反する口縁の端部を丸く納める。調整は，体

部内面が横方向のヘラケズリ， そのほかは横ナデである。

石器(134)敲石で，下端に潰れ状の使用痕が残る。長さ14.lcm,幅6.lcmで，焼成を受けた石を

加工・使用したとみられる。石材は暗黄白色の花崗岩質のものである。

鉄製品(135～143) 刀子2点・鉄釘4点・用途不明品3点の計9点である。 l35． 136は刀子と

考えられる。 135は刃部片で，切先側が残る。現存長5.7cm,刃部幅l.5cm｡ l36は刀子茎部片で，

現存規模は長さ4.7cm,幅（最大) l.7cmである。幅0.75cmの帯状に変色する部分があり， それに

隣接して目釘孔に目釘が刺さった状態で出土した。目釘は長さ0.95cmで，径4.5mmの円形の頭部を

もつものである。 l37～140は鉄釘で，頭部はl.0～l.5cm×0.65～1.l5cmの横長の長方形ないし

－90－
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第50図宮の本第ll．33号古墳出土遺物実測図(1 :2)石器・鉄製品・銅製品

は方形で，折頭形である。完存する137の長さ7.2cmで，軸部の断面は方形で, 138． 139は中空で

ある。 137には横走する木質が部分的に残る。 l41～l43は用途不明品で, 142は刀子の茎部状の

ものと筒状のものが鏡着し, 143はボルト状のものに刀子茎状のものが鏡着している。

銅製品(144･ l45) いずれも銅芯鍍金の耳環で, 144は外径1.7cm×l.8cm, 145は外径l.6cm×1.75

Cmの大きさである。いずれも内側面を中心に金箔が残る。接面はl～2mm離れている。

3．宮の本第33号古墳（第3．4図）

(1)立地と調査前の状況（第40図）

第33～35号古墳の3基は調査の進捗に伴ってみつかった古墳である。第33号古墳は調査区ほ

ぼ中央にあり，第11号古墳の西3.4mの北西から南東方向に下傾する緩斜面に位置する（標高245

~247m)。調査前には墳丘や石室の存在を示唆する何らの痕跡もみられなかった。

－92－



（2）墳丘・周溝（第41 ･51図，図版42a)

第33号古墳は横穴式石室を埋葬施設とする古墳で，石室背後に半円形の周溝が廻るが，墳丘は

削平され殆ど残っていない。周溝から復元される墳丘は径7mの円形で，墳丘の高さ（現存）は

周溝底面から0.8mである｡周溝外縁までの古墳の規模は径8.6mである｡周溝の幅は0.5～1.8mで，

深さ（最大）は0.57mである。

墳丘西側に北西-南東方向3m×北東一南西方向1.6mの範囲にl0～20cm大の角礫の広がり （集

石）がみられるが，その性格については明確にしがたい。

（3）石室（第52図図版42～43）

やや小型の横穴式石室で,石室の長軸は北西-南東方向(N45｡W)を指し,南東方向へ開口する。

石室は残存する周溝から復元される墳丘の南東側に偏って造られており，石室奥壁付近に墳丘の

中心がある。石室は平面形不整隅丸長方形の掘方のほぼ中央に築かれている。石室掘方の規模は，

長さ3.05m,幅1.29～1.92m,深さ（最大) 0.72mである。石室は天井石を完全に失っているが，

奥壁から1.11～1.17m(石室全長の約l/2)付近までの両側壁（北東側壁・南西側壁）の石積み

の上端がほぼ標高246.5m付近に揃い,天井石下面の状況を留めているとみられる。このことから，

少なくとも石室の奥壁側1m余には天井石が構架されていたとみられる。石室の規模は,長さ(北

東側壁) 2.34m, 同（南西側壁) 2.00m,幅（奥壁) 0.58m,同（中央・最大)Q77m,同（石室

入口)0.69m,高さ（棺床面～側壁上端面)0.84～0.92mである。石室平面形は石室中央付近（奥

壁からlm付近）の幅が奥壁や石室入口の幅に比べて8～19cmほど広いやや胴張り気味の長方

形である。石室の玄室と羨道の区別は石積みの仕方などによっても明確にできない。また，奥壁

からl5～2mの石室入口には角礫の広がりがみられる（石室前面礫)。なお，掘方南西側壁中央

付近で石蓋土坑墓SK6と重複しており，その北東小口を大きく壊している。

a.奥壁基底石として長辺57cm,短辺46cm,奥行18clnの石材1枚を横長の広口積みに立てた上

に, 10～30cln大の角礫を寝かせて3段程度積み上げている。基底石直上の角礫は横長の小口積

み， 2．3段目は横積みとみられ，前者は長辺10～15cm,短辺6～13cm,奥行18～25cm程度，

後者は長辺20～30cm,短辺1O～20cm,奥行20～30cm程度の規模のやや大型の石材を用いている。

33S33N
-247.70m 第33号古墳土層(33N-33S)

l 淡褐色土

2淡黒褐色土

3淡黒褐色土

朏1淌皿土

4褐色土

噛匠僻･f

5淡黒褐色土

6暗褐色土

7黒褐色土

ｲi篭捌方埋士

8黒褐色土

9黒褐色土

1 2
Lノ郷

下
5

2m0 (l:60）

第51図宮の本第33号古墳墳丘土層断面実測図( 1 : 60)
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最上端の石材がやや石室内面側に突出するが，壁面はほぼ垂直で持ち送りはみられない。

b.南西側壁30～50cm大の基底石上にIO～40cm大の角礫を4～5段程度積み上げている。奥

壁からl.4mまで基底石上の石積みがみられる。基底石は現状で5個存在するが，北東側壁と比

べると本来は6個の基底石からなっていたと思われる｡基底石は基本的に横長の広口積みに立て，

奥壁から1 ．2．4番目に大型の石材， 3． 5番目にやや小型の石材を配している。最も奥壁寄

りの基底石は長辺55Cm,短辺35cm,奥行25cmの石材を横長の広口積み, 2枚目は長辺43cm,短辺

40cm,奥行22cmの石材を横長の広口積み, 3枚目は長辺30Cm,短辺25cmの石材を横長の広口積み，

4枚目は長辺55cm,短辺40cm,奥行23cmの石材を横長の広口積み, 5枚目（前端）は30cm四方，

奥行20cmの石材を広口積みに立てている。基底石上の石積みは長さ40～50cm,幅20～30cm,厚

さ10～20Cm程度のやや大型の角礫と長さ20～30cm,幅lO～20cm,厚さ数～lOcm程度の小型の角

礫を主体的に用い，主に大型の石材は横積み，小型の石材は小口積みに積み上げている。奥壁か

らl～2枚目の基底石上の石積みは大型の石材を横積み・小口積みしており，水平によく目地が

通っていて整美であるが， 2～4枚目の基底石上の石積みはやや小型の石材を主に小口積みによ

り積み上げているためか全体に石積みが乱雑である。壁面における石材の面は長辺lO～40cm,短

辺lO～20cmの大きさである。なお，奥壁から4～5枚目の基底石上の石積みは完全に失われてい

る。壁面は傾斜角度84｡とやや内傾しており， いくらか持ち送りがみられる。

C.北東側壁30～40cm大の基底石上に20～40cm大の角礫を6段程度積みあげている。奥壁か

らl.53m付近までのl～3枚目の基底石上の石積みはほぼ完存するが，入口側の5～6枚目の基

底石上には石積みは殆ど残っていない。基底石はほぼ同規模の大型の石材6個を広口積みに立て

る。最も奥壁寄りの基底石は長辺33cm,短辺30cmの石材，奥壁から2枚目は長辺44cm,短辺37cm

の石材， 3枚目は長辺30cm,短辺24cmの石材, 4枚目は長辺40cm,短辺20cmの石材, 5枚目は長

辺42Cm,短辺33cmの石材，前端の6枚目は長辺37cm,短辺30cmの石材をいずれも横長の広口積み

に立てている。ただし，石室入口側の基底石2個は原位置を動いている可能性がある。基底石上

の石積みには長さ30～40cm,幅20～30cm,厚さlO～30cmの大型の角礫と，長さ20～30cm,幅

lO～20cm,厚さ数～lO数Cmのやや小型の角礫が主に使用されている。前者は広口積みや横積み

に,後者は横長の小口積みに用いられたと考えられる。全体としては横長の小口積みが主体的で，

横積みは奥壁から2．3枚目の基底石直上と奥壁から1 ． 2枚目の基底石上4段目などにみられ

るにすぎない｡5．6段目の横長の小口積みが主体的に用いられた部分は横方向に目地が通るが，

横長の小口積みを主体にした基底石上l～4段目の石積みは大型の石材を広口積みに挟み込むな

どしており，全体的に石積みが乱雑である。壁面における石材の面の大きさは，長辺10～30cm,

短辺数～IO数cmのものが主体で，一部に長辺30～40cm,短辺10～30cmの大型のものを含む。

壁面は傾斜角度87.とほぼ垂直で，持ち送りはみられない。

d.床面部分的にごく薄く棺床士（淡黄色粘質土）を入れているが，基本的には掘方底面をそ

のまま棺床としている。棺床上には10～30cm大，厚さ数～IO数Cmの角礫lO数個が存在するが，

その並びには規則性がなく，角礫の上面も一定の高さに揃わないことや角礫の底面が棺床から5
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~20cm程度上位にあることなどから，棺台石を含む可能性は残るものの，側壁・奥壁から転落

した石材が主体的と考えられる。奥壁近くの床面付近で鉄釘1点(146)が出土した。

e・石室前面礫奥壁からl.65～3mの石室入口でlO～50cm大の角礫30個ほどが南西一北東方

向l.62m,北西一南東方向l,32mの範囲に集中してみられた。ほぼ床面の傾斜に沿って20cmほど

の高さに揃う。 このような出土状況から，石室入口付近の基底石上の石積みが崩落したものであ

る可能性が高いが明確ではない。

（4）出土遺物（第50図l46)

奥壁付近の床面から出土した鉄釘がある。頭部と尖端を欠失しており,現存規模は長さ3.lCmで，

断面は方形である。

4．宮の本第34号古墳（第3．4図）

(l)立地と調査前の状況（第40図）

第34号古墳は調査区北隅にある小型横穴式石室を埋葬施設とする古墳で，周溝・墳丘を完全に

失っている。調査前には何ら古墳の存在を示すものはなく，調査の進展に伴って調査区際で検出

したので，調査区を拡張して調査を行った。第ll号古墳の北9mに位置し，南東3mには小型横

穴式石室を埋葬施設とする第35号古墳が存在する。北西から南東方向へ緩やかに下る緩斜面に構

築されている（標高248.5m)。

（2）石室（第53図，図版44c・45a)

敷石をもつ小型横穴式石室で，天井石はすべて失っている。石室の長軸は西北西一東南東方向

(N60｡W)を指し,東南東方向に開口する。石室は長さl.85m,幅0.97m,深さ （奥壁・最大) 0.51

mの平面形不整隅丸長方形の掘方の中に築かれている。奥壁背後には比較的余裕があるが，両側

壁は基底石との間に殆ど隙間はなく，掘方は石室の規模に合わせてほぼ隙間なく掘り込まれてい

る。石室は基本的に石材を広口積みに立てた基底石の上に現状で最大3段程度石材を小口積み・

横積みに積んで構築したものである。石室の規模は，現状で長さ （南南西側壁) 1.31m,同（北

北東側壁) l.25m,同幅（奥壁)0.39m,同（石室入口付近・最小) 0.30m,同（石室入口) 0.36m,

高さ（奥壁)0.53m,同（石室入口)0.26～0.32mである。天井石は全く残っていないが，奥壁

最上段及び北北東側壁奥壁側の最上段の高さが下傾しながらも比較的揃うことから， これらの直

上に天井石が構架されていた可能性は高い。石室平面形は入口付近が若干窄まるが，ほぼ長方形

である。第34号古墳に伴う遺物はない。

a.奥壁左右にほぼ同じ大きさの石材2個を縦長の広口積みに立て，向って左側（南南西側）

の基底石の上に小型の板石を2段横積みしている。左側の基底石は長辺59cm,短辺26cm,奥行26

cmの石材を縦長の広口積み，右側（北北東側）の基底石は長辺65cm,短辺24cm,奥行l8cmの石材

を縦長の広口積みに立てる。基底石上の石積みの1段目は長辺26cm,短辺17cm,厚さ5cmの石材
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を横積みし， 2段目には長辺llcm,短辺7cm,厚さ2cmの小型の石材を左側に，長辺17cm,短辺

llCm,厚さ5cmの石材を右側に並べ，いずれも横積みしている。後者の石材は原位置をある程度

動いている可能性が高い。

b・南南西側壁現状で3枚の基底石を横長・縦長の広口積みに立て， これらの上に1段程度の

石積みが残る。基底石上の石積みはいずれも石材を小口積みに置く。奥壁寄りの基底石は長辺48

cm,短辺33cm,奥行l6cmの石材を縦長の広口積みに立て，奥壁から2枚目は長辺57cm,短辺30cm,

奥行l7cmの石材を横長の広口積み, 3枚目は38cm四方，奥行l7cmの石材を広口積みに立てる。 こ

れらの基底石上には長辺22～40cm,短辺15～30cm,厚さ9～17cmの石材を1枚横長の小口積

み主体に積むが， 2段目以降の石積みは残っていない。

C.北北東側壁現状で3枚の基底石を横長・縦長の広口積み及び横積みに置き， これらの上に

l～2段の石積みが残る。基底石はほぼ同程度の規模の大型の石材を用い，奥壁寄りの石材は長

辺52cm,短辺33cm,奥行21cmの石材を縦長の広口積み, 2枚目は長辺45cm,短辺32cm,奥行14Cm

の石材を横長の広口積み， そして前端の3枚目の石材は長辺42cm,短辺26cm,奥行34cmとやや大

型の石材を横積みに置いている。 これら基底石上の石積みは，奥壁から2枚目の大型の基底石上

に長辺50cm,短辺26～31cm,厚さl2～l3cmのほぼ同規模の石材2枚をいずれも横積みに2段重

ねて奥壁寄りの縦長に立てた基底石の上面に高さを揃えている。そして， これらの石材の上に長

辺15～30cm,短辺lO～15Cm,厚さ数Cmの小型の板石を1段程度いずれも横長の小口積みにして

いる。前端の一段低い基底石上には長辺36～38cm,短辺l4Cm,厚さlOcmのほぼ同規模の角柱状

の石材2個を縦長・横長の小口積みに積む。

d.床面掘方底面全体に20～30cm大，厚さ3～14cmの方形状の板石を敷き並べている。両側

壁中央の基底石と敷石の間には1枚ずつ小型の板石（長辺20Cm,短辺5～7cm,厚さ3～5cm)

を横向きに立てて挟み込んでいるが，敷石と側壁基底石との隙間を埋めて敷石の固定・補強を

図ったものと考えられる。敷石上面は奥壁側が高く，石室入口側に下傾する（傾斜角度5｡)。

5．宮の本第35号古墳（第3．4図）

(1)立地と調査前の状況（第40図）

第35号古墳は第34号古墳の南側斜面下方にある小型横穴式石室を埋葬施設とする古墳で，周

溝・墳丘は完全に失っている。調査前には何ら古墳の存在を窺わせるものはなく，調査の進展に

伴って新たに検出したものである。第ll号古墳の北6.8m,第34号古墳の南東3mの北から南に

傾斜する緩斜面に構築されている（標高247.5m)。

（2）石室（第53図，図版45b・ c)

奥壁及び奥壁側の両側壁を残すがいずれも基底石を中心としており，天井石をはじめ大半の石

材が失われている。石室の長軸は西北西一東南東方向(N61｡W)を指し,東南東方向に開口する。

石室は，現存規模が長さ1.63m,幅（最大) 1.29m,深さ （最大) 0.48mの平面形不整隅丸長方
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形の掘方の中に築かれている。掘方は奥壁背後を中心に二段掘りになっており，石室が構築され

ている下段掘方の規模は現状で長さ1.2m,幅（最大)0.9m,深さ（最大)0.24mである。奥壁・

北北東側壁は基底石のみだが,南南西側壁は基底石上に2段の石積みが残る。石室の現存規模は，

長さ（南南西側壁)0.51m,同（北北東側壁)0.30m,幅（奥壁)0.33m,高さ0.36～0.44mである。

掘方底面にはごく薄く棺床士（淡黄褐色土）を入れて棺床としているが，敷石などは行われてい

ない。棺床は奥壁側が高く，入口側に向って緩やかに下傾している（傾斜角度8｡)。出土遺物は

ない。

a.奥壁基底石は1枚で，長辺42cm,短辺34cm,奥行16cmの石材を縦長の広口積みに立ててい

る。基底石上の石積みは残っていない。

b・南南西側壁奥壁寄りの基底石1枚とその上に2段分の石積み， そして恐らく奥壁から2枚

目の基底石直下の詰石とみられるもの6個が残る。基底石は長辺56cm,短辺24cm,奥行20Cmの石

材を横長の広口積みに立て， その直上に長辺27cm,短辺19cm,厚さ9cmの石材, 2段目は長辺27

Cm,短辺25cm,厚さ5cmの石材をいずれも横積みしている。詰石は数～1OCm大の小型の板石・

角礫である。

c・北北東側壁奥壁寄りの基底石1枚のみが残存する。長辺37cm,短辺29cm,奥行12cmの石材

を縦長の広口積みに立てている。基底石上の石積みは全く残っていない。

6．調査区内出土の石器（第54図，図版52）

遺構に伴わない石器4点で,石鍼2点(147. 148),削器1点(150),石核1点(149)がある。

147は最大長（現存) 1.7cm,最大幅l.3cmの凹基無茎式の小型の石鎌で,基部の快りが2mmと浅い。

平面形状は長三角形で,脚部は尖る。A面（向かって左側。 B面は向って右側)右脚を欠失する。

A・B両面下半中央に基部側から大きな剥離が入れられている。石材は暗灰黒色の安山岩系であ

る。A面の尖端には先端側からの衝撃による小剥離がみられる。未成品の可能性がある。 148は

大型の凹基無茎式の石鑑で,最大長(現存)3.lCm,最大幅2.0cmである。基部の快りは6mmと深い。

B面の尖端にはA面先端からの衝撃による小剥離がみられる。 A･B両面中央に素材面を残す。

B面下半中央には基部側からの加撃によるやや大きな剥離痕がみられる。石材は灰黒色の安山岩

系のものである。 l49は最大長6cm,最大幅4.4cmの縦長剥片を主体的に作出した石核で，淡黄褐

色の細粒凝灰岩を石材とする。自然面あるいは素材面を打面として3枚の縦長剥片を作出してい

る。背面に自然面を大きく残し，両側面などには素材面を残す。 150は最大長5.4cm,最大幅4.lcm

の削器で，幅広の縦長剥片の側縁に腹面側からの連続的な加撃により刃部を作り出している。素

材剥片の背面には素材面と縦長剥片を作出した作業面を留め，下端は背面側からの加撃により折

損している。石材は安山岩である。
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第6表宮の本遺跡，宮の本第ll ．33～35号古墳出土遺物一覧表

Ｉ
」
つ
Ｃ
ｌ

報告

番号
器種① 器種② 辿構名 出土位偶

法量（単位c、． g, *;復元価，括弧；現存

口径・長さ 器高・幅 底径・厚さ

直）

最大径・竃さ
備 考

1 須恵器 杯蓋 SBl 口径12.2 器高4.4

2 須恵器 杯身か SBI 器高（2.7） 底径*10.6

3 須恵器 壷 SBl 器高（5.9） 体部最大径*6.0

4 土師器 甑 SBl '二I径*23.4 器高(19.4)

5 須恵器 杯身 SB2 口径9.8×10.2 器高3.7

6 鉄器 鉄釘 SB2 炉跡 災さ （3.2） 幅 厚さ0.4 頭部側欠失

7 須恵器 杯蓋 SB5 口径*l0.4 器高(1.6) かえり径*9.2

8 須恵器 杯蓋 SB5 口径12.8×13.4 器高4.2

9 須恵器 高杯（杯部） SB5 北辺壁溝内 口径*11.6 器高（2.9）

10 須恵器 高杯（脚部） SB5 器高（5.7） 軟質

11 須恵器 壷か SB5 口径*11.2 器高（4.5）

12 土師器 菱 SB5 貼床下 口径*18.8 器高（3.4）

13 土師器 皿 SB5 '二I径*10.8 器高2.1 放射状暗文

14 土師器 椀 SB5 '二1径*16.1 器高（5.4） 放射状暗文

15 玉 小玉 SB9 股大径1.1 高さ0.5～ 孔径0.45 重さ1.11 晩珀製か

16 土師器 艶 SBIO 口径*17.0 器高（4.3）

17 須恵器 杯身 SBll 器高（0.8） 間台径*9.4

18 須恵器 椀 SBll 器高(1.3) 高台経*11.4

19 須恵器 高杯（脚部） SBll 器高(1.7) 高台径*6.4

20 須恵器 椀 SBll SBllc壁溝内 口径*13.6 器高5.3

21 土師器 椀 SBll 口径*15.6 器高6.5

22 土師器 甑 SBll 口径*19.0 器高2().3 底径*5.8

23 鉄器 鉄鎌（直刃） SBll SBllc床面 全長(13.0),刃部長(I0.5),刃部幅(1.0～3.3) 着柄部左側

24 鉄器 鉄鐡（茎部） SBll 長さ (3.1) 幅0.5 厚さ

25 鉄器 鉄鐡（茎部） SBll 長さ （3.1) 幅0.4 厚さ

26 鉄器 用途不明製品 SBll 長さ （4.3） 幅0.7 厚さ0.6 頭部側欠失

27 須恵器 杯蓋 SBl2 口径*15.4 器高(3.0)

28 須恵器 杯身 SBl2 器高(1.4) 高台径*7.3

29 須恵器 杯身 SBI2 器高（2.4） 高台径*9.8

30 須恵器 杯身 SBI2 器高(1.7) 高台径*11.4

31 須恵器 鉢 SB12 器高(11.6) 底径*10．6
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報告

番号
器種① 器種② 遺柵名 出十位置

法賦（単位cm・ g, *;復元値，括弧；現存

口径・長さ 器高・幅 底径・厚さ

直）

最大径・重さ
備 考

32 土師器 艶 SB12 口径*22.0 器高（6.2）

33 上師器 喪 SB12 口径*30.4 器高(16.9) 体部最大径*28.4

34 土製品 平瓦 SBI2 床面東端 長さ(16.7) 幅(10.2) 厚さ2.3 凹面布目・凸面繩目

35 須恵器 杯蓋 SBI3 口径*18.4 器高(1.2) かえり径*14.5

36 須恵器 杯身 SBI3 口径*14.4 器高(3.1)

37 須恵器 高杯（脚端部） SB13 器高（0.9） 脚端径*10.6

38 土師器 麺 SBI3 口径*12.8 器高（2.8）

39 土師器 甑 SB13 口径*26.7 器高（7.5）

40 土師器 甑 SBl3 器高(12.9) 底径*12.0

41 鉄器 刀子（茎部） SBI3 長さ （5.2） 幅1.0～1.4 厚さ0.4 中央に円孔あり

42 鉄器 鉄刀片 SBI4 長さ （5.3） 幅（2.3～3.7） 厚さ （0.5）

43 須恵器 平瓶 SBI5 雛溝上層 口径5.2 器高12．2 体部最大径14.8

44 土師器 翌 SBl7 口径*15.9 器高(8.0)

45 須恵器 杯蓋 SB18 口径*l0.0 器高3.2

46 土師器 翌 SB18 口径*15.4 器高（4.0）

47 鉄器 鉄釘 SB18 長さ（6.8） 幅（0.4～0.6) 厚さ （0.4～0.5）

48 須恵器 杯蓋 SBI9

49 須恵器 杯蓋 SBl9 SB19c床面

50 須恵器 杯蓋 SBl9 口径*16.0 器高(2.1) かえり径*14.2

51 須恵器 杯蓋 SBI9 口径*2 器高(1.8)

52 須恵器 杯身 SBl9 口径10．4 器高3.4

53 須恵器 杯身 SBI9 口径*12.4 器高(3.1)

54 須恵器 杯身 SBI9 口径*13.2 器高（3.4）

55 須恵器 椀 SB19 SB19c床面 器高(l.4) 高台径*11.4

56 須恵器 椀 SBI9 口径14.0 器高5.6

57 瓦器か 椀 SB19 SBI9c床面 口径*18.6 器高（5.3）

58 須恵器 高杯 SBl9 SBl9c床面 口径*9.7 器高4.75 脚端径*5.4

59 須恵器 高杯 SB19 器高（2.8）

60 土師器 椀か SBI9 器高（2.9） 底径74

61 土師器 椀 SB19 SBl9c床面 口径*11.0 器高（3.2）

62 土師器 椀 SBl9 器高（4.2） 高台径9.6
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63 土師器 瓢 SBl9 口径*12.6 器高（8.2） 体部最大径*14.0

64 土師器 瓢 SBl9 SBl9d平坦面 口径*19.6 器高(13.8)

65 土師器 喪 SB19 SBl9d平坦面 口径*22.6 器高(12.7) 体部最大径*21.0

66 土師器 麺 SBI9 口径17.2 器高(13.5)

67 土師器 瓢 SBl9 口径*17.8 器高（7.9）

68 土師器 翌 SBl9 口径*2 器高22.9 体部最大径*26.8

69 鉄器 用途不明製品 SB19 炭層上血 長さ（2.9） 幅(0.9～1.3) 厚さ（0.75）

70 土師器 麺 SB22 口径*17.6 器高（5.6）

71 鉄器 用途不明製品 SB22 長さ43 幅1.0 厚さ

72 鉄器 鉄釘 SK2 長さ（7.7） 幅0.4～0.6 厚さ().35～0．5 頭部側欠失

73 須恵器 杯 SX5 器高（4.8） 高台径 瓦質

74 須恵器 杯蓋 SX7 口径*14.7 器高3.1 つまみ径8.2 輪状つまみ

75 須恵器 杯蓋 SX7 口径14.8 器高3.l

76 須恵器 杯身 SX7 口径*10.8 器高3.4

77 須恵器 杯身 SX7 口径*12.2 器高3.4

78 須恵器 椀 SX7 口径*16.0 器高7.9 高台径科).8 銅鋺を模すか。

79 須恵器 壷か SX7 口径*8.4 器高（5.8）

80 須恵器 杯蓋 第11号古墳 口径*I0.6 器高4.l

81 須恵器 杯蓋 第11号古墳 口径*10.6 器高（3.3）

82 須恵器 杯蓋 第11号古墳 石室前面 口径*10.8 器高(5.0)

83 須恵器 杯蓋 第11号古墳 石室前面 口径*11.0 器高（3.3）

84 須恵器 杯蓋 第11号古墳 南西側外護列石周辺 口径11.0 器高3.7

85 須恵器 杯蓋 第11号古墳 南西側外護列石周辺 口径*9.2 器高2.5

86 須恵器 杯蓋 第11号古墳 石室前面 口径*10.0 器高3.2

87 須恵器 杯蓋 第11号古墳 北東側外護列石周辺 口径*l0.0 器高（3.4）

88 須恵器 杯蓋 第11号古墳 石室前面 口径9.6 器高2.4 かえり径7.9

89 須恵器 杯蓋 第11号古墳 石室前面 口径*9.6 器高(1.8) かえり径*8.0

90 須恵器 杯蓋 第11号古墳 石室前面 口径*l0.2 器高(1.8) かえり径*8.6

91 須恵器 杯身 第11号古墳 墳丘盛土下屑 口径*8.4 器高2.8 受部径*10．6

92 須恵器 杯身 第l1号古墳 南西側外謹列石周辺 口径9.8 器高3.3 受部径11.6

93 須恵器 杯身 第11号古墳 南西側外謹列石周辺 口径102 器高3.3 受部径12.0
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94 須恵器 杯身 第11号古墳 南西側外護列石周 刀
一 口径*l0.5 器高2.65 受部径*12.0

95 須恵器 杯身 第11号古墳 南西側外穫列石周 旦 口径9.0×10.3 器高4.3 受部径11.4×12.4

96 須恵器 杯身 第11号古墳 北東側外淡列石周 刀
一 口径10.3 器高4.2 受部径12.0

97 須恵器 杯身 第11号古墳 南西側外護列石周 辺 器高（3.2） 受部径*12.2

98 須恵器 杯身 第11号古墳 北東側外護列石周辺 器高（3.8） 受部径*13.7

99 須恵器 杯身 第11号古墳 ti室前面 口径*9.4 器高3.2

1m 須恵器 杯身 第11号古墳 石室前面 口径9.7 器高2.9

101 須恵器 杯身 第11号古墳 石室前面 口径報.6 器高（3.25）

102 須恵器 杯身 第11号古墳 石室前面 口径*l 器高3.6

103 須恵器 杯身 第11号古墳 北東側外謹列石周辺 口径*11.1 器高2.9

1“ 須恵器 高杯（杯部） 第l1号古墳 南西側外謹列石周辺 口径*l0.6 器高（3.2）

105 須恵器 高杯（杯部） 第11号古墳 南西側外謹列石周辺 口径*11.05 器高（3.8）

106 須恵器 高杯（杯部） 第11号古墳 石室前面 口径*11.2 器高（3.8）

107 須恵器 高杯（杯部） 第11号古墳 北東側外謹列石周辺 口径*11.5 器高（3.0）

108 須恵器 高杯 第11号古墳 南西側外護列石周辺 口径*12.8 器高(4.1)

1閥 須恵器 高杯（杯部） 第11号古墳 北東側外謹列石周辺 口径*12.8 器高（3.6）

110 須恵器 高杯（杯部） 第11号古墳 南西側外護列石周辺 口径*14.0 器高（2.9）

111 須恵器 高杯 第11号古墳 南西側外謹列石周辺 口径*16.3 器高（2.8）

112 須恵器 高杯 第11号古墳 口径8.3 器高4.55 脚端径5.7

113 須恵器 高杯 第11号古墳 石室前面 口径*12.9 器高9.5 脚端径9.0

114 須恵器 高杯 第11号古墳 石室前而 口径*15.3 器高10.4 脚端径*10．8

115 須恵器 高杯（脚部） 第11号古墳 器高（3.5） 脚端径8.1

116 須恵器 高杯（脚部） 第11号古墳 南西側外謹列石周辺 器高（3.2） 脚端径*8.4

117 須恵器 高杯（脚部） 第11号古墳 器高（5.3）

118 須恵器 瑚蓋 第11号古墳 石室前面 口径7.5 器高2.4 かえり径6.6

119 須恵器 財蓋 第11号古墳 南西側外謹列石周辺 口径8.0×8.4 器高3.5

120 須恵器 腿 第11号古墳 石室前面 口径9.2 器高11.4 体部最大径9.8

121 須恵器 平瓶 第11号古墳 掘方内（石室北東側壁背後） 口径5.8 器高15.0 体部最大径14.7

122 須恵器 平瓶 第11号古墳 石室入口床面 口径5.5×8.2 器高14.8 体部最大径18.1

123 須恵器 平瓶 第11号古墳 南西側外謹列石周辺 口径11.4 器高24.1 体部最大径24.45 大型品

124 須恵器 壷 第11号古墳 石室前面 口径*15.4 器高(11.7)
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125 須恵器 難 第11号古墳 南西側外護列石周辺

126 須恵器 喪 第l1号古境 南西側外護列石周辺 口径*18.8 器高（6.9）

127 須恵器 大謹 第11号古墳 南西側外護列石周辺 器高（46.7） 体部最大径52.7 口頚部欠失

128 須恵器 大喪 第11号古墳 南西側外護列石周辺 口径41.0×43.5 器高78.9 体部最大径*78.4

129 土師器 壷か 第11号古墳 口径*9.4 器高（5.5）

130 土師器 麺 第11号古墳 周淌内 口径*14.6 器高（2.9）

131 土師器 甕 第11号古墳 周溝内 口径*19.2 器高（4.7）

132 土師器 喪 第11号古墳 周溝内 口径*33.0 器高（3.8）

133 土師器 甑か 第11号古噴 周溝内 口径*29.4 器高（4.35）

134 石器 敲石か 第1l号古噛 周満内 最大長14.1 最大幅6.l 最大厚3.6 亜さ367.94 花崗岩系（暗黄白色）

135 鉄器 刀子 第11号古塘 掘方内（石室北東側壁背後） 長さ （5.7） 幅(1.5) 厚さ （0.2～().4）

136 鉄器 刀子（茎部）か 第11号古墳 南西側外護列石周辺 長さ （4.7） 幅(1.45～1.7) 厚さ（0.35～0.5）

137 鉄器 鉄釘 第11号古墳 石室内（棺台石周辺） 良さ7.2 幅（最大)0.5 厚さ0.4 折頭形

138 鉄器 鉄釘 第11号古墳 石室内（棺台石周辺） 長さ（5.9） 幅（0.45～1.0) 厚さ （0.5～0.6） 折頭形，先端欠失

139 鉄器 鉄釘 第11号古墳 石室内（棺台石周辺） 長さ（6.5） 幅（0.4～0.6） 厚さ（0.4～().6） 折頭形，先端欠失

140 鉄器 鉄釘 第11号古墳 石室内（棺台石周辺） 長さ （5.5） 幅(0.5～0.7) 厚さ（0.5～0.6） 折頭形，先端欠失

141 鉄器 用途不明製品 第11号古墳 長さ （5.2） 幅（0.9） 厚さ （0.7） 環状

142 鉄器 用途不明製品 第11号古噛 長さ(1.3) 幅(1.2) 厚さ （0.7） 刀子状

142 鉄器 用途不明製品 第11号古墳 長さ(1.5) 径*2.0 厚さ （0.4） 管状（鋼か）

143 鉄器 用途不明製品 第11号古頃 長さ（0.5） 幅(1.4) 厚さ （0.4） 茎状

143 鉄器 用途不明製品 第11号古墳 長さ（3.7） 幅(0.6) 厚さ （0.5） 釘状

144 銅製品 耳環 第11号古墳 石室内（敷石十礫床上面） 外径1.7×1.8 内径1.05 断面径0.4×0.5 亜さ（3.73） 銅芯鍍金

145 銅製品 耳環 第11号古墳 石室内（敷石十礫床上面） 外径1.6×1.8 内径1.05×1.1 断面径0.35×0.5 亜さ（3.22） 銅芯鍍金

146 鉄器 鉄釘 第33号古墳 奥壁付近 長さ （3.1) 幅0.6 厚さ0.5

147 石器 石鎌 調査区内 最大長(1.7) 最大幅1.3 最大厚0.2 醜さ（().48） 安山岩系

148 石器 石錐 調査区内 最大長(3.1) 最大幅2.0 最大厚 頭さ(1.93) 安山岩系

149 石器 石核 調査区内 最大長6.0 最大幅4.4 最大厚2.7 亜さ60.43 細粒凝灰岩（淡黄褐色）

150 石器 削器 調査区内 最大長5.4 最大幅4.1 最大厚1.3 亜さ34.74 安山岩



Vまとめ

宮の本遺跡及び宮の本第ll.33～35号古墳は，平成19 (2007)年度に発掘調査を実施した宮の

本第20～26.31.32号古墳の南220mに位置する古墳時代後期～古代の集落跡と古墳である。調査

区の南西側に竪穴住居跡・住居跡状遺構などから成る居住域，中央に石蓋士坑墓など単独墓坑が

連なる墓域， そして調査区北東側には大小の横穴式石室墳4基が存在する。居住域十墓域を「宮

の本遺跡｣,古墳群を「宮の本第ll.33～35号古墳」として調査を行った。以下においては,集落・

墓域と古墳群それぞれについて調査成果をまとめ，二,三の問題点について検討を加えたい。

①集落（居住域）について今回の調査では集落の中心部から東半にかけて検出しており，更に

西側調査区外に集落が広がると考えられる。

住居は竪穴住居跡と住居跡状遺構に分けられる。竪穴住居は平面形方形の2．4本柱構造のも

ので，計8軒（重複分を含め計15軒）を検出した。住居跡状遺構は斜面を削平した不整形な平坦

面に柱穴列や掘立柱建物を伴うもので，計14軒（重複分を含め計32軒）がある。近接あるいは部

分的に重複する竪穴住居l～2軒十住居跡状遺構l～2軒を単位とする例が多く，斜面上方から

竪穴住居跡SB2+住居跡状遺構SB1,竪穴住居跡SB5･SB6+住居跡状遺構SB7,竪

穴住居跡SB9+住居跡状遺構SBIO,住居跡状遺構SBll+SB12,住居跡状遺構SB13~

15,竪穴住居跡SBl7+住居跡状遺構SB16などがある。また，竪穴住居跡と住居跡状遺構がほ

ぼ同じ位置で複数重複する例はSB8． 18． 19の3軒がある。前者における住居跡状遺構は居住

空間としての住居以外の性格（作業場・倉庫その他）を考えることができ，後者の例ではいずれ

も住居跡状遺構が竪穴住居跡の背後（斜面上方側）に位置することから，竪穴住居の付属施設的

性格を考えることができると思われる。 ここでは先ず，竪穴住居跡・住居跡状遺構の二,三の属

性について若干の検討を行うことにする （第2表)。

a.住居・建物の規模堅穴住居はいずれも平面形方形状で，一辺3.3～5.4m(平均4.3m)の

規模である。斜面上方側（概ね北～北西側）の住居壁はほぼ完存するが，両側辺（概ね東・西側

あるいは南西・北東側）の住居壁の残存状況は部分的で，斜面下方側の住居壁・床面はほぼ完全

に流出している。 よって， ここでは住居壁が完存する北～北西側の床面の長さから求めた推定

床面積(計測可能竪穴住居跡計lO軒)によって住居の規模を比較する。推定床面積は7.29(SBl7)

~21.9㎡(SB5b)の範囲に納まり （平均14.1㎡), 15～20㎡の床面積のものが5軒/10軒と

半数を数え，最も多い(SB5a・ 6a･6b・ 19a・ l9b・ 19c)。一方，平坦面に建物を伴

う住居跡状遺構3軒の平坦面に存在する建物の専有面積は4.66㎡(SB15), 10.7㎡+q (SB

l2), 14.6㎡(SB3)であり，竪穴住居の床面積の平均値とそれほど大きな差はない。

b.竪穴住居の柱構造柱構造が判明する竪穴住居はll軒/15軒で,2本柱構造の住居が2軒(S

－105－



Bl7･ SBI9a), 4本柱の住居が8軒(SB5a・5b・6a・8b･18a･18b･19b･19c)であ

る。 SB9は2本柱か4本柱, SB2は前面に2間× l間の柱穴群を伴う。 2本柱構造の住居は

いずれも縦方向（斜面の等高線に直交する南北あるいは南西一北東方向）に柱穴が並ぶ。

c・住居跡状遺構の柱構造平坦面に柱穴群を伴う住居跡状遺構は7軒／32軒（22％）である。

4軒(SBla・ lb･llc･16a)は柱穴列(2間・ 3間）で，建物跡はSB3.l2･15の3軒で

検出している。 SB3は前面の斜面に2間× l間の建物, SB15は平坦面が流出した斜面に2間

× l間の建物， そしてSBl2は2間十α四方の総柱建物を設けている。

d.柱穴と柱の大きさ （第7表） 建物・柱穴列を構成する柱穴の大きさ （平均値）は，長径28

~57cm,短径23～49cm,深さ17～57cmで，全平均は長径40cm,短径35cm,深さ36cmである。

遺構毎の柱穴規模の平均値が最も大きいのは住居跡状遺構SB3 (長径57cm)で， これにSBl2

(長径55cm) ・ SBllc (長径52cm)が続く。つまり，本集落で柱穴規模が最大であるのは住居跡

状遺構の建物跡・柱穴列の柱穴ということになる。一方，竪穴住居で最も柱穴の規模が大きいの

はSB5b (長径44cm×短径39cm,深さ51cm)である。住居跡状遺構の柱穴列の柱穴はSBllを

除けば長径33～44cmで,竪穴住居跡のそれに近い。また,柱構造の違いによる偏りはみられない。

なお，土層観察により柱痕跡が窺える柱穴はl4例で，径5～28cm(平均l5cm)の大きさの柱が

用いられたと考えられる。径15cm以上の柱痕跡が多く (ll例/14例), 8割弱を占める。その内

訳は，

・径15Cm=SBI5P2

・径18cm=SBI2PI ・P2・P3, SBl5P3, SBl8bPl

・径19cm=SBl7PI

・径20cm=SBllcPl

・径23cm=SB17P2

・径27Cm=SBI2P6

・径28cm=SBllcP4

である。これを住居毎にまとめると，径の大きい順から

･SBIIc (平均柱穴規模；長径52cm)=PI (径20cm), P4 (径28cm)

･SBI2 (平均柱穴規模；長径55cm)=Pl･P2・P3 (径18cm), P6 (径27cm)

･SB17 (平均柱穴規模；長径41cm)=PI (径l7cm), P2 (径23cm)

･SBI5 (平均柱穴規模；長径39cm)=P2 (径l5cm), P3 (径18cm)

･SBl8(平均柱穴規模；長径30Cm)=PI (径l8cm)

この柱痕跡の検出例からみても，柱穴規模が最大規模である住居跡状遺構SBllの柱穴列やSB

l2の総柱建物で特に太い柱が使用されていた可能性が高く, SBllやSBl2において通常の住居

よりも大型の建物が建てられていた蓋然性は高い。因みに， その住居規模や頻繁な建て替えなど

からSBl8とともに本集落でも中心的な竪穴住居と考えられるSBl9でもP3 (SBl9b･ c)

において柱痕跡を検出しているが， それから窺える柱の太さは径12cmと通常のもので， それほど
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第7表竪穴住居跡・住居跡状遺構の柱穴

ｌ
』
つ
旬
１

遺構

番号
種類 形態

検出

柱穴数

柱間距離(m)

個別 平均

柱穴規模（長径×短径，

個別

梁さ．cm)

平均
柱痕跡

柱規模（径．
cm)

備考

SB1a 住居跡状 柱穴列 3 1.62, 1.62 1.62 26～40×24～33, 38～56 34×30， 47

SB1b 住居跡状 柱穴列 3 2.22, 1.5 1.86 30～36×22～30, 25～39 33×26, 31

SB2 住居 l間×2間 5
桁2.82 (2IIII), 1.48, 1.36
梁1.26, 1.26

６
２

２
４

■
■

１
１

梁
桁 23～50×22～50, 6～33 35×31, 17

SB3 住居跡状 l間×2間 6
桁2.4, 2.14, 2.03, 2.54

梁3.21, 3.21

桁2.28

梁3.21
36～74×28～56, 20～61 57×44， 40

SB5a

SB5b

住居

住居

4本柱

4本柱

4

4

桁1.9, 2.3,梁1.8, 1.94
桁2.1
梁1.87

38～47×38～40, 48～62

42～47×38～40, 42～62

43×39， 54

44×39, 51

ほぼ共用

SB6a 住居 4本柱 4 桁1.6, 1.72,梁1.1 ， 1
６
５

６
０

１
１

桁
梁 24～40×22～32, 17～23 31x27, 21

SB8b 住居 4本柱か 3 桁1.5,梁1.8 40～46×38～46, 27～45 43×41, 35 I (P6) 13x16

SB9 住居 2or4本柱 2～3 桁1.16,梁0.72 24～52×23～38, 22～30 42×30， 26

SB11c 住居跡状 柱穴列 4 1.76, 1.68, 1.64 1.69 46～56×44～48, 51～63 52×47， 57 2 (Pl･P4) 20． 28

SB12 住居跡状
総柱

2間四方十
7
桁1.38, 2.02, 2.27, 2.48

梁1.34, 1.42, 1.52, 1.64

４
８

０
４

２
１

桁
梁 47～64×38～63, 24～66 55×49， 52

4(Pl ・P2･

P5･P6)

18, 18, 18

27

，

SB15 住居跡状 l間×2間か 5
４
４

４
５

●
●

１
１

桁
梁

９
？

1.5

1.9

， 2.46 （2間） 桁1.35

梁1.72
32～54×30～38, 13～50 39×34， 33 3 (Pl～P3) 5, 15, 18 歪な方形

SB16 住居跡状 柱穴列 4 1.3. 1.56. 1.72 1.53 40～52×34～46. 29～46 44×39， 39

SB17 住居 2本柱（縦） 2 1.26 38～43×34～37, 23～35 41×36, 29 2 (Pl ・P2) 19. 23

SB18b 住居 4本柱か 4か
桁1.52, 2.04

梁1.68, 2.16

桁1.78

梁1.92
20～38×20～36, 17～41 30×28, 30 l (Pl) 18 歪な方形

SB19a 住居 2本柱（縦） 2 1.2 30～34×28, 23～30 32×28， 27

SB19b

SB19c

住居

住居

4本柱

4本柱

4

4

桁1.9, 2.0,梁1.6, 1.7

桁1．9， 2．0，梁2.3, 2.3

桁1.95

梁1.65

桁1.95
梁2.3

径34～42,深さ35～48

28～43×24～36, 37～52

径36 ？

深さ40

36×31． 40

l (P3) 12
桁行北辺のP3・P4を

共用

SB19 住居 柱穴列 4 1.26, 1.28, 1.6 1.38 24～30×20～28, 12～29 28×23, 21
P2(SBl9a)･P8(S
Bl9c)は共用



大きなものではない（柱穴規模平均；長径39cm・36cm)。

e、 カマド跡4軒の住居で造り付けのカマド跡を検出した（竪穴住居跡3軒=SB2． 5a

17,住居跡状遺構1軒=SBl4)。これらのカマド跡は斜面高所側の住居壁の東～北東寄りある

いは東～北東辺の住居壁の中央付近に設けられている。前者としてSB5a・ 14,後者としてS

B2・ 17がある。SB5aのカマド跡は袖部を後出する住居によって失っており明らかでないが，

SB2． 14のカマド跡は袖部の芯に石を用いていた可能性がある。

f.炉跡炉穴を伴うのはSB2． 5a・ 5b・ 19b･ 19cの竪穴住居跡5軒である。炉穴の規

模は短径26～50cm×長径34～76cm,深さ5～39cmで，通常の浅いものとピット状の深いもの

とがある。後者のピット状のもの(SB2． 5a)や炉穴の覆土から鉄津・鉄釘が出土するもの

(SB2･5b)は通常の炉跡以外の性格，具体的には鍛冶炉の可能性が考えられる。

g.住居の重複と貼床貼床などによる住居の重複はlO軒でみられる。竪穴住居のみ重複する例

は2例(SB5． 6)で，いずれも2軒ずつが重複する。住居跡状遺構どうしが重複する例は5

例(SBll ・ l3． l6．21･22)あり， それぞれ2～6軒が重複している。竪穴住居跡十住居跡状

遺構が重複する例は3例(SB8･ 18･ 19)で，竪穴住居跡2～3軒十住居跡状遺構l～2軒の

重複である。 これら住居の重複はSBI3を除いていずれも貼床に依っている。また，最も先行す

る住居の床には貼床を施さないのが一般的であるが， 3軒(SB5a・ l6a・22a)では整地的

な貼床を行っている。なお, SB22aでは整地土の上に更に整地的な貼床を行う。また，重複の

ない単独の住居で整地的な貼床を施す例が2例ある (SB2． 9)。

②集落の時期について竪穴住居跡や住居跡状遺構からの遺物の出土量はそれほど多くはない。

また， これらの遺構が比較的急傾斜の斜面に立地していることから，遺物の転落・移動が一定度

存在した蓋然性が高く，出土した遺物が必ずしもその遺構の時期を示しているとは限らない｡よっ

てここでは，各遺構の床面直上出土の遺物を中心に遺構の時期を検討することとし，竪穴住居跡

4軒(SB2･5． 18． l9),住居跡状遺構4軒(SBl ． ll ･ 12． l3) と石積遺構SX7の時

期について，出土した須恵器を中心に考えてみたい。

SB2の北辺住居壁際の床面直上から出土した須恵器・杯身5は， 口径9.8～lO.2cm,器高3.7
（ 1） （2）

Cmで，須恵器・杯G身に分類される。飛鳥1 .末～飛鳥II ・前半頃に編年され, 7世紀中葉のも

のと考えられる。 SB5の床面近くから出土したものとしては,7．8･9． 13がある。須恵器・

杯H蓋の7は口径lO.4cmで，外面頂部の回転へラ切り不調整の縁辺に部分的に回転へラケズリを

行う。同・杯G蓋の8は口径12.8cm×l3.4cm,器高4.2cmで平坦な頂部から外下方に直線的に延び

た体部に短く屈曲して垂下する口縁が付く器形で，外面頂部は回転へラ切りのみで回転へラケズ

リは全く施されていない｡いずれも飛鳥,期末の奈良県.甘橿丘東麓遺跡焼土層SXO仇もの
に類似し， 7世紀中葉頃のものと考えられる。 SB18覆土出土の45は口径IO.0cmの須恵器・杯H

（4）

蓋で，外面頂部に広く回転へラケズリを施している。飛鳥I期後半の山田寺下層出土のものに類

似しており， 7世紀中葉頃のものとみられる。 SBI9からは多くの土師器・須恵器が出土してい
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るが， その多くは覆土上層からの出土で，斜面上方の他遺構から流入したものと考えられる。そ

れらの中で， 49．52．55．57．58．61は最後出の竪穴住居跡SBI9cのほぼ床面直上からの出土

で, SBl9cに伴う可能性が高い。杯身52は口径lO.4Cm,器高3.4cmの須恵器・杯AⅣ身で底部は
（5）

回転へラ切り不調整であり，飛鳥Ⅳ期頃のものと考えられる。高台の付く杯B身の57は高台の
（6）

高さが減ずる飛鳥Ⅳ期頃，低脚高杯58は滋賀県・山ノ神遺跡灰原第1層出土須恵器（図版41-51)

に類似し，飛鳥Ⅲ～Ⅳ期と考えられる。また，土師器・椀61も飛鳥Ⅳ期を中心とした時期のもの

とみられ, SB19c床面直上出土の土器は飛鳥Ⅲ。Ⅳ期を中心とした概ね7世紀後葉頃のものと

考えられる。

住居跡状遺構では, SBl・ll～13の4軒で時期が窺える遺物が出土している。 SBlでは，先

行するSBlaの北辺壁際の平坦面付近から須恵器・杯H蓋のlが出土した。口径12.2cmで，外

面頂部は回転へラ切り不調整であり，飛烏I ･末の7世紀中葉頃のものとみられる。 SBllでは，

SBllcの壁溝内から20,同じく覆土下層から17･21.22が出土している。 20は口径13.6cm,器高5.3

cmの深い器形の須恵器・椀Aで，平底の底部は回転へラ切り不調整である。 21の土師器･椀は口

径l5.6cmのより大型で深い器形で，丸みの強い器形の手づくね状の粗い作りである。 これらの椀
（7）

は平城II期を中心とする8世紀前葉頃のものと考えられる。高台杯片17は直立する短い高台の特

徴から平城I期以降とみられる。 これらの遺物からSBllは8世紀前葉頃の遺構と考えられる。

2間×2間以上の総柱建物を伴うSB12の床面直上から出土した29を含む須恵器・高台片はいず

れも底部の端部にハの字に踏ん張る似通った形態の高台が付くもので，平城II期を中心とした時

期のものとみられる。また，つまみをもつ杯B蓋の27は屈曲して短く垂下する口縁の形態の特徴

から飛烏V(平城I)期を中心とした時期で， これらからSBI2は8世紀前葉を中心とした時期の

遺構と考えることができよう。 SBl3の覆土から出土した須恵器・杯B蓋の35は口縁端部からあ

まり突出しない短いかえりをもち， 36は口径14.4cmの有高台の低平な杯B身である。 これらはそ

の形態などから飛鳥Ⅲ～Ⅳ期の7世紀後半を中心とした時期のものと考えられる。このSBI3の

直上に築かれた石積遺構SX7では,石積みの周囲から須恵器6点(74～79)が出土しているが，

これらのうち， 74は輪状つまみをもつ杯Eあるいは杯F蓋で，つまみの径が8.2cmと大きく，丸み

のある頂部からくの字に屈曲して開きながら口縁が延びる形状は， 8．9世紀頃のものとされる
（8）

京都・長刀坂古墓出土の銅鋺の蓋に酷似している。 75の須恵器・杯B蓋は口径l4.8cmで，平坦な

つまみは中央がやや盛り上がり，頂部～体部から屈曲して開き気味に短く垂下する口縁が付く。

飛鳥V(平城I)期で, 7世紀末～8世紀初頭頃のものと考えられる。 76.77は口径10.8cm,器高

3.4cmと口径12.2cm,器高3.4cmの大小2つの杯A身で，平底の底部外面は回転へラ切り不調整であ

る。 これらの特徴から， 76.77の2点は平城II期の8世紀前葉頃のものとみられる。このように，

SX7はその出土遺物からほぼ8世紀前半頃の遺構である可能性が高い。

以上のように，須恵器を主体とした土器類の検討から竪穴住居跡・住居跡状遺構の時期を考え

ると，本集落を形成する住居などは①7世紀中葉～後葉=SBl ． 2･5 ･ 13． 18． 19と②8世

紀前葉=SBll・ l2,SX7の大きく2時期に分けることができる｡時期が判明する竪穴住居跡．
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住居跡状遺構は計8軒／22軒と全住居の半数にも満たないが， これらの住居のうちの大半が営

まれた7世紀中葉～後葉を本集落の中心的な時期と捉えることができよう。

③集落の性格について住居跡状遺構の平坦面に建てられた掘立柱建物の建物面積と竪穴住居の

床面積には大きな差はなく，竪穴住居跡と住居跡状遺構がセットで存在する本集落の場合，両者

の間には何らかの機能や性格の違いがあったのではないかと考えられる。即ち，竪穴住居は通常

の居住空間として，住居跡状遺構には例えば作業場や倉庫など居住以外の機能を考えることがで

きよう。 この作業場などの可能性が考えられる住居跡状遺構を各住居が伴う本集落の性格として

は， ここではSB2．5の炉跡が鍛冶炉の可能性があることから，何らかの形で鉄製品の製造・

加工に関わっていた可能性を示唆するにとどめる。

ところで， 8世紀前葉を主体とした時期に営まれたと考えられるSBll ・ SBl2・ SX7は，

調査区西辺中央の一角に纏まって存在する。 SBll ・ l2は集落でも最大規模の主柱を用いた建物

や柱列を伴う。特に, SBI2の建物は総柱建物であり，倉庫・祭殿・高殿など住居以外の機能を
（9）

もった建物に採用されたと考えられている。また， このSBll ・ SBI2・SX7の区画からは瓦

や金属製容器を模した須恵器など仏教的色彩の濃い遺物が出土している。すなわち，須恵器・椀

78はSX7のほかにSBll ･ 12やSX6からも破片が出土している。 この特徴的な高台をもつ椀

は体部の形状が仏器である銅鋺に酷似する。同じくSX7から出土した輪状つまみの杯蓋74は銅

鋺の蓋に酷似したものがある。また, SBl2の総柱建物の近くからは平瓦片34が出土している。

これらのことから, SBl2の総柱建物やSBllの柱列が示唆する構築物をごく小規模な仏堂やそ
（10）

の付属施設とみることもできよう。そう考えると，周囲に同時期の通常の住居は存在しないこと

から， 8世紀前葉頃の調査区付近は村落の中心から外れ， ごく小規模な仏堂を中心とした空間が

形成されていたのではないかと想定される。遺跡の0.5～1.1kmの至近距離に県北でも有数の古

代寺院である寺町廃寺跡と上山手廃寺跡が存在する。宮の本遺跡のSBl2などが存在した8世紀

前半という時期はこれらの古代寺院が創建された時期（7世紀後半～末)からそれほど間がなく，

その位置関係とともに一定程度の関わりを考えることも可能であるが，現状ではその詳細を明ら

かにすることはできない。

④墓坑群について墓坑9基の内訳は，石蓋土坑墓3基(SK3･6･7),土坑墓3基(SK2･

4．9)，木棺墓2基(SK5．8),小型箱式石棺1基(SKl)である。これらは調査区中央の

標高249～240m付近に，等高線に斜交～直交する方向に列状に並んでいる。等高線は，斜面上

方のSKl～3付近でN70｡E, SK4･5付近で東北東一西南西方向のN60｡Eと東寄りに走向

しているが，斜面中位～下方のSK6～9が位置するあたりでは北東一南西方向のN40｡Eとか

なり北寄りに走る。墓坑群が並ぶあたりの斜面の傾斜角度は斜面上方の標高249～247m付近(S

KI～4)では5.程度と緩やかだが，斜面中位～下方の標高247～240m付近(SK5～9)で

は13°とかなり急になる。等高線の走行方向や斜面の傾斜角度をみると，標高247mのSK4・S
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B1 ．2付近に変換点があるようである。また，墓坑毎に，斜面上方に位置するSKl , SK2･

3 （ほぼ同じ標高), SK4はほぼ0.5m, SK4～8にかけてはほぼlm, そしてSK8とSK

9は4mの高低差がある。標高248,5m付近に位置するSK2．3を除けば，ほぼ標高249.0m(S

Kl), 248.0m(SK4), 247.0m(SK5), 246.0m(SK6), 245.0m(SK7), 244.0m(S
（1 1）

K8), 240.0m(SK9)の位置に各墓坑は造られている。墓坑の長軸方位（第55図）は，北東

～東北東一南西～西南西のN45｡E～N63｡Eを指す6基(SK3～8) と北北西一南南東のN20

.W～N21｡Wを指す2基(SK1 ．2),西北西一東南東のN59｡Wを指す1基(SK9)に分け

ることができる。ほぼ北東一南西方向を指向する多数派の前者は平成19年度調査の第24号古墳の

中心埋葬(SK24-l～3)の長軸方位に近く，後者のSKl ･2は横穴式石室墳（第20･32号古

墳）の長軸方位に近似する。また斜面下端に位置するSK9の長軸方位は同じく横穴式石室墳の

第11 ．34．35号古墳のそれに近い。北東一南西方向を指向する6基の墓坑（石蓋土坑墓3基，木

棺墓2基，土坑墓1基）はいずれも等高線に平行に構築されているが，少数派の北西一南東方向

を指向する3基の墓坑（小型箱式石棺1基，士坑墓2基）は等高線に直交して造られている。石

蓋土坑墓・木棺墓はすべて等高線に平行に築かれるが，土坑墓は3基のうち2基は小型箱式石棺

とともに等高線に直交して築かれているが,残る1基は等高線に沿って造られていることになる。

これらの墓坑についてはいずれも時期を窺える出土遺物がなく， その造墓の時期を確定できな

い。墓坑群は居住域と古墳群に挟まれた一定の範囲に他遺構や墓坑同士が一部を除いて殆ど重複

することなく，ほぼ規則的に築かれている。 このことはこれらの墓坑が集落や古墳群の形成時期

(7世紀）に近接した比較的短期間に相次いで造墓されたことを示唆しているのではないだろう

か。

⑤横穴式石室の構造について第ll．33～35号古墳はいずれも横穴式石室を埋葬施設とする古

墳である。石室が完存するのは第ll号古墳のみで，第33号古墳は天井石すべてを，小型の第34･

35号古墳は天井石すべてと側壁の一部を失い，石室の全容は不明である。 ここでは，調査区の北

方200m余りに存在する第20．31．32号古墳（平成19年度調査）を含めた計7基の横穴式石室墳

を比較しながら，石室構造などの検討を行いたい（第8表)。

a.石室の長軸と開口方向（第55図） 石室の長軸方向は第32．20号古墳が北北西-南南東，第

33． ll号古墳が北西-南東，第34．35．31号古墳が西北西-東南東で，石室の開口方向は第32．20

号古墳が南南東方向，第33． ll号古墳が南東方向，第34．35･31号古墳が東南東方向となる。 こ

れを方位でみてみると，開口方向は

・第31号古墳=NIO2｡E
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第8表横穴式石室の規模と石材の積み方

ｌ
巨
画
Ｉ

*①石室規模；単位、。 「長さ」＝最大値， 「幅」＝奥壁での値， 「高さ」＝奥壁での天井石～棺床面の値。ただし，第ll ．20．31 ．32･34号古墳は敷石上面からの値。天井石を失った
石室は現存最大値。現存値は括弧付。

*②奥壁；奥壁の石材の積み方。AはA類で，石材1個を基底石とするもの, BはB類で，左右に大型の石材2個を広口積みするもの。A3類は石材2個を上下に通れて奥壁を形成す
るもの, A4類は基底石1個の上に小型石材を2段以上横むもの, B3類は左右2個の石材から成る基底石の_l皇に大型の石材を横長に積みものである。単にA, Bとあるの
は基底石上の石材を失っているもの。
財団法人広島県教育事業団「まとめ」 『中国横断自励車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告（3）一池ノ奥古墳-』 2007年， 23～24頁，に依る。

*③側壁；各側壁の石材の横み方。数字は該当する積み方の石材の枚数。第ll ．20号古墳以外は玄室と羨道の区別はせず，石室全体でみる。側壁の左右は奥壁側から見て，である。

古墳番号 11 20 31 32 33 34 35

石室長軸方位 N54｡W N24｡W N78｡W N21｡W N45.W N60･W N61.W

石室 淵口方位 NI26｡E NI56｡E N102｡E Nl59｡E N135｡E N120｡E Nll9｡E

石室規模

*①

長さ

幅

高さ

8.22

1.08

1.38

6.58

0.78

1.1

4.3

0.86

(1.08)

2.45

0.57

(0.35）

2.34

0.58

(0.92）

(1.31)

0.39

(0.53）

(0.51)

0.33

(0.44）

， D

P壁*② B3 A3 B A A4 B A

卿 壁*③ 右側壁 左側壁 右側壁 左側壁 右側壁 左側壁 右側壁 左側壁 右側壁 左側壁 右側壁 左側壁 右側壁 左側壁

玄室

横 広口

縦 広口

方 広口

横 小口

縦 小口

横俄み

縦・側面

ｌ
包
含
自
母

一

ｇ

ｅ

ｅ

1

7

1

1

1O

3

4

1

1

9

5

3

8

4

3

7

羨道

横 広口

縦 広口

方 広口

横 小口

縦 小口

横積み

縦・側面

;’

I

2

3＋

2

2

4

1

1

2

3

1

4

石室全体

横・広口

縦 広口

方 広口

横 小口

縦・小口

横積み

縦・側面

計

1

8

1

2

I

13+

5

4

3

1

13

6

I

3

10

4

6

1

11

4

2

6

5

2

7

2

1

1

不明2

4＋2

2

5

7

4

1

不明I

5+1

6

6

1

1

I

3＋

1

1

1

3＋

1

l+

I

1+
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横穴式石室

箱式石棺

木棺墓

石蓋土坑墓

土坑墓

頭位／石室開口方向

離職W)35号古填

34号古墳

1号古墳

古墳

第55図埋葬施設の長軸方向と頭位

・第33号古墳=NI35｡E

。第20号古墳=NI56｡E

・第32号古墳=Nl59｡E

の様になり，今回調査の4基（第11 ．33～35号古墳）はNll9｡E～NI35｡Eと僅か16°の範囲に納

まるが，平成19年度調査の3基は第31号古墳がN102｡Eであるのに対して，第20号古墳がNl56o

E,第32号古墳がNI59｡Eと両者は54｡～57°の開きがある。第11 ．33～35号古墳と第31号古墳は

17｡～33｡,第20･32号古墳とは21。～40｡の開きがみられることになる。

b・石室の規模7基のなかで石室がほぼ完存するのは第11 ･20号古墳だけである。ほかの5基

はいずれも天井石を完全に失い，側壁にも欠失がみられるものがある。石室長・石室幅・石室高

はいずれも第l1号古墳が，玄室長は第20号古墳がそれぞれ数値が最も大きい。 しかし，玄室の広

さ （玄室面積）は，第11号古墳の玄室が幅1.02～1.08mの平面形長方形で玄室面積5.17㎡，第20

号古墳は幅0.78～1.22mの平面形逆台形で玄室面積5.14㎡とほぼ等しい。 このほかの古墳の石室

はいずれも第11 ．20号古墳に比べると小規模で，玄室と羨道の区別が明確でない。第31号古墳は

長さ4.3m,幅0.86～1.02mの石室で，石室面積4.04㎡は第11 ．20号古墳の玄室面積に次ぐ広さ

である。このほかの古墳についてはいずれも石室幅が0.6m以下と上記3基の古墳のl/2程度であ

り，石室面積も大幅に小さくなると考えられる。第33号古墳の石室は長さ2.45m,幅0.58～0.77m,

石室面積1.58㎡（現存）である。第32号古墳（石室幅0.57～0.65m)の石室面積（現存）は1.49nf

と第33号古墳にほぼ等しい。第34号古墳（石室幅0.39m)の石室面積（現存)0.51㎡，第35号古

墳（石室幅0.33m)の石室面積（現存）は0.17㎡となる。 このように，埋葬空間の広さ （第11 ･
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20号古墳では玄室面積， そのほかの古墳では石室面積）を比べると， 5㎡余りと最大規模の第

ll ．20号古墳， これに近い4㎡余りの第31号古墳，次いでl.49～l.58㎡と第ll ．20号古墳の玄室

面積の30％ほどの第32．33号古墳， そして0.17～0.51㎡と第ll ．20号古墳の玄室面積の1割以下

の第34．35号古墳となる。すなわち，埋葬空間の広さを比べると，宮の本古墳群の横穴式石室墳

計7基はほぼ3～4のランクに分けることができる。上からA～Cランクとすると，平成19年度

調査区にはAランクの第20号古墳， これに準ずるA'ランクの第31号古墳， そしてBランクの第

32号古墳が存在し，平成20年度調査区にはAランクの第ll号古墳, Bランクの第33号古墳， そし

て平成l9年度調査区には存在しないCランクの古墳2基（第34･35号古墳）が存在する。

C.奥壁の石材の積み方奥壁は大型の石材l～2個を横長あるいは縦長の広口積みにした基底
（12）

石の上に小型の石材を1個以上積み上げたもので, A3．A4．B3類がある。A類は基底石1

個, B類は基底石2個を左右に並べて立てるもので, A3．B3類は基底石上に同程度の大きさ

の石材1個を広口積みするもの, A4類は基底石1個の上に小型石材を2段以上積むものであ

る。第20号古墳がA3類，第ll号古墳がB3類，第33号古墳がA4類で，他の4基はいずれも基

底石上の石積みが不明で，基底石は第32.35号古墳がA類，第31 ．34号古墳がB類である。基底

石の立て方は, A類の第20．32･33号古墳はいずれも横長の広口積み，第35号古墳は縦長の広口

積みである。また, B類の第ll ．34号古墳は左右に大小2枚の大型の石材を並べて縦長の広口積

みに立てるが，第31号古墳は大型の石材を横長の広口積みした左側に細長い石材を縦長に立てそ

の側面を石室内側に向けている。 このように宮の本古墳群の横穴式石室では，主として奥壁基底

石A類は石材を横長に, B類は2枚の石材を縦長の広口積み主体に立てている。

d.側壁の石材の積み方石室の両側壁では,横長・縦長の広口積みを主体にした基底石の上に，

4～5段程度角礫の小口面が横長になるように積む横長の小口積みを主体に，石材を寝かせてそ

の側面を石室内側に向ける横積みを一部加えて積み上げている。基底石は最大13枚(第ll号古墳）

の大型の石材を主に横長の広口積みに立てるが，縦長の広口積みも比較的よくみられる。広口積

み以外では横長の小口積みや横積み，縦長の小口積み，石材の側面を縦長に立てる例も一部にみ

られるが， これらはいずれも奥壁B類の石室のみでみられる。主体は基底石を広口積みするもの

で，現存する計91個の側壁基底石（古墳7基）のうちの76個(84%)が広口積みである。その内

の42個（46％）が横長， 28個(31%)が縦長, 6個が方形の石材を広口積みしている。つまり，

側壁基底石の半数近くが横長の広口積みで，すべての石室にみられる。全体の3割を占める縦長

の広口積みは奥壁A類の第20号古墳（右側壁l ・左側壁6),第32号古墳（右側壁l ・左側壁5),

奥壁B類の第ll号古墳（右側壁8･左側壁4),第34号古墳（右側壁・左側壁各l),第35号古墳（左

側壁l)でみられる。奥壁B類の第ll号古墳では右側壁に多くみられるが，左側壁にも比較的み

られる。一方，奥壁A類の第20．32号古墳ではいずれも左側壁に5～6枚と縦長の広口積みを多

用するが右側壁では僅か1枚しかみられず，偏りが顕著である。縦長の広口積みが基底石に多用

される石室で側壁基底石全体における縦長の広口積みの比率をみてみると，第ll号古墳右側壁で

8枚/l3枚(62%),第20号古墳左側壁で6枚/ll枚(55%),第32号古墳左側壁で5枚/7枚
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(71%) となる。ただ，第32号古墳左側壁では縦長の広口積みが5枚と主体的で， その他は横長

の広口積み2枚のみと縦長の広口積みがかなり優勢であるが，第ll号古墳右側壁では縦長の広口

積み8枚に対して横積み2枚，横長の広口積み・横長の小口積み・縦長の側面各1枚と縦長の広

口積み以外の基底石が計5枚あり，第20号古墳左側壁では縦長の広口積み6枚に対して横長の広

口積み4枚，方形の広口積み1枚と縦長の広口積み以外の基底石が計5枚存在し，必ずしも縦長

の広口積みの基底石が圧倒的優位にはない。一方，横長の広口積みは第ll号古墳左側壁(5枚／

l3枚=38%),第20号古墳右側壁(6枚/10枚=60%),第31号古墳両側壁（右側壁;4枚/6

枚＝67％,左側壁； 5枚／7枚=71%),第33号古墳両側壁（右側壁;4枚/6枚=67%,左側壁；

6枚=100%) と第32号古墳を除く古墳で優勢である。つまり，計7基の横穴式石室墳では，側

壁基底石の石材の用い方においては基本的に横長の広口積みが主体的で，縦長の広口積みは第32

号古墳左側壁では優位に立つが，第ll号古墳右側壁・第20号古墳左側壁ではほかの積み方と拮抗

しており，縦長の広口積みが圧倒的優位にあるわけではない。次に，縦長の広口積みが各側壁の

どの位置に用いられているかをみてみよう。先ず，縦長の広口積みが多用されている例からみて

みると，第ll号古墳右側壁では奥壁側からの6枚と玄室前端の立石の計7枚と羨道に1枚用い

る。同左側壁では奥壁からl･4･5枚目と玄室前端の立石に用いている。第20号古墳左側壁では

奥壁から2．3．6 （立石）枚目と羨道入口側の3枚の基底石が縦長の広口積みである。第32号古

墳左側壁では奥壁からl ･4～7 (前端）枚目が縦長の広口積みである。一方，縦長の広口積み

が少数派の石室の例をみてみると，第20号古墳右側壁では羨道に1枚，第32号古墳右側壁では奥

壁から2枚目，第34号古墳両側壁の奥壁寄りの各1枚，第35号古墳左側壁も同じく奥壁寄りの1

枚が縦長の広口積みである。このようにみてくると，縦長の広口積みは横穴式石室の側壁の基底

石において横長の広口積みに次いで多く用いられるが，特に玄室の奥壁寄りや羨道と玄室の境の

立石など石室の要所に用いられた積み方であるといえる。

e・敷石・礫床と棺台石（第9表） 宮の本古墳群の横穴式石室の特徴として，石室床面におけ

る敷石（＋礫床）の存在があげられる。第ll ．20･31 ．32･34号古墳の5基で検出し，第ll ･

20．32号古墳の3基では敷石上に小円礫を施している。また，第ll ．20．31号古墳では敷石の前

面に棺台石が存在する。

敷石には，玄室の奥壁側に設けるI類（第ll･20.31号古墳） と玄室と羨道の区別がない小規模

な石室の床面全体に敷石を施すII類(第32･34号古墳)とがある。敷石の規模は,長さl.46～2.28m,

幅は石室幅いっぱいで0.39～l.08mである。 I類の敷石では第ll号古墳のものが長さ2.28mと最

も規模が大きく，第20号古墳は長さl.8m,第31号古墳は長さl.52mと石室規模に応じた規模であ

る。 II類の敷石はいずれも長さ・幅ともにほぼ石室いっぱいで，第32号古墳が長さ2.18m,第34

号古墳が長さl.46mとI類の敷石の長さとあまり変わらないが，幅は0.39～0.65mと狭くなる。

これらの敷石の範囲が必ずしも遺骸を安置するための埋葬空間ではない。 II類の敷石では明確で

ないが, I類の敷石ではその前端に何らかの区画を設けている。第ll号古墳では敷石前端の両側

壁際に長さ40～50cmの立石を置き，立石の間の中央には20cm大の小型の石材を2枚横に立て並
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べて区画とし，第31号古墳では敷石の前端に角礫を1段横に並べて画している。また，第20号古

墳ではこのような敷石前端の区画はみられないが，敷石の中央付近に大小の石材を横に立て並べ

て奥壁側に新たな埋葬空間を作り出している。このように敷石前端の区画や仕切石によって区切

られた埋葬空間の広さは，第ll号古墳が長さ2.lmと最も大きく，第31号古墳は長さ0.95m,第20

号古墳は長さ0.7mである（幅はいずれも石室幅と同じ)。敷石に用いられた石材はIO～60cm大，

厚さ3～20cmの方形状の板石や板状の角礫で， これらを横方向（石室の幅の方向）に2～3個

程度縦向きあるいは横向きにしたものを単位にして比較的整然と敷き並べており， その上面はほ

ぼ平坦である。敷石のために用いられる石の数はI類の敷石では20個程度とほぼ一律であるが，

II類の敷石をもつ第32号古墳では大小50～60個ほど,第34号古墳では7個の角礫を用いている。

なお，第32号古墳の敷石はやや特異である。石室中央を石室外に向ってまっすぐ．延びる排水溝の

上面に板石を横向き主体に並べて蓋石とし， その蓋石列の左右の側壁との隙間に小型の板石をl

～2列縦向きに並べて隙間を埋め,敷石としている｡その上面は中央を走る排水溝の蓋石列に向っ

て両側壁際から緩やかに凹む。

礫床はいずれも第ll ．20．32号古墳の敷石上に施されている。第20号古墳では数cm大の小礫が

敷石上にある程度密に敷かれていたが，第ll ．32号古墳ではいずれも疎らな検出状況であり，小

礫は敷石の隙間を埋めるための一種の補強材的意味合いが強い。なお，礫床に用いられた小礫の

大きさは第ll･20号古墳では2～数cm大であるが，第32号古墳はlcm大と特に小さい。

棺台石は第ll ．20．31号古墳でみられ，いずれも奥壁側の敷石の前面に長軸を石室の中軸線に

沿わせて石材を配しており，木棺は石室の中軸線に沿って縦長に置かれたとみられる。 これらの

棺台石の周辺からは，第ll ．20号古墳で木棺に使用されたとみられる鉄釘が出土している。棺台

石の範囲は長さl.14～1.74m,幅0.42～0.96mで, 20～40cm大，厚さlO～20cm程度の角礫IO個

程度が各々用いられている。

⑥第11号古墳の時期について石室前面や南西列石周辺の墳丘盛土・墳裾付近などから須恵器を

主体とする土器が出土している。 ここでは須恵器の杯蓋・杯身を中心に第11号古墳の築造・埋葬

の時期について検討する。

杯は身が受部とたちあがりをもつ古墳時代以来の形態である杯Hの蓋・身と蓋がつまみとかえ

りをもつ杯Gの蓋・身が24点出土している。杯G蓋（第46図88～90）は3点で，かえりは口縁か

ら突出していない。口径9.6～10.2cm(平均9.8cm),かえり径7.9～8.6cm(平均8.2cm),器高2.4cm

である。杯G身（99～103)は5点で,口径9.4～11.1cm(平均10.0cm),器高2.9～3.6cm(平均3.2cm)

である。調整は底部回転へラ切り不調整が主体で, 102は外底面全体に一定方向のヘラケズリを，

100．101の外面底部と体部の境には部分的なヘラケズリを行うが，ヘラケズリが施される割合は

それほど多くない。 103の底部は平坦だが，ほかは平坦な部分は少なく丸みがつよい。これら杯

Gはその法量や形態・調整の特徴が飛鳥編年I期末の奈良県・甘橿丘東麓遺跡焼土層SXO37出

土土器に似ており，7世紀中葉頃のものとみられる。杯H蓋8点(80～87)は口径9.2～11.0cm(平
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第9表横穴式石室の敷石・礫床・棺台石

ｰ

ｰ

－コ

古墳番号 11 20 31 32 34

敷石

全体規模

埋葬空間の規模

前端区画

仕切石

石材の大きさ

石材の形状

石材の数

敬石の状況

長さ2.28m,幅1.08m

長さ2.1m,幅1.08m

前端は横に揃う。右側壁際に

43cm×40cm,厚さ20Cm,左側
壁際に50cm×22Cm,厚さ16Cm

の立石を置き，間には10数～
20cm大，厚さ1OCmの小型の角
礫を立て並べて，敷石の前端
を限る。

10～60Cm×10～35m,

厚さ数～20cm

板石・角礫

20数個

全体にあまり整然としていな

い。

長さ1.8m,幅0.78～0.96m

同上。ただし，仕切石奥の埋
葬空間は長さ0．66～0.7m,

幅0.78～0.87m｡

右に44cm×70Cm,厚さ14cInの

大型の板石を横長の広口積み

に匿き，左側に18cm×40CIn,
厚さ18cmの棒状の亜角礫を立
てる 。

20～40cm大，

厚さ4～1Ocm

小ぶりで方形の板石

20個程度

比較的整然と並べる。

長さ1.5～1.52m,
幅0.84～1.02m

長さ0.84～0.95m,

幅0.84～1.02m

前端は横に揃う。前端の敷石

上にもう一段分の角礫数個を

1m×0.6mの範囲に並べて敷

石面より20Cmほど高い障壁を

形成して,敷石の前端を限る。

20～40cm大，
厚さ10～10数cIn

分厚い板石

20個程度

比較的整然と並べる。

長さ2.18m,

幅0.42～0.65m

排水溝蓋石は奥壁寄りに55cm

x38cm,厚さ12cmと大型の板

石を縦向きに置き，続いて20

~30cm大，厚さ5～10Cmの
板石を横向きに並べる。石室

外は不整形で扁平な石を用い

る。この蓋石列の左右に1O~

20cm大，厚さ数mの薄手の板

石を縦向きに並べる。

板石・角礫

蓋石15個（石室内), 7個（石
室外） 蓋石の両側に40～50

個程度

横向きに並べられた排水溝の

蓋石の左右により小型で薄手

の石材を縦長に並べる。

長さ1.46m,幅0.39m

20～30cm大，厚さ3～14cm

板石

7個

比較的整然と並べる。

礫床
礫の大きさ・形状

礫の疎密

2～数cm大の小円礫

疎

数cm大の小礫

密

lCm大の極小礫

疎

棺台石

規模

石材の大きさ

石材の形状

石材の数

長さ1.74m,幅0.96m

22～45cm×14～30cm,

厚さ3～18Cm

角礫

13個

長さ1.14m,幅0.42m

20～40cm大，

厚さIO～20cm

角礫

3個十

長さ1.5m,幅0.75m

20～40cm大，
厚さIO～20cm

板状の角礫

6個



均lO4cm),器高2.5～4.lcm(平均3.4cm)で，比較的丸みのある頂部から斜めに下り屈曲して垂下

するものが多い。調整は， 86で頂部全体に回転へラケズリを行い， 85では頂部縁辺に部分的にヘ

ラケズリを行う以外は大半が頂部外面回転へラ切り不調整である。杯H身8点(91～98)はごく

短いたちあがりのものが主体で，一部に長く垂直にたち上がるものがある（95.96)。たちあがり

端部での口径8.4～ll.2cm(平均lO.0Cm),器高2.7～4.3cm(平均3.4cm)である。比較的小さい平底

から斜め上方に体部が直線的に延びて受部に続く。これらの杯Hはその法量や形態・調整の特徴
（13）

が飛鳥編年II期末の奈良県・水落遺跡貼石遺構堆積層出土土器に似ており, 7世紀第3四半期頃

のものとみられる。杯Gは杯身lO3を除く7点が石室前面の堆積土（暗褐色土）からの出土で一

括性が考えられる。杯Hは蓋82．83．86の3点が暗褐色土中から出土したが，大半（蓋84．87，

身91～95)は南西側外護列石周辺の墳丘裾や墳丘上面からの出土である。ただ，杯H蓋のなかで

口径・器高が最も小さく，扁平気味で丸みの強い器形の85は南西側の墳丘盛土下層から出土して

おり，時期的にやや遡る可能性がある。

高杯は杯部主体に計l4点（第46･47図lO4～ll7)出土している。杯部はll2以外は丸く浅い椀

状を呈し， 口縁近くにごく緩やかな稜をもつものが多い。脚部の状況が分かる例は少ないが，い

ずれも外湾するもので，低脚と通常の脚とがある。調整は回転ナデ主体で，ヘラケズリはみられ

ない。これら浅い椀状の杯部をもつ高杯は飛鳥編年II期を中心にみることができ，概ね7世紀

第3四半期頃のものと考えられる。ただ，小型で低脚の高杯ll2は平坦な底部から口縁がほぼ直
（14）

立する杯部で，甘橿丘東麓遺跡焼土層SXO37出土土器のなかに酷似する例がみられる。この高

杯ll2は南西側の周溝底面でほぼ完形の杯部が出土し，脚部片は石室入口の棺床士内からの出土

である。杯部片のlO6と完形に近いll3･ ll4は石室前面の堆積土からの出土で， そのほかの高杯

の多くは南西側外護列石周辺の墳丘裾・墳丘上面などから出土したが(104． 105． 108． llO･

lll . ll6), 107． lO9は石室前面からの出土である。

石室前面の暗褐色土から出土した瞳l20は大きく開く口縁にやや肩の張る扁球状の体部が付き，

回転へラ切りによる平底である。平底である点を除けば， 口縁～体部の全体的な形状は陶邑Ⅳ期
（15）

新段階（=飛鳥II期）相当とされる大阪府・ひつ池西窯跡の上部上層灰原(HTW-A2)出土の

14に比較的よく似ている。平底の腿はあまり類例がなく,朝鮮半島南部の栄山江流域出土の腿(有
（16）

孔広口小壷）には底部円板作りによる平底のものが多くみられるようである。

平瓶は3点出土している。 l21は北東側壁入口付近の基底石背後の掘方などから, 122は石室入

口の床面上からほぼ完形で出土した。 121は丸みの強い器形で, 122はやや肩が張る。 123の瞳は

大型で誕かと見紛う異形のもので，南西列石周辺から主に出土した。 l24の壷は石室前面からの

出土で， その口縁はやや開き気味に直立し端部を若干内傾させ，外面には凹線1条を施す。滋賀

県・山ノ神遺跡灰原l層（図版43-99)， 同灰原2層（図版52-262)，同灰原7層（図版67-53.

55）からの出土須恵器と類似しており，飛鳥IⅡ期の7世紀後葉頃の年代が与えられている。 125

~128の喪はいずれも南西列石周辺の墳丘上面や墳丘裾から主に出土した。

以上，須恵器を主体にその出土位置と類例・時期について述べた。須恵器の出土位置は石室前
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面の暗褐色土中と，南西側外護列石周辺の墳丘上面及び墳丘裾の大きく2か所に集中箇所がみら

れる。すなわち，

①石室前面出土須恵器(太字は暗褐色土中出土の須恵器)＝杯G蓋88～90,杯G身99～102,杯

H蓋82．83．86，杯H蓋87,杯H身96,高杯106． ll3． ll4,高杯lO7． lO9,墹蓋ll8,"120,

"l24

②南西側外護列石周辺の墳丘裾・墳丘上面出土須恵器＝杯H蓋84,杯H身91～93．95･97,高

杯104． 105． 108． 110． lll ． ll6,増蓋ll9,平瓶l23,"l25． l26,大喪127･128

③その他の箇所で出土した須恵器＝杯G身103,杯H身94･98,高杯ll2･ ll5． ll7,平瓶l21 ･

l22

の様になる。 これらの須恵器を時期がある程度判るもので考えると，南西列石周辺の須恵器群は

飛鳥II期末の杯Hや飛鳥II期の高杯を主体にし，石室前面出土の須恵器群は飛鳥I期末の杯Gの

大半を主体に，飛鳥II期末の杯HやII期の高杯・腿, IⅡ期の壷を含み，飛鳥I期末を主体に飛鳥

II ．Ⅲ期の須恵器を一定程度含んでいる。すなわち，第ll号古墳の出土須恵器は飛鳥I期末と飛

gll期末の大きく2時期に分かれる。 このことから，飛鳥I期末の7世紀中葉頃に宮の本第ll号

古墳の築造と最初の埋葬が行われ， その後飛鳥II期末の7世紀第3四半期頃にかけて追葬が行わ

れた可能性が高いと考えられる。

⑦集落と古墳群の関わりについて最後に，集落の変遷と4基の横穴式石室墳のかかわりについ

て考えてみたい。集落は7世紀中葉から後葉の時期に主体的に営まれ， 8世紀前半には村落の中

心から外れた仏教的空間と化していたとみられる。一方，調査区の東半に位置する4基の横穴式

石室墳は中心となる第ll号古墳が7世紀中葉に築造・初葬され, 7世紀第3四半期にかけて追葬

が行われた。第ll号古墳以外の古墳の築造・埋葬時期については出土遺物がなく明確でないが，

いずれの古墳も第ll号古墳の周囲を取り巻くように位置し， より小型の石室を第ll号古墳と石室

の中軸や開口方向がほぼ等しくなるように築造されていることから，第ll号古墳の築造時期に近

接して築造・埋葬された可能性が高い。 このように考えると，集落の営み（変遷） と第ll ．33

～35号古墳の築造・埋葬は近接した時期に行われたということができる。

最後に，平成19年度に調査を行った宮の本第20．31 ･32号古墳を含めて，宮の本遺跡の集落の

変遷と宮の本古墳群（第ll ．20．31～35号古墳）の変遷について年代順に整理してまとめにか

えたい（斜字は集落関連ほかは古墳関係)。
（17）

・6世紀末～7世紀前葉(TK43～TK217型式古段階)=第20号古墳の築造・初葬

・7世紀前葉(TK209型式～TK217型式古段階)=第32号古墳築造・埋葬

・7世紀中葉（飛鳥I期末）＝第ll号古墳の築造・初葬

・7趣紀萌～後葵(飛鳥I〃表～飛鳥〃鰯ノー葵溶の宮bろ《のﾒ戸心,庇源〃

・ 7世紀中葉～後半（飛鳥I期末～Ⅳ期)＝第20号古墳追葬①箒第31号古墳の築造・埋葬

・7世紀第3四半期（飛鳥II期末)=第ll号古墳の追葬
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･7世紀第4四半期～8世紀初頭（飛鳥Ⅳ～V期)＝第20号古墳の追葬②

．8澄紀威葵f票鰄ノー〃期ノー集落のばずyzの必鐡敢卿茜

註

(1)以下，編年に関わる須恵器・土師器の器形分類・名称については，奈良国立文化財研究所（現・独立行

政法人文化財研究所奈良文化財研究所）のものに基本的には従う。

奈良国立文化財研究所『平城宮発掘調査報告』Ⅶ l976年。

奈良国立文化財研究所『飛鳥・藤原宮発掘調査報告』 II 1978年。

(2) 以下，飛鳥編年については，以下の文献に依った。

西弘海｢土器の時期区分と型式変化｣『飛鳥・藤原宮発掘調査報告』II奈良国立文化財研究所 1978年，

92～100頁。

西弘海「土器様式の成立とその背景」小林行雄博士古稀記念論文集刊行委員会編『考古学論考小林行

雄博士古稀記念論文集』平凡社 1983年, 447～471頁。

また，飛鳥1 ． II期の実年代については，主に以下の文献に依った。

白石太一郎「須恵器の暦年代」 『年代のものさし』大阪府立近つ飛鳥博物館2006年， 66～73頁。

白石太一郎｢前期難波宮整地層の土器の暦年代をめぐって｣『大阪府立近つ飛鳥博物館館報』16 2012年，

3～24頁。

(3)次山淳「甘橿丘東麓の調査第75－2次調査」 『飛鳥・藤原宮発掘調査概報』25奈良国立文化財研究所

1995年, 95～lOl頁。

(4) 深澤芳樹「第Ⅵ章考察4山田寺下層の土器について」 『山田寺発掘調査報告本文編』独立行政法人

文化財研究所奈良文化財研究所2002年, 540～547頁。

(5) 以下，飛鳥Ⅲ～V期の実年代については，主に次の文献に依った。

菱田哲郎「古墳時代の実年代②後期・終末期の実年代」一瀬和夫・福永伸哉・北條芳隆編『古墳時代の

考古学l 古墳時代の枠組み』 同成社2011年, 222～230頁。

(6)大津市教育委員会『山ノ神遺跡発掘調査報告書』 II I991年

(7) 以下，奈良時代の平城編年と実年代については主に次の文献に依った。

小笠原好彦・西弘海｢第V章考察2土器｣『平城宮発掘調査報告』Ⅶ奈良国立文化財研究所1976年，

139～149頁。

(8) 毛利光俊彦『古代東アジアの金属製容器II (朝鮮・日本編)』奈良文化財研究所2005年, 89頁・付図

7。

(9)宮本長二郎「掘立柱建物の規模と機能」 『日本原始古代の住居建築』 中央公論美術出版 1996年, 172

~173頁。

⑩ここではいわゆる8～10世紀頃の「村落寺院」の仏堂を中心とした空間を想定している。特にl5～50

㎡と最も小規模な集落の一般構成員が建立したと考えられる仏堂で，周辺からは仏鉢形土器や瓦などが出

土する。

冨永樹之「東国の「村落内寺院」の諸問題」 『在地社会と仏教』独立行政法人文化財研究所奈良文

化財研究所2006年, 69～96頁。

01)墓坑群及び横穴式石室の長軸方向については，次の文献を参照した。

財団法人広島県教育事業団「Ⅶ考察」 『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調

査報告（29） 宮の本第20～26．31．32号古墳』 2013年, 279～281頁・第l51図・第152図。

⑫奥壁の基底石を主体とする石材の積み方の分類は次の文献に依った。

梅本健治「まとめ」『中国横断自動車道尾道松江線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告（3）池ノ奥古墳』

財団法人広島県教育事業団2007年, 23～24頁。

⑬奈良国立文化財研究所『飛鳥・藤原宮発掘調査報告IV-飛鳥水落遺跡の調査一』 1995年

側次山淳「甘橿丘東麓の調査第75－2次調査」 『飛鳥・藤原宮発掘調査概報』25奈良国立文化財研究所
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1995年, 99頁・6g.72の55．56．

⑮大阪狭山市教育委員会『ひつ池西窯跡-陶邑窯跡群の調査-｣ 1993年

06） 酒井清治「栄山江流域と列島の魁について」 『土器から見た古墳時代の日韓交流』 同成社2013年，

287～291頁。

橋本達也「須恵器でも，魁でもなくて－鹿大構内遺跡出土の陶質土器有孔広口小壷一」 『News L

et ter｣Nn32鹿児島大学総合研究博物館2013年, 8～10頁。

0刀陶邑編年と実年代及び陶邑編年と飛鳥編年の対比については主に以下の文献に依った。

佐藤隆「7．8世紀陶邑編年の再構築と都城出土資料の様相」 『2005年度（財）大阪府文化財センター

近つ飛鳥博物館共同研究発表会須恵器生産の成立と展開』 （財）大阪府文化財センター2006年

宮崎泰史「陶邑の変遷」 『年代のものさし－陶邑の須恵器一』大阪府立近つ飛鳥博物館2006年， 60

～65頁，特に64．65頁の図2 ． 3陶邑窯跡群須恵器編年対照表(1) (2)｡
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宮の本第11号古墳

a遠景

（空中写真，南から）

b全景

（空中写真南から）
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|宮の本第11号古墳 図版31

a近景

（調査前，北東から）

b近景（調沓前,東から）

c墳丘全景（南から）
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|宮の本第11号古墳

a石室西側壁①

（奥壁側，東から）

b同上②(中央,東から）

c石室床面・東側壁①

（敷石，奥壁側，
西から）
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a石室床面・東側壁②
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中央奥壁側．西から）

b同上③
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㎡
発掘原因

みや もと

宮の本遺跡，
みや もとだい

宮の本第11 ．33
ごうこふん

～35号古墳

ひろしまけんみよしし

広島県三次市
むニうえたまちあざ

向江田町字
みやもと
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記録保存

調査

所収遺跡 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

宮の本遺跡 集落跡 古代 堅穴住居跡・住居

跡状遺構22軒，墓
坑9基，性格不明
の遺構9基

須恵器（杯蓋・杯
身・高杯・椀・平

瓶ほか)，土師器
(椀･翌･甑ほか)，
鉄器（直刃鎌・鉄
釘ほか）

総柱建物の存在．
平瓦の出土など宗
教的空間の存在。
古墳に近接し，一
定範囲に墓坑が集
中する。

宮の本第11号古墳 古墳 古墳時代～
古代

古墳
(横穴式石室）

須恵器（杯蓋・杯
身・高杯・平瓶・
腿・大謹ほか)，
土師器（巍ほか)，
鉄器（刀子・鉄釘
ほか)，耳環2

敷石十礫床，
外護列石

宮の本第33号古墳 古墳 古墳時代 古墳
(小型横穴式石室）

鉄釘 墳丘なし，周溝あ
り。葺石状の集石
あり ◎

宮の本第34号古墳 古墳 古墳時代 古墳
(小型横穴式石室）

敷石。墳丘・周溝
なし ◎

宮の本第35号古墳 古墳 古墳時代 古墳
(小型横穴式石室）

墳丘・周溝なし。

要 約

集落は竪穴住居と住居跡状遺構がセットで存在し，住居跡状遺構は鍛冶など鉄関連の作業場
的性格が考えられる。集落の中心は7世紀代で， 8世紀には総柱建物の周囲から銅鋺を模し
た須恵器・椀や蓋，瓦などが出土しており，小規模な仏教的空間と化した可能性がある。間
に石蓋土坑墓を主体とする墓坑群を挟んで4基の横穴式石室墳が集落とほぼ同時期に近接し
て築かれており，古代における集落と古墳群の関わりや集落の性格などを考えるうえで貴重
な調査例である。
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